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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　それは、まだ神々が人に語りかけ、人とともにあった彼方かなたのころ。世界は神々の祝福と恵めぐみを受け、安息と静せい寂じやくを約束されていた。

　神々は一人の美しい女じよ性せいをお創つくりになり、数多あまたの祝福を贈おくった。そして、最後に一つの〝箱〟を贈った。決して開けてはいけない。そう、一言そえて。

　しかし、ある日のこと。彼女は全すべての神々に祝福されていながら、開けてはいけないと言われていた箱を開けてしまった。箱の中身が気になって好こう奇き心しんから開けてしまった。

　開いた箱から這はい出したのは、身の毛もよだつ姿すがたの怪かい物ぶつだった。閉とじ込こめられていたのは〝災わざわい〟だった。箱から解とき放たれた災いは、瞬またたく間に世界に広がっていった。かくして永と久わを約束された平へい穏おんは打ち砕くだかれた。

　彼女は慌あわてて蓋ふたを閉しめたが、すでに遅おそかった。災いは世界中に広がってしまっていた。しかし、箱の中から、まだ声が聞こえていた。

　──ここから出してください──

　女性が耳を傾かたむけると、声はこう言っていた。

　──私は〝希望〟です。どうか、ここから出してください──

　彼女は、もう一度箱を開けた。解き放たれた希望は二十九個この欠片かけらとなって、全ての人々の上に降ふり注いだ。

　そして、神々は解き放たれた欠片を集めて一人の子こ供どもをお創りになった。災いを鎮しずめるために。

　欠片で創られた神々の子供は、百年に一度だけ現あらわれるのだという。

　人々はその子供と二十九個の欠片を〝刻こく印いん〟で印しるしてあらゆるものに刻きざみ込んだ。

　そして、人々は自らの手で災いを追い払はらう力を手に入れた。







　序章　賛さん歌か







『──かつて、この世界は神々の祝福と恵みを受け、安息と静寂を約束されていた──』

　切り出された石いし畳だたみが均きん等とうに敷しき詰つめられた大きな通り。雑ざつ踏とうに動きはなく、みんな立ち止まっていた。多くの人々は、一つの方向に向かい何かに聞き入っている。ある者はただひたすら羨せん望ぼうの眼まな差ざしで、ある者は決意を秘ひめこぶしを握にぎり締しめて。

　私は、彼らの人ひと垣がきを搔かき分けながら進んでいる。

『──しかし、ある日のこと。彼女は全ての神々に祝福されていながら、開けてはいけないと言われていた〝箱〟を開けてしまった──』

　足がもつれてきた。前にいた分厚い重じゆう甲かつ冑ちゆうを着た男に激はげしくぶつかってしまった。

「痛いてえな。どこ見て──っ！」

　重甲冑の男は、いらだたしそうに振ふり返った。兜かぶとの面は開いていて、ひげが目立つ中年の顔がのぞいていたけど、私の姿を見るなり怯おびえた表ひよう情じようで硬こう直ちよくした。

『──箱に閉じ込められていたのは〝災わざわい〟だった。箱から解き放たれた災いは、瞬またたく間に世界に広がっていった。かくして永と久わを約束された平穏は打ち砕くだかれた──』

　恐きよう怖ふに引きつった顔で男は後あと退ずさる。それがまた周囲の者たちにぶつかり、視し線せんと注目を集める。みな、怪け訝げんそうに振り返り、そして男と同じく怯えた表情で硬直する。

　そう。私は、そういう姿をしている。

『──神々は、我々を見放したのか？　否いな、災いは放たれたが、救いもまたもたらされた──』

　だけど、私には、彼らが期待しているような災さい厄やくを投げかける力は残っていなかった。怯えた表情の群むれが二重になって見えてきていた。目が霞かすんできている。

　──まだ……まだ、こんなところで倒たおれるわけには、いかない……。

『──神は、災厄を鎮めるため自らの子をお遣つかわしになった。〝神み子こ〟である──』

　周囲の者たちは勝手に避よけてくれる。道が開けていた。私は、残った力を全て振り絞しぼり、その道を進むが──

「──ぁ……っ…………」

　真っ白な石いし畳だたみが目の前に広がり、硬かたい感かん触しよくが顔を打ちつける。とうとう足がもつれて転んでしまった。

　──立たなきゃ…………。

　でも、もう体はいうことを聞いてくれなかった。真昼だというのに街かい道どうの石畳は奇き妙みようなほど冷たかった。

『──救いの手は差し伸のべられた。百年に一度神子は、災厄から我われらをお救いになるため、降こう臨りんなされる──』

　もう、体が動かなかった。

（──ザワザワザワザワザワ……──）

　何かが聞こえた。──ああ、そうだ。あの声だ。ときおり聞こえる私を呼よぶ声。

　誰だれだか知らないけど、残念だったわね。私は、もう……動けない…………。

　なんだか周りの音がどんどん小さくなっていく。遠くに行ってしまうような感覚。そして、どうしようもなく眠ねむたくなってきていた。このまま寝ねてはいけない。それくらいは分かっているけど、もう、どうしようもなかった。

『──神子により、救いは約束された。では、我らは彼、あるいは彼女に縋すがるだけでよいのか？　──』

　遠くに何かの演えん説ぜつが聞こえていた。縋るだけで救ってくれるのなら、まず、私を救ってみてよ。ひがむような言葉が脳のう裏りをかすめた。

「おい、どうした？　しっかりしろ」

　目の前が暗くなってきたころ、誰かが不意に肩かたを揺ゆすった。

　誰だろう？　物好きな人。よりによって私なんかに声をかけるなんて……。返事をしようとしたけど、うめき声しか漏もれないみたいだった。

『──否！　神子が我らをお救いになるのなら、我らもまた、彼あるいは彼女を災厄からお守りすべきではないのか──』

　いつの間にか、私は抱だきかかえられていた。長い髪かみが上から下りてきていた。私のじゃない。私を抱かかえた男のものだ。

「何があった？　聞こえているか？」

　男は懸けん命めいに声をかけてくれた。だけど──

　──何があったか、ですって？　そんなこと、言えるわけないじゃない。

　そんな恥はずかしいこと…………。

『──この百年期の節目。神子は確かに降臨なされる。ならば我らのすべきことは彼かの英えい雄ゆうルチル＝クォーツの志こころざしをつぎ──』

　演説はまだ続いていたけど、私はもう、意い識しきを手放してしまっていた。







　第一章　森の魔ま女じよ







　──ッ……ッカ……起きなさい──

「ふわ？」

　強きよう烈れつな光が差し込んできていた。なんだろう？　ほどなくして、それがランプの明かりだと気がついた。

　頭の上からの明かりに目を細めてると、ランプの色に染そまった穏おだやかな枯かれ草くさ色いろの髪と、メガネの優やさしそうな青年の顔がようやく見えてきた。

「……おにい、ちゃん？」

　ここの教会の神父。クラフト＝サンドールだ。別に血のつながりがあるわけじゃないけど、いつも一いつ緒しよに遊んでくれるから〝お兄ちゃん〟と呼んでいた。歳としは、だいぶ離はなれてるけど、まだお兄ちゃんって呼んでいい歳だ。

「まさかとは思ったけど、どうやってここに入ったんだい？」

　クラフトは大きな手の平を伸ばしてきた。こっちからもしがみつくと、私はヒョイと持ち上げられてしまった。

　私が入っていたのは、床ゆか下したの小さな貯ちよ蔵ぞう庫こだった。とはいっても中には食べ物とかは入っていなくて、ごてごてした燭しよく台だいやお椀わんみたいな杯さかずきとかの祭器。あとは私には何か分からないガラクタや、本や布ぬの切きればかりがしまってある。私ひとり入ったら、もう誰も入れない。大人だったら、上からのぞき込まないとしょうがないような小さな蔵くらだ。

　──と、そのときになってようやく、なんでクラフトがランプなんか持ってるんだろうということに気がついた。

　ここは小さな教会だけど、天てん井じようは茅かや葺ぶきじゃなくてしっかりとした石いし造づくりのものだ。塔とうみたいに高い天井。壁かべには古い文字で装そう飾しよくされた柱が並ならんでいて、その間には飾かざり気のない大きな窓まどもある。

　ところが、その窓からのぞいているのは真っ暗で明かりのない空だった。

「ええーっ？　なんで？　もう夜なの？」

「そうだよ。君がいつまでも帰ってこないから、お父さんたちも心配したんだよ？」

「だって隠かくれんぼしてたのよ。みんなは？」

「もう帰ったよ。君がいつまで経たっても見つからないから、先に帰ったと思ったんだ」

「ひどい。私、ちゃんと隠れてたのに」

「……よく聞きなさい。もう夜明けが近い時間なんだ。みんなが、どれだけ心配したか分かるかい？　村の男たちは森に迷まよい込んだのかと捜さがしに行ったよ。クスカは君のことが心配でずっと泣いてたんだ」

　ようやく、どういう事じ態たいか理り解かいできた。私は、隠れんぼをしていてそのまま眠ねむってしまったんだ。どうしたらいいか分からなかった。

「ご、ごめん……なさい」

　目の前が歪ゆがんで見える。涙なみだが出てきていた。クラフトは小さなため息をついた。怒おこってるんだ。泣きたくなんかないのに、ポタポタと滴しずくで服が濡ぬれていた。

　泣き出してしまった私の頭をクラフトはそっと撫なでてくれた。

「いいから、とにかくみんなに知らせよう」

　そう言って私の手を引くクラフトは、何かを躊ちゆう躇ちよしたように一度足を止めた。不思議に思って見上げると、眉み間けんにしわを寄せてすごく険けわしい顔をしていた。どうしたんだろう？　疑ぎ問もんには思ったけど、もう一度手を引かれたから聞けなかった。

　教会の扉とびらに手をかけると、クラフトは少しだけ押おし開けた。小さな隙すき間まから、外でいくつもたいまつの火が揺ゆれているのが見えた。村の中は捜し尽つくしてしまった後なのか、人の姿すがたはあまり見えなかった。

　出なくていいのかな？　怒られることは分かってたけど、もう捜さなくていいことを知らせなくちゃいけない。私は扉の隙間を押し広げようとした。

「君は、ここから出ないで」

「え？　なんで……」

　クラフトが答える前に、若わかい男の人が駆かけ寄ってきていた。近所のちょっと怖こわい人だ。

「見つかったか！」

「ああ。物置の中にいた。寝ていただけだ。怪け我がはしていない」

「よかった。……一体、何をやっていたんだ。みんな心配したんだぞ」

　安心したようなため息を漏らすと、今度は声を荒あらげていた。クラフトはそれをそっと片かた手てで制せいすると、低い声で言った。顔も笑ってはいなかった。

「説教は後にしてくれ。それよりも、早く彼女の両親と長老を呼んできてくれ。まだ、彼女が見つかったことは伏ふせて、だ」

「あ？　ああ……。何かあったのか？」

「……少し、いや、ずいぶんマズイことになった」

「どうしたんだ？」

「ここでは……ちょっと言えない」

　そう言って私を見る目は、怒っているというよりも、なにか悲しんでいるように見えた。男の人は、ただ事ではないことを察すると、慌あわてて駆けていった。

「どうしたの？　私、そんなにいけないことをしたの？」

　答える代わりにクラフトは私を教会の奥おくへと押しやった。均きん等とうに並ならんだ長なが椅い子すの一つに座すわらせると、クラフトは両りよう肩かたをつかんできた。

「一つ答えてくれ。君は、僕ぼくがあの物置を使うところを見たかい？」

「え？　……わ、分からないよ。あるかも知れないわ」

　その返答に、クラフトはガックリとうなだれた。肩から手を離すのと同時に、教会の扉が音を立てて開かれた。

　お母さんだった。息を切らせながらも、私の姿を見ると、慌てて走ってくる。声を上げる間もなく。私はお母さんに飛びつかれていた。絞しめ殺されそうなほど、強く抱きしめられた。心配してくれていたことと、心配させてしまったことに涙がまた出てきた。

「この子ときたら、一体どこにいたんだい？　心配をかけて……」

「ごめんなさい……隠れんぼをしてたの」

　お母さんは、ようやく、腕うでの力を緩ゆるめると（それでも手は離さなかった）クラフトに振り返った。

「この子は一体どこにいたんです。神父様」

　クラフトは首を横に振って、奥の祭さい壇だんを指差した。白い布をかけられた小さなテーブル型のものだ。

「そこに、隠れていたのです」

「そこ……？」

　祭壇の前には、蓋ふたになっていた正方形の板と、私が隠れていた小さな貯蔵庫の穴があった。あそこなら、みんな見つけられないと思ったんだ。本当に、見つからなくなってしまうとは、夢ゆめにも思わなかったけど……。

　しかし、お母さんは不思議そうに首をかしげるだけだった。

「祭壇の中ですか？　そんなところに隠れていたのなら、すぐに見つかったでしょう？」

「いいえ。そこに貯蔵庫があるのです」

「はあ……」

　お母さんは、曖あい昧まいな返事をした。貯蔵庫の蓋は開いているのに、お母さんはそれを無む視ししていた。なんでだろう？　見ちゃいけないものなんだろうか？

　ほどなくして、お父さんと長老のおじいさん。そして、彼らを呼びにいった男の人が戻もどってきた（お父さんもお母さんよりは控ひかえめだったけど、窒ちつ息そくしそうなくらい強く抱きしめてきた）。

　外では、まだ、私を捜しているらしく、ときおり「見つかったか？」とか声が響ひびいていた。お父さんたちと、長老さんは私とクラフトを交こう互ごに見つめながら、説明を待っていた。

　やがて、クラフトは暗い声で言った。

「誰か、そこにあるものが見えますか？」

　みんな不思議そうに首をかしげた。クラフトが指差したのは、やっぱり祭壇の前の貯蔵庫だ。蓋は開いてる。見れば誰にだって分かる。なのに、みんな首をかしげるだけだった。

「なにがあるんです？」

　長老の言葉に、クラフトは堅かたく目を閉とじた。瞑めい想そうをするかのように、深しん呼こ吸きゆうをしてるのが分かった。もしかしたら、懺ざん悔げというものなのかも知れない。やがて、目を開けると、今度ははっきりとした口調で言った。

「そこに、貯蔵庫があります。いくつかの紋もん具ぐをしまうために、結界を張はってあります。皆みなさんには、見えないはずです。彼女は、そこに隠れていました」

　長老たちは眉まゆをひそめた。

「つまり、彼女には見えていたのか？」

「そういうことになります」

「……それが、つまり？」

「僕が張ったのは不知覚の結界。誰でも見えるようでは意味がありません。それを、彼女は認にん識しきしたのです」

「神父様。わしらは術じゆつの学を持っておらぬ。もう少し分かりやすく話してはくれぬか？」

　じれた長老に、クラフトは今度こそ大きく深呼吸をした。

「僕の結界は他ほかの賢けん者じやたちでも見切ることはできなかった。分かりますか？　術者の頂ちよう点てんに立つ者ですら、この結界を破やぶるには骨ほねが折れる。それを〝龍りゆう人じん〟でもなく、何の術の知識も持たない彼女は破ってみせたのです。つまり、彼女は人の身でありながら龍人である僕と同等以上の力を持っています。この意味は、理解できますか？」

　クラフトの説明はそれでも回りくどかった。よほど口にしたくないのだと、なんとなく分かった。でも、長老さんには分かったらしく。立ち上がっていた。ワナワナとその手を震ふるわせていた。

「まさか……この子がそうだというのか？」

「間ま違ちがいないでしょう。彼女は────」




　　　　♪




「おにぃ……ちゃん…………？」

　なんて言ったの？　聞き返そうとしたら、目の前の風景が変わっていた。

　…………夢……？

　目の前には、木の板が広がっていた。ずいぶん遠くに見える。ああ、そうか、天てん井じようだ。どこだろう？　私の小屋じゃない。

「気がついたか？」

　声はすぐ側そばでした。右手側に目を向けると、青みがかった長い黒くろ髪かみの青年が腰かけていた。何かの本を読んでいたようだけど、その腕には片かた方ほうだけ肩かたから指先まで覆おおう重甲冑ヴアンブレイスがつけられていた。

「あなた…………誰？」

「心配するな。今、医者をつれてきてやる。少し待っていろ」

　医者？　ああ、そうか。私、倒たおれたのか。

　青年は無ぶ愛あい想そうな表ひよう情じようだったけど、言葉は優やさしかった。二は十た歳ち前後といった感じだけど、鋭するどい碧みどり色いろの瞳ひとみと、表情の少ない顔立ちがずいぶん年上に感じさせる。本をたたんで立ち上がると、静かな足取りで部屋の戸に手をかけていた。

　ギュルルルルルルウゥ──

　情なさけない音が響いて、私は慌てたけど、青年はすでに部屋を後にしていた。聞こえたかな？　大だい丈じよう夫ぶよね？

　医者を呼ぶとは言っていたけど、ここはどこだろう？

　壁かべは石いし造づくり。あたりには背せの高い棚たなが並ならんでいて、首くび飾かざりや腕うで輪わのような装そう飾しよく品ひんがいくつも並べられている。グローブやブーツのような防ぼう具ぐが並んでいる棚もある。壁には刃は物ものなんかもかかっているけど小ぶりなものが多く、一番大きなものでも、私でも振り回せるような細身の剣けんだった。一振りだけ私の身長くらいありそうな長剣が立てかけられているけど、これはたぶん今の青年のものだろう。

　とりあえず、診しん療りよう所じよには見えない。どちらかというと倉庫、それも武ぶ器き庫こかなにかに見える──と、ようやくおかしなことに気がついた。街まち中なかで、誰もが避けて通る私に、今の青年は普ふ通つうに話しかけてきた。

　まさか──

　私はあたりを見回し、鏡になりそうなものを探した。幸い近くに鏡面のように磨みがかれた器うつわがあった。それを手に取り、自分の姿を確認した。

「…………なあんだ。何も、戻もどってないじゃない……」

　がっかりした。少し、期待しただけに余よ計けいがっかりした。金属の器に映うつっていたのは、いつもと変わらない私の顔だった。

　眠たそうな瞳ひとみは薄うすく割わったアメジストのように淡あわい紫色。ちゃんと開けばそれなりに大きく、ほっそりとした白い顔だってそれなりに整っている。控ひかえめに見てもそう悪い容よう姿しじゃないはずだ。

　…………だけど、それを台無しにしてくれてるのは、くすんだ灰はい色いろの髪の毛だ。できるだけ色が見えないように赤い紐ひもで結ゆわいて──というよりはグルグル巻まきにして隠してある。まるでススで染まったかのような色。これが銀ぎん髪ぱつなら、それなりに見られたものだったかも知れないのに……。

　マントは外されているけど、〈詞ことば〉の〝兆ちよう印いん〟を縫ぬい込んだ手て製せいの黒法ほう衣えはもちろん脱ぬがされてはいない。灰色の髪をした黒法衣の〈唱術士フラグ・テラー〉。

　──森の魔ま女じよ──

　この街で私はそう呼ばれている。

　………………のだけど、失礼極きわまりない話だ。確たしかに自分の容姿は認識してるし、それに拍はく車しやをかける格かつ好こうをしてるのも事実だ。だけど、私はまだ十八歳さい。別に、特別な家か系けいに生まれたわけでもない。こんな髪にさえならなければ、〝あんな事じ件けん〟なんか起きなければ、今だって家で家事を手伝いつつ、いつかあんな田舎いなかの村を飛び出そうとか考えていたはずの普ふ通つうの村むら娘むすめだったんだ。

　好き好んでこんな姿すがたになったわけじゃないけど、この髪の色と魔女そのものの格好に誰だって私を避けて通る。なのに今の青年は特に警けい戒かいするでもなく、普通に接せつしてきた。

　なんでだろう？　首をかしげて、私はようやくその異い常じように気がついた。あたりの〝音〟がいやに澄すんでいるのだ（音とはいっても、普通の音とは少し意味が違うのだけど……）。たぶん、ここは街の中のはずなのに。

　自然に起こることじゃないはずだ。何かで〝場ば〟が鎮しずめられているんだ。あたりを見渡して、私はゾッとした。

　周囲の棚に並んでいるのはただの装飾品や防具なんかじゃなくて、全部〝真ま名なの兆印〟を施ほどこした〝紋具〟だった。

　──真名の兆印──

　ジャフル・グラマントン──そう呼ばれるとても古い文字があった。今では、その正確な発音すら忘わすれられつつある言葉を綴つづる二十九個の文字。世界を紡つむぐとも呼ばれるその文字に同じく二十九個の印シンボルと名前を重ねて作った力在ある〝刻こく印いん〟。それが真名の兆印と呼ばれているものだった。

　だけど、当然それは危き険けんなものでもあって、一箇か所しよにこんなにたくさん保ほ管かんできるものではないはずだ。

　こんなにたくさんの紋具を鎮めてしまうなんて……ここの管理者は、相当な力の持ち主みたいだ。

　そんなことを観察していると、いささか慌あわただしい足音が近づいてきた。続けて扉とびらが開かれるけど、そこから姿を現したのは今の青年ではなかった。

　先ほどの青年と同じ黒髪だけど、こちらはさらに色が深く、漆しつ黒こくと呼ぶのが相応ふさわしい色。短く切りそろえられていて、こめかみのあたりから編あまれた髪が流れている。術者の装飾だ。背は高くもなく低くもない。毛皮で裏うら打うちされた上等そうなチュニックを着ているけど、肩から斜ななめに兆印を施ほどこした長い飾り帯を巻まいていた。

　この人──〈唱術士フラグ・テラー〉だ。顔を見てから、私は首をひねった。男は目を開いてはいなかった。細いとかではなく、完全に閉とざされているのだ。

　──盲もう目もく──

　男は杖つえも持たずに進んできた。私がベッドから降りようとすると、片手でそれを押しとめた。──目が見えないのに、どうして私が起きようとしたことが分かったんだろう？

「どうぞそのままで。私はオボロ。医い師しではありませんが、その真ま似ね事ごともしています」

　医者？　そのときやっと私は気がついた。私は無一文だ。医者なんかにかかっても、支し払はらうものは何もない。おまけに倒れた理由は…………さておき、診療されるようなことなんて何もない。

「あ、あの。助けていただいたことは感かん謝しやいたします。でも、その、私、今、ちょっと、持ち合わせが何もないんです」

　私の一言に男──オボロは露ろ骨こつに顔をしかめた。まあ、それはそうだろう──と、思ったんだけど……。

「私は、瀕ひん死しの患かん者じやを前に、金きん銭せんの話を持ち出すほど無ぶ粋すいではないつもりです」

　オボロの返答は予想外だった。びっくりした。世の中には、いい人もちゃんといるんだ。この髪の色になってから、誰もそんなふうに言ってくれる人はいなかった。…………って、あ、そうか。この人、目が見えないんだ。だからか……。それでも、やっぱり嬉うれしいものは嬉しい。しかし──

「あ、あの、私、別に病気でも怪け我がをしてるわけでもないですけど……」

「それくらい言われなくても分かります。正直、もう目覚めないのではないかと不安になっていたところです」

「え？　え？　あ、あの、私は、その──」

　どうしよう。向こうはよほどの重病人かなにかと思っているらしい。

　そんな私の様子など気づきもせず──まあ、当然か。見えないものね──オボロは気き遣づかうような優やさしい微び笑しようを浮うかべる。

「手は尽くすつもりです。心配するなと言うのも無理な話かも知れませんが、今ひと時、私のことを信用してみてください」

「……あの。すみません。私、なんともないんです。なにか勘かん違ちがいされてると思います」

　するとオボロは困こまったような顔をした。

「私とて、術じゆつ士しの端はしくれ。あなたの症しよう状じように気づかぬほど無む能のうではありません。倒れるほど悪化しているのです。信しん頼らいできないというのなら、それでもいい。ですが、あなたを助けたいと思っています。どうか、警けい戒かいなさらないでください」

「あの、本当になんでもないんです。その行き倒れていたのは言い訳わけできませんけど、少し休んだら平気なんです。そんなに、心配されることじゃないんです」

　話がかみ合ってないことにようやく気がついたのか、オボロは少々啞あ然ぜんとした表情を見せた。それから、ブリキ人形のようなぎこちない動作で後ろを振ふり返った。見れば、先ほどの青年が戸口に寄よりかかっていた。

「……カノン。まさか、彼女は何も知らないのですか？」

「俺おれは知らん。お前の店の前で倒れてたから、つれて来ただけだ」

「カノンッ！　うちは、診しん療りよう所じよではありません！　まったく…………」

　オボロは大きなため息をついた。やっと話が通じたらしい。どうにも、長髪の青年──カノンという名前なのかな──が、私を運び込んで大げさに騒さわいだのだろう。それで、オボロはこんな深しん刻こくに構かまえたのだろう。

「すみません。ここ、お店なんですね。その、ご迷めい惑わくをかけるつもりはありません。すぐに出ていきます」

　納なつ得とくした。やっぱり、ここは倉庫だったんだ。診療所ではないと怒ど鳴なっていたし、他ほかに部屋がなかったんだろう。

　──が、立ち上がろうとする私をオボロは慌てて押しとめた。

「気は確たしかですか？　いや、あなたは、まさか、本当に気づいていないのですか？　自分がどんな状じよう態たいなのか」

「あの、誤ご解かいです。別に病気を患わずらっているわけじゃありません。ただ、今日はたまたま体調が悪かっただけです」

　弁べん明めいする私に、なぜかオボロは頭ず痛つうを引き起こしたかのように頭を抱かかえた。

「…………いや、分かりました。本来こういったことは本人には伏ふせておくものですが、これほど無自覚ではしかたがありませんね」

「え──？」

　オボロは私の額ひたいに手を向けた。

「──《金ペイ》の名において命じます。蝕むしばみしものよ。汝なんじが名を顕あらわにせよ」

　私の知らない術だった。困こん惑わくをよそに突とつ然ぜんそれは起こった。

　目の前の景け色しきが水面みなものように揺ゆらぐ。かざされた手もオボロの顔も歪ゆがんで見え──突然弾はじけた。

「きゃっ」

　バチンッ──突き飛ばされたような衝しよう撃げきに、私はベッドに倒れ込んでいた。恐おそる恐る顔を上げると、オボロは人当たりのいい微笑を浮かべていたが、その頰ほおがざっくりと裂さけていた。

　オボロはさしてなんでもなさそうにそれを拭ぬぐうけど、出血は止まりそうになかった。

　どうして？　術をかけられたのは、私のほうじゃなかったの？　困惑しながらも、その解答が出せないほど、私は鈍どん感かんじゃなかった。

「外側から、僅わずかに干かん渉しようしただけでこのありさまです。事態は認識いただけましたか？」

「呪のろい……？」

　術の種類は多くのものがあるけど、対象に惨むごい苦しみを与あたえるもの、慈じ悲ひのない死を与えるものは〝呪い〟と呼ばれ、まっとうな術士たちからは敬けい遠えんされていた。強力なものになると術を解とこうとするだけで、他ほかの者まで巻まき込むものもあるらしい。

　今、オボロが使った術は知らないものだったけど、それでも〈詞ことば〉の並びから呪いの種類を調べるようなものだったのは分かった。だけど、それだけでこんな強力な拒絶反応を示すような呪いなんて聞いたことがなかった。

「ええ。しかも、一つではありませんね。お互たがい混まじりあっている部分もあれば、反発しあってる部分もある。厄やつ介かいですよ」

「そんな……。なんで、呪いなんか……」

「どうやら、本当にご存ぞん知じなかったようですね。あいにく、私は解かい呪じゆのほうは専せん門もんではありません。そちらに詳くわしい者がいるのですが……」

「連れん絡らくがつかんのか？」黙だまっていたカノンだ。

「……はい。まったく、あの放ほう蕩とう娘むすめときたら、どこをほっつき歩いているのか、文ふみは送ったのですが、いつ届とどくことやら」

「まあ〝カトレア〟なら、星ほし詠よみもできるのだろう？　向こうから来るとは思うが」

「その場合、間違いなく厄介事も抱えてきますよ。まったく……」

「あの……私は、結局どうしたらいいんですか？」

「ああ、これは失礼。まずは応おう急きゆう処しよ置ちだけでもしておきましょう。具体的に具合が悪いのはどこですか？」

「あの……さっきから言ってますけど。具合は別に──」

　ギュルルルルルルウゥ──

　──それは、どこか獣けものの雄お叫たけびにも似にていた。オボロはビクッとして一歩後あと退ずさり、カノンは壁かべに立てかけられた剣けんに手をかけていた。

　気まずい……………………沈ちん黙もく……だった。

「………………なにか、食べ物を持ってきますね？」

　確かに、必要な応急処置はそれだった。

　オボロは、スタスタと部屋を出ていき──盲もう目もくのわりには迷まよいのない足取りだった──カノンはようやく剣から手を離した。

　赤面して布ふ団とんをかぶる私に、カノンは無情にも真相を言げん及きゆうしてきた。

「まさか、お前、空くう腹ふくで倒れたのか？」

　私は、布団の中で震ふるえるしかできなかった。──言わないでよ。恥はずかしいんだから。




　オボロは、温あたたかいスープとパンを持ってきてくれた。ほとんど一口でそれを平らげると、オボロもくすくすと笑い出していた。

「おかわりが必要なようですね」

「あうぅ……すみません」

　二度目の盆ぼんには、スープのおかわりと保ほ存ぞん食しよくの干ほし肉が載のっていた。それを平らげたところでようやく一息つけた。

「さて、少しは落ち着きましたか？」

「はい……。ご馳ち走そう様でした」

「では、本題に入りましょうか。あなたにかけられた呪いはとても強力なものです。正直、これでどうしてあなたが生きているのか奇き跡せき的に思えるほどのものです。ですから、何か呪いをかけられたときの心当たりなどはありませんか？　それで少しは特定できると思うのですが」

　心当たりは、というより、いつ呪いをかけられたのかは分かっていた。オボロたちが本当に助けようとしてくれていることも分かった。

「直ちよく接せつの原げん因いんは覚えてないです。でも……」

「でも？」

「……私の村の名前は、デンドリでした」

　何とか搾しぼり出したその声に、オボロの表情は険けわしくなった。〝あの事じ件けん〟のこと、少しくらいは聞いたことがあるだろう。たぶん、術士たちの間なら広がってるはずだから。

「生き残りが……いたのですね？」

「……私、一人でした」

「辛つらい思いをされましたね…………」

　オボロは、下へ手たに慰なぐさめようとはしないでくれた。

「オボロ。まさかとは思うが、デンドリというのは、〝あの〟デンドリのことか？」

「他ほかに、なにか聞いたことがありますか？」

「…………いや」

　カノンは、壁に寄りかかって小さく舌した打うちをした。知る人なら誰だれでも知ってる〝あの事件〟。私の住んでいた村──デンドリはもう存そん在ざいしない。一体なにが起こったのか、正確に知る者はいないだろう。当事者の私だって何も覚えてないのだから。

　ただ、村があった場所に、広大な砂さ漠ばくが広がっているだけ。道も森も川でさえも途と中ちゆうでくり抜ぬかれたようにぷっつりと途と切ぎれてしまっている。流れる川の水も広大な砂漠には水すい滴てきを落とすのとさして変わらないのだ。

〝あの日〟ここ──ヘリオドール公国と南西のアンバー共和国をまたいで地図に載るほどの空白が、突然現あらわれたのだ。たった一ひと晩ばんのうちに。近きん隣りんの村もいくつか吞のみ込まれたらしい。近くの村から、デンドリの方角に禍まが々まがしい黒い光が降り注ぐのが見えたという話もあった。

「…………分かりました。それならば、思い出せないのも無理はありませんね。でしたら、なにか自覚されているような症しよう状じようはありませんか？　些さ細さいなことでかまいません」

「いいえ。今まで普ふ通つうに生活できていたんです。まさか、呪いにかかってるなんて思いませんでした。…………その、この髪かみは、そのときのせいだとは思うんですけど」

「髪……ですか？」

　困こまったように聞き返すオボロに、彼の目が見えていないことを思い出した。

「あ、すみません。私の髪、灰はい色いろなんです。あのときからこうなっちゃって──」

「灰色──ですって？」

　オボロは椅い子すを蹴け倒たおし立ち上がっていた。その表情は完全に狼ろう狽ばいしていた。

「何かまずいことなのか？」

　カノンの言葉も、オボロには届とどいていないようだった。灰色の髪の者など忌いみ人以外の何者でもない。動どう揺ようするのも無理はない話だった。カノンは、たぶん、知らないことはないだろうけど、傭よう兵へいとかはあまりそういうことは気にしないらしいから、それで気にしてなかったのだろう。

「まさか……そんな…………。いや、しかし、それなら説明も……」

「あ、あの、黙だまっていたことは謝あやまります。すみませんでした」

　オボロはようやく我われに返ったらしく、先ほどとは打って変わって険しい表情を向けた。やはり、こういう表情の変化を見るのは、辛いものがあった──のだけど。

「髪の色が変わった時点で気づいてください。あなたも〈唱術士フラグ・テラー〉なのでしょう？　生き残ったというのなら、なおのこと命を大切にしてください。どうして、それだけ明確な変化がありながら呪いだと考えなかったのですか？」

　オボロは、怒おこっていたが、それは私が忌み人の髪だからではなかった。それを知っても、心配してくれているのだと分かった。それが、なぜか、胸むねが締しめつけられるような感覚を覚えさせ、知らない間に私は涙なみだぐんでいた。

「おい、オボロ。その辺にしておけ、泣いているぞ」

「──は……すみませんでした。つい……」

「ち……違ちがうん、です……。その、誰もそんなふうに言ってくれる人、いなかったんです。だから……」

　私が泣きやむまで、オボロたちは困った顔でお互たがい顔を見合わせていた。ようやく落ち着いたころ、また、診察（？）が始まった。

「他に何か思うところはありますか？」

「うーん……。あのときのこともそうなんですけど…………。いくつか思い出せないことがあるんです」

「思い出せないこと？」

「子こ供どものころのこととか、友達と遊んでたときのこととか、術じゆつの師し匠しようのこととか、途と中ちゆうからぷっつり切れてしまったみたいに思い出せないんです。関係……あります？」

「……ないとは言えませんね。副ふく作さ用よう的なものとは思いますが。他には何かありますか？」

「ええっと、その、言い訳じゃないんですけど、術の腕が落ちたというか、前はできてたのにできなくなった術があったりとか……」

「……なるほど、分かりました。何か補ほ助じよになる紋もん具ぐを用意しましょう。少しはまともに術が扱あつかえるようになると思います。他には、何か？」

「他には……特に」

「発作や昏こん睡すい状じよう態たいに陥おちいることは？」

「ないです」

「他に能力の低下は？」

「そんなに、気になるところはないです」

「倒れたことは初めてですか？」

「ええ。目め眩まいくらいなら、前からありましたけど、たぶん、お腹なかが減へってるからだと思ってました…………」

「…………一体、どういう生活をなさってるんですか」

　ようやく質しつ問もんが終わると、オボロは何か考え込こんでいるようにうなだれてしまった。

「どうなのだ？　治せそうなのか？」

「……私には、無理ですね。カトレアを見つけないと話が進みません」

「もちそうか？」

「カノン。デンドリの事じ件けんは三年前の話です。彼女はそれから平気で生き続けています。にわかには信じがたい話ですが、今すぐには命に別状はないでしょう」

　どうにも、そのカトレアという人は、呪いに詳くわしいようだった。……呪い？　つい、思い出してしまった。

「あの、これは〝あの事件〟の前からなんですけど……」

「なにか？」

「ずっと、何かの声が聞こえるんです。声って言っても、なんかこう、ザワザワ言ってるだけでよくは分からないんですけど……。何か分かりますか？」

　いつごろからだっただろう？　少なくとも、私が術を学び始めたときにはもう聞こえていた。私にしか聞こえないらしい〝音〟に紛まぎれて、ときおり語りかけてくる〝声〟。いつも、何を言っているのかは聞き取れない。だけど、私のことを呼んでいるのだとは、なんとなく分かる。

　一度だけ師し匠しように相談してみたことがあったけど「きっと、それは神様の声だ」と言って笑われてしまった。…………でも、一いつ瞬しゆんだけ顔が引きつったのを私は見たんだ。

　オボロは深いため息をついた。

「…………やれやれ。どうにも、本物のようですね」

「何がですか？」

「……こちらの話です。声は、まだ、はっきりとは聞こえませんか？」

「え？　ええ……。でも、あの事件から、聞こえる間隔が狭せまくなってきてる気はします」

　オボロは頭痛でも引き起こしたように眉み間けんに手をやっていた。

「一つだけ言えることは、その声は害ではありません。ですから、あまり気にしないでください」

「気にしないで……って、何か分かるんですか？　私以外には聞こえないみたいなんです。それに……ずっと私のことを────」

「応えないでください」

「え？」

「その声には、応えてはいけません」

　今度こそ、オボロはあせっていた。先ほどまでの優やさしそうな表ひよう情じようとは打って変わり、質しつ問もんを許ゆるさない迫はく力りよくがあった。思わず黙だまり込む私に、カノンが代わって尋たずねる。

「どういうことだ？」

「彼女がここにいることは、偶然ではないということです」

「……つまり？」

「英えい雄ゆう祭さい──この時期に、彼女がここにいる。それは必然かも知れないということです」

　沈ちん痛つうそうに言うオボロに、カノンは私を鋭するどく一いち瞥べつして押おし黙った。なんだろう？　〝英雄祭〟って。そういえば、さっき、街中で何か演えん説ぜつしていたような……。

　私の困こん惑わくに気がついたのか、オボロは壁かべ際ぎわの棚たなから、一つ小箱を取り出していた。……この人、本当は見えているんじゃないだろうか？　杖つえも持っていない。迷まよいもせずに棚のものを取った。

　小箱の中には、何かの紋章の入ったペンダントが収おさまっていた。ゆるい曲線を描えがく、ほうき星のような形…………確たしか〈金きん〉の兆ちよう印いんだ。

「これは私が作った紋具です。あなたの助けになるはずです。持っていてください」

「も、紋具？　あの、そんなのもらえません。私、何も支し払はらえるものがないんです」

　オボロは、私の言うことなど無む視しして、手にそれを握にぎらせた。

「持っていてください。あなたは、少し危き機き感かんを持たねばなりません。あなたは呪い以外からも自分の身を守らなければなりません」

　どういう意味だろう？　聞き返そうと思ったのだけど、手の中に押し込まれたペンダントの感かん触しよくにかき消されてしまった。

　鱗うろこか何かのような丸みがかった六角形のペンダント。私はこれにどれほど力強くも緻ち密みつな〈詞ことば〉が織おり込まれているのか、分かってしまった。持っただけで力づけられるような、そんなペンダントだった。不意に、暖あたたかい空気に包まれたような気がした。

「暖かい……」

　素す直なおな感想を述のべると、なぜかオボロは噴ふき出していた。

「いや、それはただ単にあなたの周りの空気が正せい常じように戻もどっただけですよ」

「え……？」

　意味がよく分からなかった。

「まあ、そういったことも無自覚なのでしたね。あなたは、ご自分の周りにとても禍まが々まがしい空気を発していたのですよ。瘴しよう気きのようなものです。そのペンダントには盾たての〈詞ことば〉を織り込んでありますから、ある程てい度ど中和できます。街中の人が避さけて通ることを不思議に思わなかったのですか？」

「ええっ？　だって、それは、髪かみの色が……」

「髪の色くらいで万ばん人にんが万人避けて通るはずがないでしょう？　だから、こんな倉庫へ運んだのです。ここなら、結界が張はってありますから、あなたの瘴気も少しは鎮しずめられる」

　なんと言い返したらいいか分からず、いや、言い返すところじゃないのかな？　口をパクパクとさせていると、オボロはベッドから何かを拾い上げていた。たたまれた布ぬの？　あ、私のマントだ。

「よいマントです。七曜の紋章。これ一つあれば、基き本ほん形けいの術はとどこおりなく扱あつかえるでしょう。それに、とても強い護まもりの力を持っています。大切になさってください」

　オボロは、私のマントに編あみ込まれた紋章をあっさり言い当てた。胸元の留とめ具ぐを囲って七つの兆印が織り込まれた円形の紋章は〝七曜の紋章〟。そう、これは私が持つには分が過すぎるくらいの上等なマントだ。

　誰かから、こんなに優しくされたことなんて、ずいぶん久ひさしぶりだった。ご飯までご馳ち走そうになって、紋もん具ぐまでもらってしまった。何かお礼の一つでもしたかったけど、私の持っているもので値ね打うちのあるものは、七曜のマントくらいのものだ（さすがにこれは手放せない）。

　少しだけ、考えて、私は提てい案あんしてみることにした。これだけの紋具を鎮められるのなら、私の兆ちよう印いんも宥なだめられるはず。たぶん、失礼にはならないはずだ。

　私は、オボロの顔をまっすぐ見た。向こうも隠かくされた瞳ひとみでこちらを見ているような気がした。

「あの、もしよければ、私の兆印を贈おくらせていただけませんか？」

　オボロは、片かた方ほうだけ眉まゆを跳はね上げた。

　兆印を贈る──それは、術士同士の友好の儀ぎ式しきだった。ただ紋具を扱あつかうだけならば、ある程度の知ち識しきがあれば誰でもできる。だけど兆印を刻きざむとなると話が別だ。

　真名の兆印は二十九種の系けい譜ふが存そん在ざいする。その中にさらにいくつかの流りゆう派はがあり、兆印を刻む術は奥おう義ぎとして伝えられている。つまり、一つの流派を極きわめた者にしか刻むことができない。一人の術士がいくつもの兆印を刻めるようなこともない。

　その兆印を贈るということは、自分の流派を背せ負おうものとして最高のものを刻まなければいけないから、織り込まれる〈詞〉の繊せん細さいさが違う。だから、強力な紋具が生まれやすく、術士にとってはこの上ない贈り物になる。

　ところが、扱いきれない紋具を贈られるというのは〈唱術士フラグ・テラー〉にとって、たいそうな侮ぶ辱じよくにつながる。だから、友好の印であると同時に力ちから比くらべの要素もある微び妙みような風習。

　見たところ、オボロは〈金〉の系譜を修おさめているみたいだ。私の系譜は、デンドリの村が消失したのと同時にほぼ失うしなわれたようなものだから、少しは珍めずらしいもののはずだ。

　少しだけ考えるそぶりを見せてから、オボロは口元を緩ゆるめた。

「お受けしましょう」

　そう言ってオボロは棚たなの列の中へ消えていき、ほどなくして大おお振ぶりの剣けんを持ち出してきた。長さのわりには幅はばは広くない。カノンのものらしい長剣と同じような部類のものだ。ただ、こちらには柄つかごしらえというものがついていなかった。まだ、作っている途と中ちゆうなのかも知れない。

「それでは、こちらにお願いします」

　私はむき出しの刃やいばを両手で受け取り、膝ひざの上に静かに載せた。それから、法ほう衣えに仕し込こんである小さな針はりで指の先を少しだけ傷きずつけ、血を滲にじませる。

　一度だけ大きく息を吸すって呼こ吸きゆうを整えると、刃の上に血の滲んだ指を走らせた。

「──名もなき無む垢くなる器うつわに、リッカ＝エンドワードが〝真名ジヤフル〟の一ひと片ひらを贈おくります。汝なんじの名は《詞エル・アレフ》──」

　刃の上には血の痕あとが、捻ねじれて絡からみ合う二ふた叉またの槍やりのような印に引かれていた。私の黒法衣に縫ぬい込んでいるのもこの印だ。〈詞ことば〉を紡つむぎ終わるのと同時に、ジュッと音を立てて燃もえ上がる。後には、深々と〈詞〉の兆印が刻まれていた。

　上う手まくいった。ホッと胸むねを撫なでおろすと、なんだか沈ちん黙もくが広がっていた。

　どうしたのかと思って顔を上げると、オボロは引きつった笑え顔がおを浮かべていた。

「……あ、あの、お受け……いただけますか？」

　なにかまずかっただろうか？　恐おそる恐る刃を差し出すと、オボロはクラクラと倒たおれそうに後あと退ずさった。それから、気を取り直すように頭かぶりを振ると、ようやく受け取ってくれた。

「──〈詞〉の兆きざしよ。我わが呼よびかけに応こたえよ──」

　短い〈詞〉に兆印から淡あわい紫むらさきの明かりがあふれ出していた。

　それを確かめると、オボロは深いため息をついた。

「やれやれ。みながあなたのことを恐れる気持ちが、少しだけ分かりましたよ。〈詞〉の兆印は真名の中でも特別意味あいの強いものです。普ふ通つうの人間には、こんなものは刻めないのですよ──〝森の魔女〟──」
















　その名前をここで口に出されるとは思わなくて、私の肩かたはピクリと震ふるえた。

「……いつから、気がついてたんですか？」

「気がつくも何も、お前のことを知らん奴やつはこの街には少ない」

　腕組みをしたまま、カノンは憮ぶ然ぜんとして言った。

「知ってて……私のこと、助けたの？」

「……まだ、息があった」

　言ったことが、よく分からなかった。

「だから？」

「息があったから、助けた。死にたかったのなら、今から勝手に死ね」

　あまりに無ぶ愛あい想そうな口調に、悪意があるかのように聞こえたが、そういうわけではなさそうだった。

「あの、あなたも、そんな理由で？」

　オボロに視線を向けると、肩をすくめて鼻を鳴らした。

　変な人たち。私が目を丸くしていると、カノンがしかめっ面つらを向けてきた。

「リッカ＝エンドワードがお前の名か？」

　ああ……そうか、私は、まだ名乗ってなかったんだ。名前も知らないのに、この人たちは私を助けようとしてくれたんだ。

　私は、ずいぶん久しぶりに、自分が笑ったことを自覚した。

「そうよ──リッカ──〝森の魔女〟よりは、良い名前でしょう？」







　第二章　神み子この騎き士し







　教会の窓まどからのぞく空が、うっすらと白しらんできていた。もうすぐ朝だ。だけど、みんな重苦しく黙り込んでいて、誰だれも帰ろうとはしなかった。

　私は隣となりに腰こし掛かけているクラフトに小声で聞いてみた。

「ねえ、お兄ちゃん。〝──〟って何をする人なの？」

　お父さんやお母さん。長老さんも、びっくりしてるだけで何も聞けそうになかった。クラフトは、寂さびしそうな表情で私の頭を優やさしく撫なでてくれた。

「とても、大変なことをしなければいけない人のことだよ」

「神父様。なぜですか？　なぜリッカなのですか？　何かの間ま違ちがいじゃあ……」

「残念ながら間違いないでしょう。ですが、僕ぼくはこのことを伏ふせておきたいと思います」

「……正気か？　〝──〟の存そん在ざいを隠いん蔽ぺいするなど、極きよつ刑けいでも済すまされぬぞ」

「今現げん在ざいの〝──〟は、白の賢けん者じやではないかと言われています。騒さわがなければ誰も気づかないはずです」

「だったら、なぜその白の賢者を差し置いて、うちの娘むすめがそうだとおっしゃるのですか」

　もう、私にはよく分からない話だった。とにかく私はその〝──〟という人らしい。絵本の中だけのお話だと思ってたけど、自分がそう言われるなんて、ちょっと信じられない気分だった。クスカが好きな英えい雄ゆう譚たんの主人公みたいだ。

　だけど、なんでそんなに騒ぐんだろう？　お兄ちゃんに聞いても、教えてはくれそうになかった。

　お母さんは泣き出していた。

「ど、どうするんですか？」

「このことを知っているのは、ここにいる六人だけです。僕たちがこのことを話さなければ問題ありません」

「どうして秘ひ密みつにする必要があるんですか。凄すごいことじゃないですか。このデンドリの村から〝──〟が生まれたなんて」

　嬉うれしそうに言う男の人に、クラフトは嫌けん悪おの視し線せんを向けた。

「君は、この幼おさない娘に〝──〟の業ごうを背負わせたいのか？」

「…………確かに、むごい話じゃ」

　長老さんも、悲しそうにうなだれた。それでも、男は引き下がろうとはしなかった。

「だったら、リッカはどう思ってるんだ？　お前は〝──〟なんだぞ？　みんなに知らせれば、王族よりも偉えらくなれるんだぞ？」

「きさまっ！」

　お父さんが男に摑つかみかかっていた。なんだかよく分からないけど、お姫ひめ様さまになれるってことなんだろうか？

「リッカ。行く必要なんてないのよ？　神父様だって、そう言ってるのよ」

「よく分からないけど、私、お姫様になれるの？」

「そんな単たん純じゆんな話じゃないよ」

「村から〝──〟が出たとなれば、ここだってもっと暮くらしが楽になるんだ。あんたたちだってそれくらい分かってるだろう？」

「村の暮らしのために、娘を売れというのか！」

　お父さんたちと男は言い争いを始めていた。怖こわかった。震えていると、長老さんが私の前にしゃがみ込んできた。

「リッカよ。お前は、とても尊とうとい存在らしいのじゃ。じゃが、お前の人生は、お前が選んでよい。十とおにも満たぬお前に選べと言うのは、酷こくな話じゃとは思う。じゃが、選ばねばならんのじゃ。ここで選ばねば、後には選べないのじゃ」

　長老の言葉に、お父さんも男も静かになっていた。やりたいことは、やってもいいと言ってくれてるんだと思った。

「私、お姫様よりも、魔ま法ほう使つかいになりたい」

　お父さんは、がっかりしたように首を横に振り、男の人は喜んで手をたたいていた。

「本当に、それでよいのじゃな？」

「うん……」

「……分かった。それでは──」

「──待ってください。こうしてはどうでしょうか？　僕が彼女に術を教えます。せめて、せめて彼女が自分の道を決められるだけの歳になるまで待ってください」

「術を？　〝龍りゆう人じん〟のあなたの術を、この子が学べると？」

「僕が扱うのは《神術ジヤフル・フラグ》だけではありません。彼女が扱える、いや、彼女が扱うべき術があります。それを教えてあげたい」

「ちょっと待てよ。術を教えるんなら、今すぐ知らせてもいいんじゃないのか？」

「よくはありません。リッカにはまだ心がまえというものが何もありません」

「…………分かった。では、今ひと時このことはわしらの胸むねの中にしまっておこう」

「長老！」

「しかし、十五になるまでじゃ。リッカが十五歳さいになったとき、どうするかを選ばせる。よいな？」

「……十分です。感かん謝しやします」

　長老さんは、男の人をつれて出ていった。お父さんは、泣き出してしまったお母さんの肩かたを抱だいていた。

　そんなお母さんたちの姿すがたを見るのは、なんだか悲しくて長老さんたちの出ていった扉とびらの方ほうを目で追った。少しだけ開いている扉から、日の光がカーテンみたいに差し込んでいた。

「──クスカ？」

　その、少しだけ開いた扉の隙すき間まから、クルクルとしたくせっ毛と、そばかすが目立つ丸い顔がのぞいていた。クスカだ。そういえば、心配させてしまったんだった。

　私はついついクスカのところへ、駆かけていってしまった。涙なみだぐんだ目でクスカも駆け寄よってきた。

「リッカぁ……」

「クス──うゴッ？」

　突とつ然ぜんクスカが視し界かいから消え、息がつまって強い衝しよう撃げきを感じた。何を思ったのか、クスカはいきなり体当たりをしてきた。

「このバカ！　一体どこに行ってたのよ。あたしがどれだけ心配したと思ってるの？」

　だからって、何も体当たりしなくてもいいじゃない……。言い返そうとは思ったのだけど、ちょっと声が出なかった。

「こらこらクスカ。あまり暴ぼう力りよく的なのはよくないと思うよ」

　いつの間にか後ろにやってきていたクラフトが、そっとクスカの頭を撫なでていた。

「でも、君に心配をかけたのはリッカが悪いね」

　私が悪いの？　だけど、クスカが心配して泣いていたという話を思い出してしまった。よく見れば目の周りだって赤いし、こんな朝早くに起きてることだっておかしい。きっと、一晩中起きてたんだ。

「うー……ごめんなさい」

「分かればよし！」

　クスカは満足そうに胸を張って頷うなずいた。だけど、私のほうの話はどうなったのだろう？　見上げると、クラフトは複ふく雑ざつそうな微び笑しようを浮うかべていた。

「ねえお兄ちゃん。結局、私どうなるの？」

　クラフトは優しく頭を撫でてくれた。

「君を魔法使いにしてあげる」

「本当？」

「ああ、本当だ。だけど、一つだけ約束してほしい」

「約束？」

「そう約束。君が魔法使いになったら──」




　　　　♪




　私は天てん井じように向かって手を伸のばしていた。

　…………夢ゆめ……まただ。肝かん心じんなところだけ思い出せない。私は、なんだったんだろう？　何か、とてもよく知られた話だったような気がする。最近だって、その名前を聞いたはずだ。だけど、まるで思い出せない。そこだけ塗ぬりつぶされたみたいだった。

　どこから吹ふき込こんできたのか、肌はだ寒ざむいすきま風に私は身み震ぶるいした。毛もう布ふをかぶり直して暖あたたまろうとして、もう朝なのだと気がついた。今からもう一ひと眠ねむりすると、起きられなくなりそうだ。

　私は観念して起きることにした。枕まくら元もとから硬かたい手ごたえを摑つかむと、ようやく毛布を払い落として起き上がる。手に取ったのは鞘さやに納おさまった大振りのダガー。オボロが護ご身しん具ぐによこしてくれたものだ。

　少しだけ鞘から抜いて刀身を確かめてみると、みねの部分に櫛くしのような深いギザギザが彫ほり込まれていた。これはマインゴーシュという部類のものだ。剣けんを絡からめ取ったり、へし折ったりできる守りに向いたナイフ。〈唱術士フラグ・テラー〉には、これを愛用する者も多いという。オボロが作ったものだけあって、やっぱり柄つかには〈金きん〉の兆ちよう印いんが刻きざまれている。

　薄うすい肌着の上からマントを羽は織おり、水みず瓶がめからひしゃくで水を汲くむ。昨日の水だけど、冷たくてまだ美お味いしかった。肌寒さとは裏うら腹はらに、久ひさしぶりに気持ちのいい朝日だった。こんなふうに朝を迎むかえられることが、未いまだに信じられなかった。

　この小屋に、目につくものといえば、この大きな水瓶と、作業用の大きなテーブル。それ以外には今しがた払い落とした毛布が一枚まいしかない。さして手入れがされたことのない茅かや葺ぶきの屋根は、雨が降ふれば悲ひ惨さんなことになるし、窓もガラスなんて使われていない、ただの衝つい立たて式しきのもの。閉しめても必ずどこかからすきま風が吹き込んでくる。

　間違っても、十八の娘むすめが住んでいるような場所ではない。それでも、私はここに住んでいる。……別にいいじゃない。文もん句くある？

　窓の外、ガチャガチャとやかましい音がしていた。見物に窓に寄りかかってみると、全身鎧よろいを身にまとった大おお柄がらの男や、ローブ姿すがたの術じゆつ士したちが周囲を警けい戒かいしながら横切っていくところだった。

　傭よう兵へいだ。彼らが中央に守っているのは軍手に麦わら帽ぼう子し、大きなカゴを背せ負おった農民姿の男たち。総そう勢ぜい十余よ名。ずいぶんとおかしな取り合わせだけど、別に彼らは変へん装そうしてるわけじゃない。

「ああ……。もう、そんな季節なのね……」

　短い夏の季節が終わり、長い冬を目前にした最後の実りの季節。風も肌寒くなるはずだ。

　この森には、絶ぜつ滅めつを囁ささやかれているような珍めずらしい木々が多い。この季節になると貴き重ちような薬やく剤ざいに使える木の実がたくさん実る。だけど、そんな木々が残っているのも、この森には魔ま物ものが多く出しゆつ没ぼつするからなのだ。収しゆう穫かくには、ああいった傭兵を雇やとう必要がある。

　術士や学者でなく、農夫たちがその収穫に出向くのは、この森の木々の存在にいち早く感づいたのが彼らであり、その収穫権けんのようなものの独どく占せんに成功したからだ。収入の少ない彼らにとって、ここの収穫は貴重で大きな収入源げんらしい。

　傭兵団だんは小屋からのぞいている見るも怪あやしい私に、目もくれずに進んでいく。そう、彼らのほうからは、私の姿──というよりこの小屋自体が見えていない。

　──森の魔女──

　私は何も外見だけからそう呼よばれているわけじゃない。師しからは卒業と認みとめられているし、兆印だって刻める。そんじょそこらの〈唱術士フラグ・テラー〉に引けをとるとは思っていない。

　私だって仮かりにも年とし頃ごろの女の子なわけであり、この森には魔物も多く出るのだから、小屋に結界を張はっていた。外からではこの小屋は木々が立ち並ならんでいるようにしか見えず、なおかつ方向感覚を狂くるわす効こう果かもあるので、めったなことでは近づくこともできない。それでも、この距きよ離りにまで近づいてこられたのは、傭兵団の〈唱術士フラグ・テラー〉の腕うでが相当良いからだ。

　冷えた身体からだにマントを巻まきつけ、通り過すぎていく傭兵たちをぼんやり眺ながめていると、彼らの会話が聞き取れた。

「──おい。気をつけろよ。このあたりは〝森の魔女〟の住すみ処かじゃないか？」

　術士の一人がぶるっと身を震わす。

「ああ……。確かにそうだ。この前も、黒い煙けむりが立ってた。きっと、次の毒薬を完成させたんだ。……恐おそらく、キャスト王国の王子が急死したのは奴やつの仕し業わざだ」

「……ったく。おい、腕が立つ〈唱術士フラグ・テラー〉だっていうからつれて来てみれば、何びくびくしてやがる。自分の腕に自信はねえのか？」

　抜ぬき身の剣けんを肩に担かついだ大おお柄がらの傭兵が悪あく態たいをつくが、術士は肩をもう一度震わせていた。

「あんたは〈唱術マナ・フラグ〉の知識が無いから分からんのさ。あの森の魔女を見れば、あんただって腰を抜かすさ。太古の呪のろいで死ねない体になったって話だ。奴は古こ代だい〈唱術マナ・フラグ〉を使うんだ。それがどれだけ恐ろしい話か分からんようじゃ、あんたは長生きできない」

　戦々恐きよう々きようと語る〈唱術士フラグ・テラー〉に、傭兵の顔色からもあざけりの色が引き、代わりに周囲を念入りに見回す注意の色があらわになる。

「お、おい。雇やとい主さんよ。森の魔女ってのは、どんな姿なんだ？」

「わ、わしだってよくは知らんよ。ただ、会った奴は、みんな殺されたって話だ。それも、より深く恐きよう怖ふさせるために時間をかけてゆっくりと殺すんだ」

「ああ……。何でも一ひと睨にらみで魔物を従したがわせ、老ろう婆ばのような灰はい色いろの髪かみなのに若わかい娘むすめの姿をしてるんだ。きっと、奴に体を乗っ取られた娘の体だろう。視線を合わせただけで命を吸い取るなんて話もある。奴はそうやって何百年も──」

「──やかましいぃッ！」

　私は手元にあった花か瓶びんを投げつけた。投とう擲てきされた花瓶は、見事に喋しやべっていた農家のおっさんの側頭部を直ちよく撃げきした。

「ギャああああぁぁぁアアッ！　出たあああああッ！」

　悲鳴というより、絶ぜつ叫きようを上げて傭兵たちはちりぢりに逃げ出す。花瓶が直撃したおっさんはほとんど這はいずるようにして逃げていく。

　向こうからしてみれば、何もないところから物が飛んできて、怒ど声せいが響ひびいたのだ。パニックを引き起こすのも無理はないかも知れないけど、なんて言い草。私がいつ、どこで誰を殺したってのよ。言っとくけど、私は術を人殺しのために使ったことなんて一度もない。…………本当よ？　本当だってば。

　──森の魔女──

　その呼び名に対する評ひよう価かは、今の連中の態度が明めい確かくに物語っていた。

　まったく、気持ちのいい朝が台無しだわ。私は、髪を梳すいて出かける仕し度たくを始める。

　あれから、一月ばかり経たっていた。オボロは治ち療りようの名目で毎日顔を出すよう勧すすめてくれた。「治療費が払はらえない」と言うと「なら、うちで仕事をしてください」と言ってきた。

　オボロの店はやはり紋もん具ぐ屋やだった。あれだけの兆ちよう印いんを鎮しずめられるということは、彼はやはりよほどの力の持ち主らしい。

「森の魔女なんか雇やとったら店がつぶれるわ」と言うと、「森の魔女が働いているのなら、興きよう味みを持つ者も増ふえるでしょう？」と言い返してきた。だから、私たちは試ためしに一つ勝負をしてみたのだけど…………結果は、まあ、オボロの勝ちと認みとめるしかなかった。

　私はオボロの店の店員ということで正式に採さい用ようされてしまった。後から気がついたのだけど、食べていけなくなるほど貧びん乏ぼうをしていた私を心配してくれたらしかった。お給料はちゃんともらっている。治療費を抜かれてもいない。

「さあて、今日もお仕事お仕事」

　そんなわけで、早いとこ準じゆん備びしなきゃ。小屋に戻もどりテーブルのバスケットからパンを一つくわえ、肌はだ着ぎの上から黒法ほう衣えをまとう。髪を三つ編あみに編み込み、それから赤い紐ひもで結ゆう。金紋のペンダントはすでに首から下がっている。

　仕上げに、七曜の紋章を縫ぬい込んだマントを羽は織おる。このマントは私の身体をすっぽり覆おおえるくらい大きい。紋具である以上に、防ぼう寒かん具ぐとしてとても重ちよう宝ほうしていた。

　そのマントで身体を覆ってから、少しだけ生き地じの肌はだ触ざわりを確かめた。これは、私の師し──〝あの事じ件けん〟で命を落としたクラフト神父から卒業の印にもらったものだった。私の命より大切なものと言ってもよかった。

（──ザワザワザワ──）

「……また、あの声……か」

　オボロは気にするなと言ったけど、あの態度は尋じん常じようではなかった。どうも、何か隠しているようだった。でもそれ以外は親切だし、私のことを本当に心配してくれているのは分かった。カノンはかなり無ぶ愛あい想そうだけど、あれはもともとそうらしく、街の人（お店のお客さん）にだって同じ態度だ。

　だから、彼らが秘ひ密みつにしたがっていることなら、聞かないことにした。もっとも、カノンのほうは本当に知らないみたいだったけど……。




　私の住んでいる小屋は、たぶん森の監かん視し小屋か何かだったのだろう。三、四人入ったら窮きゆう屈くつになるくらいの部屋が一つあるだけ。木を打ち付けただけの壁かべは、コケとカビに侵しん食しよくされてそろそろ耐たい久きゆう度どに不安がにじみ出てきている。だけど井戸が通っていて、飲み水には苦労しないで済すんでる。

　森の中へ進み、十数歩離はなれて振ふり返ると、小さな小屋があったはずの場所は密集した木々に覆い隠されていた。ここに小屋があることを認にん識しきできるのは、結界を張った私だけ。

　木々の合間を通り抜けて進むと、真新しい折れ口の枝えだがあちこちから突つき出していた。先ほどの傭兵たちが逃げ出すときにへし折ったのだろう。血の跡あとはついていないけど、怪け我がをしそうで危あぶなかった。

　こんなものでマントを傷きずつけられたらたまったものじゃない。ささくれ立った枝をナイフで切り払いながら道を開く。わりとよくあることだから、もう慣なれているけど。

　ほどなくして一ひと筋すじの道に出る。このルチルの大森林を真っ二つに割わる唯ゆい一いつの街かい道どう。……とはいっても、この魔物だらけの森を好き好んで通る者も少ない。石いし畳だたみで補ほ強きようされているわけでもなく、ところどころに雑ざつ草そうが生おい茂しげっている。多くの人々は森を迂う回かいしてちゃんとした道を通っていくのだ。

　この道を東に向かえば隣りん国ごくキャスト王国との関所に通じていて、西に進めば、ここヘリオドール公国最大の街──ルチルへと通じている。




　──ルチル──

　かつて、この街から一人の英えい雄ゆうとして語り継つがれる者が生まれた。英雄の名は、ルチル＝クォーツ。女じよ性せいの身でありながら剣と術を極きわめた天才的な唱術剣士フラグ・ケンプフアー。多くの武ぶ勇ゆう伝でんを残し、その中にはあの〝西の災さい厄やく〟にかかわったとさえ言われるものもある。そんな彼女から、名をいただいた街だ。

　左右に果てしなく延のびる外がい壁へきの中央に、竜りゆうと大たい剣けんの紋もん章しようが画えがかれた門が大きく開かれている。ここは、キャスト王国との国こつ境きようの街。多くの旅人や商人たちが行き来する商業都市であり、反面侵しん略りやくがあった場合真っ先に戦場となる街だ。

　それゆえ、金ごしらえの門の造つくりは尋常ではなく、戦車を引いた馬車でもそうそう破やぶれそうにはない。門の両りよう脇わきには対騎き馬ば用の長い槍やりを担かついだ兵が門番をしており、外壁の上にも、二人がかりで引くような大きなボウガンを構かまえた兵士が何人も見え隠れしている。門を閉じれば、ここはただの要よう塞さいだ。

　私が、門の前にたどり着くと、門番は槍を倒たおして通路を塞ふさぐ。装そう飾しよくのない兜かぶとからは、警けい戒かいと畏い怖ふで強こわ張ばった顔がのぞいている。どちらも、まだ若わかい兵士だった。

「…………通りたいのだけど、何か許きよ可かでも必要かしら？」

　私が冷ややかな視し線せんを向けると、門番は僅わずかに身を引いた。腰こしが引けてる。こういうとき、私の容よう姿しは相当恐ろしく映うつるものらしい。いかにも怪あやしい灰はい色いろの髪かみに、マントも衣服も真っ黒のもの。加えてやはり〈唱術士フラグ・テラー〉にはそぐわない十代の娘むすめの姿。

　門番の片かた方ほうはすでにこの場から逃げ出しそうなほど腰が引けているが、もう一人のほうは果か敢かんにも前に進み出ていた。敬けい礼れいを一つすると、にこやかな笑え顔がおを向けてきた。

　オボロのペンダントのおかげか、最近はこんなふうに、警戒をしない人も出てきていた。そういえば、あれから露ろ骨こつに人から避さけられることもなくなったし。

「〝森の魔ま女じよ〟殿どの。今日は機き嫌げんが良さそうですな」

「別に、いつも通りよ。………………ところでこの街、日に日に人の数が増ふえていっているように見えるのだけど。気のせいではないわよね？」

　兵士の肩かた越ごしに、ルチルの大通りが延びているけど、ちょっと人の量が尋常じゃなかった。多いどころの話じゃない。人で溢あふれ返っている。もはや、通り抜けるのも困こん難なんな状態だ。私はもともとあまり街に寄りつかないようにしていたけれど、前はこれほどじゃなかったはずだ。

　大通りの両脇には均きん等とうに花か壇だんが備そなえられていて、まだ朝だというのに早くもあちこちで客引きや交こう渉しようの賑にぎやかな声が上がっている。頭上を見上げれば、ルチル＝クォーツと英雄祭、後は〝神み子こ〟の名前を縫ぬい込んだ垂たれ幕まくが、風に巻かれて迷めい惑わくそうに振り回されている。

　立ち並ならぶ家々は、民家ではなく漆しつ喰くいとレンガで彩いろどられた華はなやかな造りの商店たち。中には古めかしい木もく製せいの小屋のような店もあるけど、それも却かえって存そん在ざい感かんを漂ただよわせて多くの客を引き寄せている。

　通る人々も、華はなやかな衣服の娘たちや、旅の傭兵らしき軽けい鎧がいをまとった一いち団だんや、私同様マントやローブの術者姿の者。道みち端ばたに敷しき物ものを広げ始めている行商人や、リュートの調ちよう律りつをしている吟ぎん遊ゆう詩人。商品か何かを運び込んでいるらしい体たい格かくの良い軽けい装そうの男たちなど、多種多様だ。

　北から冷たい風が吹ふき始めたということもあり、店々には毛皮の商品が多く並んでいるのが見える。それと、なぜか剣や槍やりのような武具の群むれ。道行く人もよく見れば剣を携たずさえ軽鎧、あるいは重じゆう甲かつ冑ちゆうに身を包んだものが多いように思えた。戦いくさでも近いのだろうか？

　私の一言に、門番は信じられない者を見るかのように目を見開き、それから爆ばく笑しようした。

「はははっ。魔女殿は無関心とみえる。明日からは英雄祭ですぞ？　すでに国中、いや、国外からも人が集まっておるのですよ」

「へええ。すごいお祭りなのね」

　そういえば、オボロが明日は用事があるから店を閉めると言っていた。そのお祭りの手伝いか何かあるのだろう。

「そういえば聞かれましたか？　あの〝騎き士し姫ひめ〟がまた城しろを抜け出したそうですぞ」

「騎士……姫？」

「ご存知ありませんか？　ヘリオドール王のお孫様ですよ。第四王位継けい承しよう者しやであらせられますが、当人は城を抜け出しては、騒さわぎを起こしているのですよ」

「ふうん。暇ひまなのね」

「はっはっはっ。いや、魔女殿には敵かないますまい。もしかしたら、この英雄祭を見物に来るのかも知れませんぞ？」

「王族なら、わざわざ隠れてくる理由もないんじゃない？」

「むむっ。確かに。では、近年勃ぼつ発ぱつしている〝神かみ隠かくし事じ件けん〟が目的でしょうかね」

　そっちの話は、私も聞いたことがあった。オボロが少しだけこぼしていたのだ。この半年ばかりの間に四つもの村から忽こつ然ぜんと人間、いや、生き物そのものが消えたらしい。さして争った跡あともなく、ただ生き物だけが消えてしまう事件。ちなみに、私の村の事件は村人が消えたのではなく村ごとなくなったのだから神隠しとは呼べない。

　まあ、とにかくこの門番はその〝騎士姫〟殿にご執しゆう心しんのようだった。こんなところに立っているだけだから、そういう話には憧あこがれるものなのかも知れない。私は、適てき当とうに相あい槌づちを打って街の中へ進んだ。一度だけ振り返ると、門番は他ほかの兵士に首を羽は交がい絞じめにされていた。……私し語ごの懲ちよう罰ばつというやつだろうか？




　オボロの店は、繁はん華か街がいを突つき進んだ真ん中ほどの位置にあり、人通りもよい、なかなかいい場所だった（もっとも、私はおかげで落ち着かないのだけど……）。

「おはよう、オボロ」

　店に入ると、オボロがすでに開店仕し度たくを始めていた。カノンは、まだ出てきてないようだった。重たそうな木箱をカウンターに載のせると、ようやく私のほうへ顔を向けた。

「おはようございます。今日は機嫌が良さそうですね、リッカ」

「さっきも言われたけど、そんなに浮うかれているかしら？」

「悪い意味ではありませんよ。あなただって年とし頃ごろの娘です。笑っているほうが似に合あっていますよ」

　相変わらず、どうして周りのことが分かるんだろう？　今のやり取りだけなら、声の調子で判はん別べつしているのかも知れないけど、私は、オボロが杖つえを使っているところを見たことがない。

　なんだか、恥はずかしいことを言われて私は返答に戸と惑まどっていると、ポンポンと何かに頭を叩たたかれた。

「ぼうっと、突っ立ってどうした？」

　いつの間にか、カノンが入ってきていた。カノンもここの店員をやっている。いつものように、片かた腕うでだけヴァンブレイスを装そう備びしている。

「ちょっと、その、人の頭ポンポンと叩くの止やめてくれない？　子こ供ども扱あつかいされてるみたいで、気分が悪いわ」

「十八ではまだ子供だろう？」

「何よ。カノンと三つしか変わらないじゃない」

　言ってから、こうやってムキになって言い返すのは子供っぽいと気がついた。閉へい口こうしてプイッと顔を背そむけると、カノンは何事もなかったかのように品物の手入れに入っていた。………………なんだか、腹はらが立つわ。

　品物──紋もん具ぐの手入れを始めようとすると、オボロに呼び止められた。

「リッカ。今日は朝あさ一いちで呼よび込こみをお願いできますか？」

「え？　いいけど、どうして？」

　いつもは、旅行者や傭よう兵へいが足を止める夕方にかけてやっていた。朝一に呼びかけたところで客が入るのだろうか？

「明日からはお店を閉めてしまいますからね。今日の内にできるだけ売り上げを上げておきたいのです」

　確かに、お祭りでお店を閉めるのなら、今のうちに少しは稼かせいでおきたいだろう。道行く人たちが〝呼び込み〟に誘さそわれるかは、私には分からない話だけど。私は、いつも使っているリュートを手に取った。

「今日は、カノンもいるの？」

　呼び込みをかけても、店員がいないのでは話にならない。カノンは店にいるときといないときがある。昼間だけいたりもすれば、一日中いないこともある。かと思えば、開店から閉店までいたりする。ふらりと「出てくる」と言っていなくなることがしばしば。当てにしていいのか悪いのか。

　迷めい惑わくな話だけど、いるときはなぜか女じよ性せい客の量が増ふえていることに最近気がついた。

「……今日は、用事はない」

　今日は、ちゃんと店番をしてくれそうだ。カノンがいないときは、稀まれに変な客にからまれることもあるから、ちょっと嬉うれしかった。

　店を開けると、すごい数の人々が街かい道どうを行きかっていた。これだけ騒さわがしくて呼び込みの声なんて届とどくのだろうか？　だけど、実はこれが私とオボロがやった勝負だったりした。

　店の中から持ち出した小さな丸まる椅い子すに腰かけると、私は大きくリュートを鳴らして高らかに声を張はり上げた。

「──さあ〝真ま名な〟の物語を歩む者よ──」

　雑ざつ踏とうの動きがピタリと止まった。

　──真名の兆印──その存そん在ざいを知る者なら、この一言につい耳を傾かたむけてしまう。私は、周囲の目を引けたことを確かめると、ささやかにリュートを奏かなで始めた。

「──世に〈詞ことば〉もなく、音もなく名前もなかった彼方かなたのころ、静せい寂じやくの中に在あったのは一つの命だった──」

　リュートの音色に乗せて、私は〈詞〉を紡つむぎ上げていく。

「──命は、あるとき己おのれが何者であるのか疑ぎ問もんを抱いだいた──唯ゆい一いつであるがゆえ、問いかける術すべもなく答える術もない──ゆえに、命は己の身を二つに裂さいた──己が何者であるのか問いかけるべく、そして答えるべく──」

　この唄うたを教えてくれたのは、クラフトだった。師しと弟で子しになるよりも昔、私がただ〝お兄ちゃん〟と呼んで懐なついていたころの話だ。

「──かくして、彼らは大いに語らい始めた──互いに問いかけ互いに答え、やがてそれは物語を紡ぎ始めた──」

　心地ここちよいリュートの音色に身を任まかせるように、私はただ〈詞〉を紡ぎ続ける。

「──全ては、そこから紡ぎあげられた──すなわち世は神々の語りあげる大いなる物語──さあ、物語に名を望む者よ──尋たずねよ、されば開かれん──求めよ、されば与あたえよう──汝なんじの前に扉とびらはある──」

　リュートの音色がいつまでも余よ韻いんを引いていた。

　ここで〝扉〟というのがお店の扉だと言ってしまうと、何もかもが台無しになってしまうのだろう。

　これが私の〝呼び込み〟であり、オボロとの勝負の正体だった。呼び込みに唄を使うこと自体はそう珍めずらしいことではないのだけど、多くの場合は、英えい雄ゆう譚たんや〝災わざわいの箱〟の唄を使う。だから、世の始まりを唄うのは珍めずらしくて、少しだけ目を引ける……のだけど、あれ？　普ふ段だんなら、ここで拍はく手しゆの一つや二つくらいはあがるのだけど。

　恐おそる恐る目を開けてみると、私は後あと退ずさる羽目になった。街道を行きかっていた人々は、こぞって立ち止まり、こちらを凝ぎよう視ししていた。
















　それから──耳が破やぶれそうな拍はく手しゆが渦うずを巻まいた。悲鳴とも喝かつ采さいともつかないような歓かん声せいを織おり込んで。

　私は、慌てて店の中に逃にげ込んだ。あんなふうに人から注目されることには慣なれていなかった。店のカウンターでは、珍しくカノンが目を大きく開いていた。

「何事だ？」

　その質しつ問もんに、答える暇ひまも、必要もなかった。次の瞬しゆん間かんには、お店の中にすごい量のお客さんがなだれ込んできたから…………。

　お昼時、少しだけお客さんの量が引き、私はようやく一息つけた。今は、オボロがカウンターに入っている。どうして小こ銭ぜにを取り違ちがえたりしないのか、いつも不思議でたまらないのだけど……。

　カウンターの裏うら側がわで飲みものをすすりつつ、さすがにため息がこぼれた。

「ふう……どうして、今日はこんなにお客さんが多いの？」

「お前が呼び込んだからだろう？」

　カノンは、また私の頭に手を伸のばして、そこで珍しく躊ちゆう躇ちよした。見上げると、伸ばされた手はヴァンブレイスに覆おおわれた左手のほうだった。あんなもので気軽に叩たたかれたら、ちょっと笑えない痛いたさだ。どうやら、それで躊躇したみたいだけど、やっぱり反対側の手で頭をポンポンと叩いてきた。

　…………ちょっと、そこでどうして頭を叩くことを思いとどまらないの？

　むっとしたものの、そこで言い返す元気はちょっと残ってなかった。

　そういえば、なんでカノンはヴァンブレイスをつけてるのだろう？　いつも片かた方ほうだけだ。肌はだが見えないくらいしっかり覆う重甲冑なのだから、いちいち身につけるのも大変なはずなのだけど…………もしかして、ずっとつけたままなのかな？　いや、でもそれならもっと壮そう絶ぜつな臭においが漂ただよってそうな気がする。

　とりあえず、あれがかなり上等な〝紋もん具ぐ〟だということは分かるのだけど、片かた腕うで分しかないのだろうか？　──まさか！　私の頭を気軽に叩くために片方だけなの？　……そんなわけないか。

　じっと眺ながめていたら、カノンと目が合ってしまった。なんとなく直ちよく接せつ聞きくのは気が引けて、別の話題を持ち出してみることにした。

「でも、普通の人には紋具なんてあまり役には立たないでしょう？　それに、紋具屋さんだって他にもあるのに……」

「英雄祭の優ゆう勝しよう賞品を作ったのがオボロらしい。少しは、注目を集めているのだろう」

　何気なく言ったカノンの言葉に、私は驚おどろいた。

「優勝？　英えい雄ゆう祭さいってどんなお祭りなの？」

　私の一言に、カノンは信じられないものを見るかのような呆あきれた視し線せんを向けてきた。そういえば、門番の人にも同じような反はん応のうをされた気がする。英雄祭について聞くのはそれほどおかしなことなのだろうか？

　やがてカノンは何か思い悩なやむように困こん惑わくした表情になり（あれ？　こんな表情初めて見たような気がするな）、確たしかめるように聞いてきた。

「お前、今、街中が大騒ぎしている理由を理り解かいしているか？」

「ええ？　いや、その、英雄祭というのが近いからじゃないの？」

「その通りだ。それは、覚えているのか？」

「覚えている……って、どういう意味？」

「お前は、思い出せないことがあるのだろう？」

　どういうわけか、カノンは私が英雄祭のことを忘わすれてしまったと思ったらしい。困惑の表情の正体はこれらしい。そりゃあ私はあれこれ覚えてないことが多いけどさ……。

「別に忘れたわけじゃなくて、初めから知らないの。私は森の中に住んでるんだから」

「いや、森の中に住んでいても、これだけ騒いでいれば分かるだろう？」

「私が街の中で誰かと会話ができたと思うの？　まともに会話ができたのって、あなたたちが初めてだったのよ？」

　お店の中にいるときも、お客さんの噂うわさ話ばなしに耳を傾ける余よ裕ゆうはあまりない。たまたまお客さんの量が減へったときに、少しだけ聞けるくらいだ。そんな中に英雄祭がなんであるのか詳くわしく話していたことはなかった。

　カノンたちだって、英雄祭について話していたことはないし、お店が終われば私はすぐに森に帰ってしまうから（あまり遅おそくなると門が閉まって森の中に帰れなくなる）他の人と口を利きく機会もない。せいぜい、門番の人くらいだろうか？　……ひとまず、みんな楽しみにしているらしいことくらいは分かるのだけど。

　カノンはしばらく頭を抱かかえていたけど、ちゃんと説明してくれた。

「英雄祭は武ぶ術じゆつ祭だ。英雄ルチル＝クォーツに捧ささげる奉ほう納のう試合だ」

「そうなの？」

　意外だった。てっきり、踊おどりを踊り、歌を歌い、露ろ店てんが並ならびあちこちで飲み食いする。そんなお祭りを想そう像ぞうしていた。

「百年に一度しか開かれんそうだ。他国からわざわざ見にやってくる者も多いらしい。街の宿はずいぶん前から貸かしきられてしまい、旅人のために役場が臨りん時じの宿にされてしまったほどだ。まさか、これだけ騒いでいながら気づいていない奴やつがいるとはな……」

　最後の一言が余よ計けいよ。

「うーんと……。あ、もしかして、カノンも出るの？」

「……ああ」

　そうか。ちょくちょく店を空けていたのは、その予選か何かがあったんだ。

「へええ。じゃあ、明日は店休みだし、私も見に行こうかしら？」

「オボロに言えば、席くらい取れるだろう」

「優勝賞品って何？　賞金とかも出るの？」

「さあな？　その辺はオボロに聞いてくれ。俺おれはよく知らん」

「知らないのに出るの？」

　軽い気持ちで聞いたのだけど、カノンは深しん刻こくそうな顔をしてしまった。

「ええ……っと、聞いたら、いけないことだった？」

「……いや。英雄祭で、優勝すれば、英雄の墓ぼ所しよに入れる」

「墓所？　それってルチル＝クォーツの？」

「そうだ」

「そこになにかあるの？」

　カノンは、鋭するどい目を向けた。どうも、やっぱり聞いてはいけないことだったらしい。怒おこらせてしまっただろうか？

「…………英雄の墓所には、何かがある。オボロはそれを知っているはずだが、話はしない。自分の目で確かめるのが一番だ」

　カノンとオボロは仲が良さそうに思っていたから、意外だった。だから、二人の間で英雄祭の話が出なかったんだ。どういうことか続きが聞きたかったけど、オボロが悲鳴のような声を上げたので聞けなかった。また、すごい量のお客さんが入ってきたらしかった。

　こんな調子だけど、私は、ここが好きになってきていた。楽しかった。こっちが笑えば、意外と向こうも笑い返してくれる。この髪かみの色ゆえ、私は人を避さけてきたというのに、ひょっとしたらそれは大きな勘かん違ちがいだったのかも知れない

　こっちが避ければ、向こうも避けるしかないのだ。でも、こっちが笑いかければ、応こたえてくれる者は必ずいるんだ。ひょっとしたら、これもオボロに治ち療りようされてしまったのかも知れない。




　日が暮くれて、ようやくお客さんを閉しめ出し、食しよく卓たくを取り囲んだ。外ではまだまだ人々の喧けん騒そうはやかましく、むしろこれから騒がしくなるんじゃないかという気すらする。ちなみに、カノンは食事中もヴァンブレイスを外さない。面めん倒どうくさいのだろうけど……。

　食事は実はオボロが作ったものだ。一体どうやって作ったんだろう？

「──ああ、そういえば、英えい雄ゆう祭さいって私も見に行けるの？」

「そりゃあ、見に行ってはいけない者などいませんよ。興きよう味みがあるのですか？」

「ええ。カノンも出るらしいし、見てみたいわ」

　言ってから、口が滑すべったのだと気がついた。カノンが鋭するどく睨にらんだのは見み逃のがしようがなかった。おまけにオボロはピクンと眉まゆを跳はね上げるしまつだった。

「……なるほど。少々後ろのほうですが、席は残っています」

　オボロが取り出したのは、縁ふちが金色の唐から草くさ模も様ようで彩いろどられたチケットだった。いかにも高そうだ。それを手て渡わたすと、オボロは真ま面じ目めな顔になった。

「英雄祭は見に行ってください。楽しめるものかは分かりませんが、お祭りには違いありません。ですが、試合が終わったら店に顔を出してください」

「え？　閉めるんじゃなかったの？」

「…………先日、話した呪いに詳くわしい者と連れん絡らくがつきました。晩ばんにこちらにやってくるはずです」

　心しん臓ぞうが大きく鳴り、身み震ぶるいしてしまった。──呪い──忘れていたわけではないけれど、やっぱりそうと考えるのは怖こわかった。今まで大だい丈じよう夫ぶだったんだから、これからも大丈夫だろう。漠ばく然ぜんとそう考えていた。

「カトレアか？」

「はい。正直、すぐに問題を起こす者なので、あまり会わせたくはないのですが、解かい呪じゆに関してなら彼女の右に出る者はいないもので……」

　どうにも、オボロはその人が苦手のようだった。オボロが嫌いやがるなんて、どんな人だろう？　オボロの師し匠しようとか、そういう人だろうか？　いや、でも、放ほう蕩とう娘むすめとこぼしていたような気もする。どんな人なんだろう？

　まあ、明日の晩には分かるんだから、別にいいか……。




　その次の日は妙みような朝だった。

　目が覚めたとき、朝日が射さしているというのに、空には縦たてに割わったような黒い亀き裂れつが走っていた。雲だ。不自然なギザギザな雲が朝日を切っ先に空を二分していた。

「……嫌な空」

　今日は、英雄祭だという話だから、縁えん起ぎが悪いことこの上ないわね。いよいよ冷たさが増ましてきた寒風に撫なでられながら、私はじっと空を眺めた。

　……この空、前も見たことがあるような気がする。いつだっただろう？　あれも〝今〟と同じようなときだったような気がする。しばらく見つめていたけど、それがいつでどこのことだったのかは結局思い出せなかった。

　さっさと起きて身み支じ度たくを済すませよう。紋もん章しよう入りのマインゴーシュを腰こしに差すのも忘れない。灰はい色いろの髪かみを梳といて赤い紐ひもで結ゆう。

　最後の仕上げに、井戸の冷たい水で喉のどを潤うるおしたときだった。また、あの声が聞こえた。

（──ザワザワザワザワザワ────）

　答えてはいけない。そうは言われたけれど、気になってしかたがなかった。

　──そうだ！　応えてはいけないのなら、こちらから問いかけるのはどうなのだろう？　どうして、今までこんな単たん純じゆんなことを思いつかなかったんだろう。その思いつきは、不ふ吉きつな朝とは思えない名案に思えた。

　私は一つ深しん呼こ吸きゆうをしてから、思い切って問いかけてみた。

「あなた……一体、誰なの？」

（──ザワザワ…わ…ザワ…れ…ザワザワ…は…ザワ────）

　問いかけてしまったからだろうか？　声は頭ず痛つうがするほど大きくなってしまった。やっぱり、失敗だったのかしら？

「なに……？」

（──ザワザ…我われ……ザワ…我は……──）

　なんと言っているのだろう？　今なら、聞き取れそうな気がした。

（──我は──ここに──いる────）

「────っ！」

　羽う毛もうで撫でられたような悪お寒かんが肌はだを撫でていった。それと同時に、声は弾はじけて聞こえなくなった。

　──我は、ここにいる──

　声は、そう言った。ずっと前から、そう言っていた。私を呼び続けていたんだ。

　どこへともなく、私は手を伸のばしていた。

「…………待っているの？　私のことを？」

　声は、悲ひ痛つうな音を含ふくんでいた。助けを求めているのだろうか？　問いかけてみても、もう返事は返ってこなかった。




　──ルチル──

　門の脇わきには相変わらずいつもと同じ門番が立っていた。この時間はこの二人が見み張はりの番なのだろう。気さくに笑いかけてくるから、私も返事を返すことにしていた。

「おはようございます。森の魔ま女じよ殿どの」

「……おはよう」

「……？　お顔色が優すぐれないようですが、具合でも悪いのですか？」

「そうでもないわ」

「本当に大丈夫ですか？　もし、具合が悪いのでしたら、その、詰つめ所のベッドくらいしかありませんが、休んでいかれては」

「なんでもないわ。もう、行ってもいい？」

「はあ……。魔女殿も、英雄祭を見に行かれるのですか？」

「そうよ」

「それはうらやましい。我々は、ここを離はなれるわけにはいきませんゆえ、見に行けんのですよ。よろしければ、後でお話をお聞きしたいものですな」

「……覚えてたらね」

「ははっ、森の魔女殿からお聞きできるのでしたら、身にあまる光栄というものです」

　なんだか知らないけど、門番は一人浮うかれていた。

「……そういえば、英雄祭は武ぶ術じゆつ祭なのでしょう？　優ゆう勝しようすると、何か特別なことでもあるの？」

　カノンは、優勝すれば英雄の墓ぼ所しよに入れると言っていた。お墓はかなんかに何があるんだろう？

「そりゃあ、ありますとも。この英雄祭は、百年に一度現あらわれる〝神み子こ〟を守るための騎き士しを選ぶ試合ですぞ？　優勝者は〝神子の騎士〟として神子に仕えるのですよ」

「神子の騎士？　英雄の墓所とかは？」

「ああ、そのことでございますか。そう……彼かの英雄ルチル＝クォーツは初代の神子の騎士でしてね。優勝者は、彼女の墓所で洗せん礼れいを受け、神子を守るという誓ちかいを立てるのですよ」

「へえ……。それは初耳ね」

　──神子──

　その名を知らない者はいないだろう。昔話の絵本、吟ぎん遊ゆう詩し人じんの唄う英えい雄ゆう譚たん、世界各地に残る神しん話わ民みん謡よう。どこにでも登場する名前だ。百年に一度生を享うけ、世界の混こん乱らんを鎮しずめ、あらゆる災さい厄やくを打ち払はらう。どんなお話にでも出てくる聖せい者じやのこと。

　だけど、この〝神子〟と呼よばれる者は、おとぎ話だけの存そん在ざいではなく、実じつ際さいに、この世界に現れている。百年に一度、何かしらの奇き跡せきを起こして……。

「この百年期の節目。神子が現れる時代だからこそ、英雄祭が開かれることになったんですよ。しかし、肝かん心じんな神子なんですが……現在の神子は、南は水の国アクリトスの白の賢けん者じやではないかと言われてましたがね。どうにも違ちがうらしいということで……」

　前の神子が崩ほう御ぎよしてよりもうじき百年。確たしかに、どこかで神子が生まれているはずだという話だった。

　つまり、優勝者は神子を守る騎士になれるらしい。だけど、カノンがそんなものをやりたがっているようには思えなかった。やっぱり、別の何かがあるんだろうか？

　神子を守る騎士……つまり、神子を守れるだけの〝力〟を与あたえられるということ？

「──魔女殿はどう思われますか？」

「え？　何が？」

　何か言っていたらしいが、考え込こんでいて聞いてなかった。

「つまり神子の騎士は誰だれがなるだろうかと……。やはり、ペリドット騎き士し団だんのガレーシュ団長が有力とは思いませんか？」

「ああ……。そうかも知れないわね」

　しかし、この人、いつまで人を魔女呼ばわりするつもりだろう？　考え事を邪じや魔まされたことも重なり、なんだか腹はらが立ったときには、もう口から出ていた。

「ところで、その〝魔女〟呼ばわりは止やめてくれないかしら？　私、あまり好きではないの。リッカという名前があるわ」

　文もん句くを言ったのに、門番の表情ははちきれんばかりに輝かがやいた。

「はっ。それではお気をつけて、リッカ殿」

　なんだか疲つかれてその場を通り過すぎると、後ろで歓かん声せいが上がっていた。なんだろう？　と、聞き耳を立ててみれば──

「聞いたか？　名前で呼んでもいいってよ。やったぜちくしょう！」

　…………そういえば、一度も名乗ってなかったかしら？




　英雄祭──その優勝賞品をオボロが作ったという話だけど、どうにも門番の話じゃ剣けんみたいだった。オボロが作ったのなら、さぞや見事な名剣なのだろう。

　その英雄祭はこの街の中心に大きな闘とう技ぎ場じようがあるらしく、そこで行われることになっていた。役所や、教会など、街の主要施し設せつもそこに集まってるらしい。

　開かい催さいまで、もう時間もないというのに、街の中はまだまだ人でごった返していた。万ばん人にんが万人、祭りを見に行くとは限かぎらないらしい。私は人ゴミを搔かき分けながら進んでいた。

　そういえば、以前はこんなときみんな私を避けて道を開けてたんだっけ？　どうやら、オボロのペンダントは本当に私の呪いを抑おさえてくれているらしい。

　──と、そのとき奇き妙みような男たちがいることに気がついた。草木色のシャツにパリッとした柿かき渋しぶ色いろのズボン。一見どこにでもいそうな街の男だけど、何かを探さがしているのか周囲に向ける目は刃は物もののように鋭するどかった。そういった男が、人ゴミの中に二、三人、店で立ち止まり、話をしている──というよりは問い詰つめているような者が一人、二人。

　なんだろう？　胡う散さん臭くさいな。

　男が問い詰めている店のすぐ隣となりを通り過ぎる。腰こしに帯剣しているのが分かった。柄つかごしらえも金の装そう飾しよくに宝ほう石せきのはまったもの。翼つばさを広げた竜りゆうの紋もん章しよう……あれは、ここヘリオドールの紋章じゃなかったかしら？

　そのときだった。人ゴミの向こう、同じようにあたりを睨にらみつけている男が、何かを見つけたという顔をした。周囲の人たちを押おしのけながら、強ごう引いんに進んでいく。その進む先に、頭からフードをかぶったローブ姿すがたの小こ柄がらな人ひと影かげがあった。

　女か、子こ供どもか。どちらにしろ、ローブの人影も男に気づいたらしく、慌あわてて路地のほうへと逃にげていく。……追われてる？

　どっちも胡散臭いけど、なんだろう？　お祭りの日にはそぐわない光景だった。ローブの人影は路地の中へと消え、なんとなくそちらを目で追っていた。この先はどうなってるんだろう？　少し、興きよう味みを引かれて、のぞき込もうとしたときだった。

「きゃっ？」

　私は思いっきり突き飛ばされて尻しり餅もちをついた。突き飛ばしたのは、金きん髪ぱつの男で、同様のヒゲがよく似に合あう男前の中年だった。男は謝あやまりもせずに路地へと駆かけていこうとした。

「ちょっと、待ちなさいよ」

「──ぬおっ？」

　言ったところで待ちはしないだろうと、私は男のズボンの裾すそをしっかりつ摑つかんでいた。男は突とつ然ぜん足元を取られ、顔から倒たおれていた。…………うわあ。男前が台無しだ。

　男は鼻を押さえながら慌てて立ち上がる。

「キサマッ！　何をする」

「ぶつかったら謝りなさいよ」

「ええい。今はそれどころではないのだ！」

　忌いま々いましそうにそれだけ言うと、男は路地へと駆け込む──が、

「──ぐおうっ？」

　もう一度転んでいた。私はズボンの裾を放してなかった。別にわざとじゃなかったのだけど……。

「…………あ」

　もう一度起き上がった男は、男前も見る影はなく、ポタポタと鼻血を流していた。

「あ、ではないだろう！　キサマ、邪じや魔まをするなら──」

　男は腰の剣に手を伸ばす──。

「おい。何をやっている」

　──が、別の男の声に止められた。

　もう一人現れた男も金髪碧へき眼がんだったが、こちらは落ち着きというものがあった。

「くっ。この者が邪魔立てをしたもので」

「何よ。ぶつかったから謝れって言っただけじゃない」

「足をかけておいて何を言うか」

「裾を引っ張っただけじゃない。足はかけてないわ」

　口こう論ろんになってきたところを、落ち着きのあるほうの男が抑おさえた。

「部下が失礼をしました。お怪け我がはありませんか？」

「え？　ええ……」

　部下と言ったから、上司なのだろうか？　男は手を取って起こしてくれた。が、もう一人の男へ向けた視線はとんでもなく鋭するどかった。

「見つけたのか？」

「はっ。こちらの奥おくへと消えました」

　上司ふうの男は、手を上げて路地を指差す。それに従したがうように二、三人の男が駆けてきた。

「レディを前に失礼とは思いますが、今急いでいます。これにて失礼しますよ」

　上司ふうの男は清すが々すがしい会え釈しやくを残して駆けていく。総そう勢ぜい五人になった男たちは、路地の奥へと消えていった。何だったんだろう？　ヘリオドールの紋章といい礼れい儀ぎ正しさといい、もしかして、騎き士し様とかだったんだろうか？

　路地の奥を見つめながら、首をかしげていると、不意に後ろに人がいることに気がついた。慌てて振り返ると、今しがたのローブ姿の人だった。

「……何か、用？」

　怪け訝げんにそう尋たずねると、彼女はフードを脱ぬいだ。そう、彼女──女だった。磨みがかれた銅どうのような鮮あざやかな赤あか金がね色いろの髪。緩ゆるやかに波打つその髪にも増まして際きわ立だつのはガーネットと同じ真しん紅くの瞳ひとみ。女の私だってハッとするほどの美人だった。ほっそりとした顔立ちのわりには、瞳にこもった意志の強さは凝ぎよう視しに耐たえ難がたいほどのものだった。

　歳としは二は十た歳ちかそこらだろうか？　少女の面おも影かげは少なく。女性としての美び貌ぼうが際立っている。腰には細身の剣が下げられ、手足は赤金の色をした革かわのグローブとブーツで守られている。どちらも兆ちよう印いんが施ほどこされた紋具のようだ。

　女性は優ゆう雅がに微ほほ笑えむと、凜りんとした気持ちのいい声で言った。

「巻まき込んでしまったようですが、お怪我はありませんでしたか？」

「ないわよ。追われてるんなら、早く逃げたほうがよくない？」

「ええ。ですが、服を汚よごさせてしまいましたわ」

　確たしかに、私の服ふく装そうは真っ黒だから汚れがつくとかなり目立つ……こういうのも、几き帳ちよう面めんと呼ぶのかな？　私には真ま似ねできない話だった。

「大したことないわ。マントが破やぶれたわけでもないし」

「駄だ目めですわ。まったく女性の衣服を汚しておきながら、お詫わびもしないなんて。あの者たちときたら、後で叱しかりつけておかなくてはいけませんわ」

　女性はなんだかとってもご立腹らしかった。ところで、この場合、私はどうしたらいいのかな？　困こまっていると、女性はようやくこちらのことに気がついたらしかった。

「あら？　これはわたくしとしたことが……その、今お詫びができそうもありませんの。晩にでも、オボロという者の店に来ていただけませんか？」

「オボロ？　もしかして、あなた……」

「──あら、いけない。それではこれで失礼しますわ」

　女性はそのまま走っていった。それを待っていたかのように、路地から男たちが駆けてきていた。

　………………今の人、たぶん、いや、絶ぜつ対たいオボロの言ってた呪のろいに詳くわしい人だ。〝カトレア〟さんって言ってたかな？　トラブルを引きずってるように言ってたけど、本当に引きずり回しているようだった。

　そんなやり取りを見送っていると、突とつ然ぜんパンッと大きな音がした。見れば開会の合図の花火だった。




　闘とう技ぎ場じよう──オボロが取った席は、確かに後ろのほうだった──のだけど、私は愕がく然ぜんとしていた。当然ながら周りの人たちは驚おどろいたような顔で振ふり返っていた。観客席のほうからも、似にたような目が向いていた。

　それはそうだろう。貴き賓ひん席せきに〝森の魔ま女じよ〟が入ってきたのだから。

　……オボロのバカ。なにもこんな目立つ席取らなくてもいいじゃない。オボロが取ったのは貴賓席の後ろの席だ。当のオボロは見当たらない。……だけど、一いつ般ぱん客席のほうは全部埋うまってるように見える。だとしたら、私はすごく融ゆう通ずうしてもらったのかも知れない。

　少々頭が痛いたくなってきたけど、せっかく席を取ってもらったのだから、座すわることにした。

　石で造られた正円の闘技台で、すでに二人の剣士が斬きり合っている。出場者が使っているのは、木もく製せいの剣だ。斧おのや槍やりの形に削けずられたものもあるがどれも木製だった。こういうものを模も擬ぎと呼よぶのだろうか？　しかし、試合自体は面おも白しろかった。

　戦っているのは、若わか々わかしく体たい格かくもいい青年の剣士と、白髪しらがが目立つ初老の槍やり遣つかい。

　上段から斬りかかる剣士の一撃を、槍の男が受け流す。流れる切っ先で握にぎりを撥はね飛ばし、体たい勢せいが崩くずれた剣士に突つきを打つ。

　辛かろうじてそれをかわした剣士は、片かた足あしを後ろに引き、後こう退たいすると見せかけて、身を捻ひねり鋭く斬りつける。槍の男は慌てて一歩引き──ああ、今の屈かがんでかわせば、一撃返せたのに──剣の届とどかぬ間合いの外から、突きを入れる。

　一度距きよ離りを置かれれば後は再ふたたび槍の男のペースだった。間合いの外からの攻こう撃げきにいらだった剣士は、猛もう然ぜんと突進する。胸むねを狙ねらった槍を紙かみ一ひと重えでかわし、勝機──と思ったのもつかの間、剣士の剣は高らかに撥ね上げられていた。クルリと回転させた槍の柄つか尻じりが剣を持った剣士の手を強打したのだ──ああいうやり方もあるのか──試合は、そこで決した。

　観客たちから拍はく手しゆが起こり、私も手を叩たたいて勝者を讃たたえた。オボロの言うように、見に来てよかった。誰かが戦っている姿をはたから見ることなど初めてだった。

　何試合か続いた後、見知った顔が闘技台に上った。

「カノン！」

　思わず、大きな声を上げてしまった。周りの客からいぶかしげな顔を向けられたけど、カノンはこちらに気づかなかったのか、振り返らなかった。

　カノンはいつものヴァンブレイスで片かた腕うでを包んでいた。防ぼう具ぐの着用は認みとめられているのだろうか？　だけど他ほかに甲かつ冑ちゆうはない。甲冑のない右手に握られた木刀は、相当長かった。愛刀を模もしたものらしい。

　相手の男は、幅はばの広い重剣を使う中年の剣士だった。森の狩かりゆう人どのように、何かの毛皮を首に巻まきつけている。戦意がいきり立っているらしく、肩かたを揺ゆらして荒あらい息をしていた。私だって、見ただけで力量が分かるほど、腕がいいわけじゃない。それでも、ちょっとカノンの相手にはなりそうにないと思った。

　闘技台の中央で礼を交かわし、お互たがい剣を構かまえる。カノンは切っ先を地面に向け、片手で楽に構えていた。あんなに長い剣を、片手で振り回せるものなんだろうか？

　そう思う間もなく、相手の男は斬りかかってきた。両手で上段に構え体重をかけて斬りかかる。──が、気合の一撃は虚むなしくカノンを外れる。避よけたというよりは、むしろ剣のほうが逃げたようにさえ見えた。

　当然、その隙すきを見逃してやるほど優やさしくもない。カノンが身を捻ひねると、長剣は軽々と宙ちゆうを駆かけ、男の首を叩きつけた。

　秒殺──それで、試合は終わったはずだった。

　でも、次の瞬間起こった出来事は、英雄祭自体を終わらせてしまった。




　──悲鳴──

　甲かん高だかい女の悲鳴だった。

　悲鳴に目を向けると、下のほうの観客席に朽くち葉ば色いろの塊かたまりがあった。大の大人よりも少し大きい。巨きよ人じんと呼ぶのは大げさだろうけど、大男と呼ぶには大きすぎた。

「魔ま物もの？」

　私は立ち上がった。それは、人の形をした怪かい物ぶつだった。動くたびにパラパラと黄色い塵ちりを飛ばしている──砂すな？　〝砂さ人じん〟とでも呼べば適てき当とうだろうか？　見たこともない種類の魔物だった。砂でできた人型の怪物が観客席に突然現れていた。見れば、あちこちにいる。カノンが立っている闘技台にも何体か現れていた。

　観客席はすでにパニックだった。あっという間に悲鳴は駆け巡めぐり、席を立って逃げ出す者で騒そう然ぜんとなった。

　どうしよう…………？　私は息を吞のんだ。カノンは、闘技台の上で、果か敢かんにも木刀で砂人相手に戦っていた。ただの木刀に過ぎないそれで、砂人の胴どうを強打する。さすがに断たち切るには至いたらぬものの、胴の半分を抉えぐるほどのものだった。それに背せ中なかを押おされたのか、審しん判ぱんや他の剣士たちも応戦を開始していた。

　加勢しなきゃ。いくらなんでも、木刀であれは倒せない。英雄祭に、真剣の持ち込みは禁きんじられているはず。戦うなら〈唱術士フラグ・テラー〉がやらなきゃ……。

　貴き賓ひん席せきの人間たちは、自分たちは関係ないと思っているのか、オロオロしながらも傍ぼう観かんしていた。私は席を立って通路に飛び出す。何人かの兵士が駆けて来ていた。私の姿に目をとめると、慌てて前に立つ。どうやら、貴賓席の賓客を逃がしに来たらしい。

「こちらのほうは危き険けんです。他にも魔物が紛まぎれ込んでいるようなのです。退たい避ひには、あちらへ──」

「──どいて、逃げたいんじゃないわ。私も〈唱術マナ・フラグ〉くらい使えるわ」

　そう言うと、兵士は驚いた顔をして道をゆずった。

　来るときは明かりが灯ともっていた通路も、今は真っ暗だった。明かりが消えてしまったらしい。壁かべの上方に僅わずかに空いた通気窓まど程てい度どでは、この通路に十分な光はもたらせない。

　闘技台に続く道なんて知らないけれど、少なくともこの道の先から、闘技台がすぐ近くに見えるところに出られる。そこから飛び降おりるくらいはできるはずだ。

　真っ暗な道を半ばまで進んだときだった。なんだか、いやな感じがして足を止めた。無む意い識しきのうちに腰こしのマインゴーシュに手がかかっていた。

　……変だ。なんで誰もいないの？　外では大騒ぎをしているというのに、ここには誰もいない。この先に賓客を逃がす逃げ道があるのなら、大勢人が押し寄せても良さそうなのに…………。

　警けい戒かいを肯こう定ていするかのように、それは突然襲おそってきた。

　──〝音〟──獣けものが地を蹴けるような擦すれた〝音〟──左右同時に風を斬るような鋭い〝音〟──

　私は慌てて身を伏ふせる。何かが頭上を吹き抜け、続けて真上からもう一つ何かが来る。マインゴーシュを逆さか手てに引き抜き、〝音〟に合わせて振り上げる。

　ギインッ──

　重い金きん属ぞく音おんとともに、閃せん光こうのような火花が弾はじけた。

「ちょ──ちょっと、なんなの？」

　頭上から射さす僅わずかな明かりに、光が反はん射しやした。刃は物もの──剣──人間だ。人？　人が何で襲ってくるの？

　訳わけが分からない。しかし、人ひと影かげはおかまいなしに追い討うちをかけてくる。一人じゃない。何人いる？

　この暗さでは、何かが動いてるのは分かっても、ほとんど正体は分からない。左右からほとんど同時に剣が振ふられる。両方はかわせない。一つは後ろに身を引きやり過すごし、もう一つかけられる追い討ちをナイフで受ける。

「ちょっと！　あなたたち、何かと勘かん違ちがいをしてるんじゃないの？」

　ほとんど悲鳴だったけど、襲しゆう撃げき者しやたちは手を緩ゆるめてはくれなかった。

　私は、全力で〝音〟に集中する。──二人だ。動く〝音〟は二つしかない。気持ちの悪い〝音〟。風を斬る〝音〟はするのに、呼こ吸きゆうの〝音〟がしない。地を蹴る〝音〟もびびたるもの。本当に生き物なんだろうか？

　だけど、そんなに強くはない。森の魔物のほうがもっと鋭いこともある。もっと数も多いことだってある。目が慣なれてきたこともあり、襲撃者の剣はもうほとんど見切れていた。切り返すだけの余よ裕ゆうはないけれど、私のナイフはもともと身を守るためのものだ。

　相手は二人──私の武ぶ器きはマインゴーシュが一振り──動きは見切れないものじゃない──後は、タイミングの問題だけ。

　もう、何度目か分からないような一ひと太た刀ちを、私は力いっぱい切り返した。突然の反撃に、襲撃者の一人は体勢を崩くずす。呼こ吸きゆうをあけず、そのまま手の中のマインゴーシュをもう一人に投げつけた。

　外れたのは〝音〟で分かった。私は迷まよわず後あと退ずさり〈詞ことば〉を紡つむぎ始める。

「──二十九鳴る真名ジヤフル・グラマントンが一ひと片ひらよ。我われは詠うたい誘いざない、其そは舞まい踊おどる──」

　突然、足元がなくなったような浮ふ遊ゆう感かんに身を包まれる。目ははっきりと見えているけど、そこに映うつる光景がどこか遠くのもののように感じられる。

　術じゆつに意い識しきが傾かたむき始め、私は紛まぎれもない隙すきを作った──襲撃者は、まだどちらも無む傷きず──私は丸腰──襲撃者が一気に間合いをつめてくる。

　全すべてがはっきりと見えていて、全てが夢ゆめの中みたいで他ひ人と事ごとのように感じられた。

　襲撃者は、もう私を間合いに捉とらえていた。振り下ろされる刃やいばがはっきりと見えた──けど、少しだけ遅おそい。

「──我誘いざないしは尖せん晶しようの回かい廊ろう──」

〈詞〉は──廻めぐり始めた。

　必殺のはずの一撃は、私の前まえ髪がみを掠かすめただけで素す通どおりしていた。

「──《星ダレト》は幽ゆう玄げんに瞬またたき──《辰ミシユナ》は無む窮きゆうの箍たがを失う──」

　私の〈詞〉に世界の〈詞法則〉が書き換かえられていく。だけどそれは侵しん食しよくではなく調和。そっと寄より添そい、重ね合わせ、静かに音色を変へん奏そうさせていく。

　廻る〈詞〉に絡からめとられた襲撃者たちの剣は、もう、かわす必要すらなくなっていた。

「──ああ、《鏡シエト》は重かさね鎖とざされ──《円環ザイン》は檻おりと駆け抜ける！」

　碧みどりの閃せん光こう──光が回廊を駆け抜けていく。襲撃者の黒装しよう束ぞくに身を包んだ姿が露あらわになる。〈詞〉とともに高こう揚よう感かんも弾はじけとび、私の意識もようやく〝こちら側〟に立ち戻もどった。

「…………ふう」

　襲撃者たちは、まだそこに立っていた。目に見えない何かに向かって剣を振り、あるいは受け流すように身み構がまえる。彼らは、もう私とは別の者と戦っていた。

　それをわき目に、私は投げてしまったマインゴーシュを捜さがした。彼らが何と戦っているのかは、私にも分からない。たぶん、彼らが一番と認めた何か。それが好こう敵てき手しゆなのか、恐きよう怖ふした相手なのか。とにかく、自分の中で一番強いイメージだ。

　これは幻げん覚かくの術だった。私が一番得意な術だ。これだけ念入りに〈詞〉を練り込んだのだから、そうそう破やぶることはできない。

　それにしても何者だったんだろう？　さっきのカトレアさん（仮）を追いかけていた奴やつらの仲間だろうか？

　ともかく、こんな奴らにかかわっていたら、命がいくつあっても足りない。もう一人くらい多かったら、術を使う余よ裕ゆうもなかったかも知れない。ようやくマインゴーシュを見つけて、私は闘とう技ぎ台だいのほうへと走った。

　闘技台のほうは剣士や審しん判ぱんがいたからだろう。少しずつ、騒ぎが収まり始めているようだった。むしろこの先の通路の方角から、悲鳴や唸うなり声が聞こえている。あっちに加勢に行ったほうがいいのかな？

　…………あの魔物たち、今の奴らが呼び込んだわけじゃ、ないわよね。

（──ザワザワザワザワ──）

「──また、あの声……」

　また、あの呼び声が聞こえていた。襲撃者に襲おそわれている最中じゃなくてよかった。さすがに斬りあいの最中にこの声が聞こえたら、気が散ってやられていたかも知れない。

　本日二度目の〝声〟は、かなり大きくて、私は足を止めなければいけなかった。術を使った後というのは、ただでさえ意い識しきが乱れやすい。しばらく、軽い目め眩まいがして走ることができなかった。

　回廊は、いくつもの柱が立ち並ならび白と黒の縞しま模も様ようを作っていた。物が見えないほど暗いわけではないけど、一定間かん隔かくで差し込む強きよう烈れつな日の光は、逆ぎやくに目のくらむ効こう果かがあった。今の私には相当な不ふ快かい感かんだ。ちょっと、本当に気分が悪くなってきていた。

　頭ず痛つうをこらえながら歩いていると、見覚えのある黒い人ひと影かげが倒たおれていた。さっきの襲しゆう撃げき者しやたちと同じ格かつ好こうだ。地面には赤いものが広がっていた。

　……魔ま物ものにやられたのか、それとも、衛えい兵へいにやられたのか。どちらにしろ、自分を襲ってきた相手にあまり同どう情じようはできなかった。

　カトレアさん（仮）を、追っていた奴やつなんだろうか？　通り過ぎていった男たちの顔を思い返しながら、倒れた襲撃者の覆ふく面めんに手を伸のばしたときだった。

　──〝音〟──鋭するどい！

　曇くもっていた意い識しきが一気に晴れた。私は慌てて後ろに飛びのいて、マインゴーシュを抜く──が、飛びのいたというのに、光を弾はじく刃物が目の前をついてきた。

　ギインッ──

　後ろに倒れ込むように避けつつ、マインゴーシュを振り上げる。迫せまる刃物の切っ先に、なんとか当てることができた。

　──強い！

　新あら手ての襲撃者は、すぐさま横に移い動どうし、距きよ離りを取る。さっきの奴らよりずっと鋭い。隊長格ということだろうか？　とにかく──殺やらなきゃ、殺られる。

「──フッ！」

　襲撃者は鋭く息を吐はき、閃光のような突きを撃うち込む。私はそれを屈かがんでかわす──が、二度、三度。続けざまに撃ち込まれる突きは、徐じよ々じよに鋭さを増ましていた。

　とてもじゃないけど、術なんかに意識を割さいたら間違いなく殺られてしまう。

　四回目の突きを、マインゴーシュで受け流す。切っ先を流しつつ、刃を滑すべらせ私は踏ふみ込む。刃を滑かつ走そうするマインゴーシュは、小さな火の粉を撒まき散らす。マインゴーシュのみねは、しっかりと剣に絡からみついて離はなれなかった。

　襲撃者が気づいたときにはもう遅おそい。私はふところにまで飛び込んでいた。長い剣なんか、この間合いじゃ使いものにならない。

　そのまま、マインゴーシュを振り切──ろうとしたときだった。

「──っぐう？」

　突然息がつまり、私は吹き飛ばされていた。蹴けりだ。蹴り飛ばされたんだ。完かん璧ぺきなカウンターで、私は地面に叩たたきつけられていた。

「──ゲッげほっ」

　息ができなかった。胃いの中をかき混まぜられたような気分だった──殺られる！　マインゴーシュを振り上げたけれど、何の役にも立たなかった。何の手ごたえもなく空振り。身が強こわ張ばる──が、止とどめの一突きはこなかった。

「………………あら？」

　あまりに素すっ頓とん狂きような声で襲撃者は言った。

　驚おどろいて顔を上げると、そこには赤あか金がね色いろの髪かみの女じよ性せいが立っていた。カトレアさん（仮）だ。手に構かまえているのは黒い刀身のレイピアだった。ローブの下からは、黄昏たそがれ色いろとでも呼べば適当だろうか、夕暮れのような暗い赤色の衣ころもがのぞいている。

「……あなた、さっきの…………」

「ええ……っと…………ごめんなさい！　人違いでしたわ」

　襲撃者だと思った女性は、慌あわてて頭を下げていた。どうも、向こうも私のことを襲撃者だと思ったらしい。確かに、私は黒のマントに黒法ほう衣え。この襲撃者たちと見間違えられても、あまり文もん句くは言えない格好だ。

　女性は申し訳わけなさそうに助け起こしてくれた。この人、本当に今まで戦ってた人なんだろうか？　この人があの鋭い蹴りを入れる姿すがたが想そう像ぞうできなかった。あの鋭い〝音〟も、もう聞こえなかった。

「この黒装しよう束ぞくの人たち、あなたを狙ねらっていたの？　あなたを追いかけていた人たちなの？」

「うーん……。わたくしも、よく分からないんですの。ただ、あのときの者たちではありませんわ」

「じゃあ──」

　言いかけて、私と女性は同時に周囲に目を向けた。黒装束の男が一人、二人……五人。いつの間にか取り囲まれていた。

「……わたくし、カトレアと申しますの。あなたは？」

「リッカ」

「よろしければ、ここは一つ助け合いませんこと？」

「よろしいと思う」

　私の返答に女性──カトレアは噴ふき出した。

「リッカ。術のほう、頼たよってもよろしい？」

「分かった。足止めをお願いするわ」

　カトレアと背せ中なか合わせに立つと、私はすぐさま〈詞ことば〉を紡つむぎ始めた。術者の一番の弱点は〈詞〉を紡いでいる間、無む防ぼう備びだということだ。背中を守ってくれる人がいるのなら、憂うれいなく〈詞〉を紡ぐことができた。

「──二十九鳴る真名ジヤフル・グラマントンが一ひと片ひらよ。我われは詠うたい誘いざない、其そは舞まい踊おどる──」

「ぃやあっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合とともに、カトレアはレイピアを薙なぐ。──鋭するどい！　襲しゆう撃げき者しやたちもさすがにたじろいで踏ふみ込みをためらう。傾かたむく意い識しきの片かた隅すみで、その光景は確たしかに見えていた。

「──我掲かかげしは翡ひ翠すいの鎚つち──」

　あたりの〈詞〉がざわめき始める。今度のは、少しだけ荒あらっぽい術だ。〈詞〉が軋きしみ始め、回かい廊ろうの中に強い風が吹ふき抜けていく。

　廻めぐり始めた〈詞〉と、カトレアの剣に気け圧おされ、襲撃者たちの動きはかなり鈍にぶくなっていた。

「──《風コフ》は喚かん起きを叫さけび──《空アレム》は歓かん喜きに打ち震ふるえる──」

　だから、私はたぶん油ゆ断だんしてしまったのだろう。目の前にきらめいた刃物が突き抜けてきて、夢ゆめ現うつつの境さかいにあった意識が一気に覚かく醒せいした。

　ガチンッ──鈍くも無様な音を立て、とっさに振り上げたマインゴーシュが弾はじき飛ばされた。手の中から柄つかの感かん触しよくがすっぽりと消え、取り落としたのだと理解した。

　──しまった！　強風とカトレアに阻はばまれながら、まさか反撃が返ってくるとは思っていなかった。いきなり丸まる腰ごしになり、私は少なからず動転した。

　紡いだ〈詞〉が見る見るうちに解ほぐれていく。今すぐ紡ぎ直さないと力の干かん渉しようが消えてしまう。だけど、この状じよう況きようで術に意識を放ほうり出すのはかなりの思い切りが必要だった。

　どうしよう。うろたえる時間があったのも、襲撃者が二の太た刀ちを繫つなげるまでだった。

　首目め掛がけて白はく刃じんが駆け抜ける。それを受ける盾たてはなく、とっさにかわすこともできない。身が強張るのを感じた──

　──ギインッ！

　鋭く走った火花とともに、襲撃者の刃は撥はね飛ばされた。カトレアが振り返りざまに斬り返してくれたらしい。

　この瞬間を逃のがすほど、私は軟なん弱じやくじゃないつもりだ。

「──ああ、《覇アイン》は狂きよう乱らんに雄お叫たけび上げ──《獣ベト》は兇きよう気きに吼ほえ猛たける！」

　ミシッ──〈詞世界〉が軋きしみ上がった。

　吹き荒すさぶ暴ぼう風ふうは、瞬時に烈れつ風ぷうとなって弾け飛んだ。五人いたはずの襲撃者たちは、それぞれ壁かべに叩たたきつけられ、あるいは回廊の外にまで弾き飛ばされ、誰も立ち上がる者はいなくなった。

　動く者がいないことを確かく認にんしてから、ようやく私は一息つけた。

「……ふう。ありがとう。危あぶなかったの………………？　どうかしたの？」

　かばってくれたことにお礼を言って振り返ると、カトレアは、両手を口元に添えて驚いた顔をしていた。どちらかというと、驚いたのは私のほうなんだけどなあ。

　ほどなくして、カトレアはゆっくりと微ほほ笑えんだ。

「その〈詞〉の並び──とても古い術式ですわ」

「え？」

「──《織音術ジヤフル・キヤロル》──まさか、実じつ際さいにお使いになれる方がいるとは思いませんでしたわ」

「ジャフル……？　大げさね。ただの〈唱術マナ・フラグ〉よ？」

「言いたくないのでしたら、とやかくお聞きしませんけれど」

「私の術、普通の〈唱術マナ・フラグ〉と何か違ちがうの？」

　カトレアは、なんだか頭痛を起こしたように頭を抱かかえた。こういう仕草はどこかオボロに似にていた。

「〈唱術マナ・フラグ〉というのは紋もん具ぐの力を引き出す術のことです。あなたのように〈詞〉を直ちよく接せつ織おり込むような術、龍りゆう人じんでもそうそう扱あつかえるものではありませんわ。二十九鳴る真名ジヤフル・グラマントンが伝える世界最古の術──それを《織音術ジヤフル・キヤロル》と呼よぶのです。ご存知なかったのですか？」

「私……術といえばこれしか教えてもらわなかったわ」

「はあ……〝森の魔女〟が古代の〈唱術マナ・フラグ〉を扱あつかうとは聞いていましたけど、まさかこんなものを扱っているなんて……」

「私のこと、知ってたの？」

「そりゃあ分かりますわ。この街に入ってまず聞く噂うわさといえばあなたのことですのよ？」

《織音術ジヤフル・キヤロル》？　クラフトは、何でそんなものを知っていたんだろう？　何でそれを私に教えたんだろう？　〝──〟私は、何だと言われたのだろう？　確か、とてもよく知られていた名前のはずなのに、思い出せない。

　考え込んでいると、カトレアが私の顔をのぞき込んできていた。

「リッカさん。よろしければ、もう少し手を貸かしていただけませんこと？」

「え？　ええ、いいわよ。何をするの？」

「ここに、あるものが封ふう印いんしてあるのですが、それを狙っている不ふ届とどき者がいるのです。こんな手だれが送り込まれている以上、封印も安全とは言えませんわ」

「不届き者って？」

「──〝青の賢けん者じや〟ですわ。賢者の称しよう号ごうをいただいていながら、魔ま道どうに堕おちた嘆なげかわしい者。その者が、今のものたちや魔物を呼よび込んだのです」

「つまり、この騒そう動どうに紛まぎれて何かを盗ぬすもうとしてるのね？」

「その通りですわ」

「……とりあえず、今はあなたのこと信じるわ。何をすればいいの？」

「封印の間を死守するのですわ」

「いいわ。どこにあるの？」

「今、探さがしているところですわ」

　胸むねを張はり、あまりに自信を持って言われたため、言われた意味がよく分からなかった。

「…………ええ……っと……？　つまり、どこにあるか、分からないの？」

「その通り！」

　今度は、私が頭痛を起こしたように頭を抱えるハメになった。いや、もともと頭は痛いたかったんだけど。どうしよう。オボロが言ってた通り、困こまった人だ。変なのにかかわっちゃったな……。

「とにかく。役場の中心にあるはずですわ。ですから、役場に忍しのび込んだ者たちを成敗すれば、封印は守られますわ」

「役場って、建物が違うじゃない。なんでカトレアさん、こんなところにいるの？」

「……？　ここは役場ですわよ？」

「え？」

　言われてみれば、闘とう技ぎ台だいはいつの間にか見えなくなり魔物の騒ぎも遠くで聞こえていた。周りも確かに闘技場の回かい廊ろうとは造つくりが違っていた。植え込まれた緑が整えられており、奥おくに見える建物の中には、いくつものテーブルとカウンターがのぞいている。

　どうやら、頭痛のせいか私のほうが道を間違えていたらしい。ちょっと、恥はずかしかった。

「──あら？」

　どこへともなく走り出そうとしたカトレアは、不意に足を止めた。周りに倒たおれた襲しゆう撃げき者しやたちを不思議そうに見ている。

「息が──ありますね。仕し損そんじたわけではありませんね。手て加か減げんしたのですか？」

　五人の襲撃者たちは、ピクリとも動かないけど、ちゃんと生きていた。烈れつ風ぷうの衝しよう撃げきとそれで生じた酸さん欠けつに伸のびているだけだ。

「倒したのだから問題はないと思うけど？」

「……あなたは、確かに優すぐれた術者ですわ。ですけど、向こうはこちらを殺すつもりでいるのですよ？　生かしておいては、目を覚ました瞬間に後ろから刺さされることになります。この甘あまさはいつか命とりになりますわよ？」

　厳きびしい一言だった。でも、だからといって謝あやまるわけにもいかなかった。

「……私が術を教えてもらうとき一つ約束をしたの。師し匠しようとの約束。〝人を傷きずつけるために術を使わない。生かすために術を使う〟って。馬ば鹿かげてると思うかも知れないけど。大切な約束なの」

　カトレアはふっと笑った。それは嘲ちよう笑しようではなく、あまりに優ゆう雅がな微び笑しようだった。

「よい、師匠様だったのですね。嫌きらいじゃありませんわ、そういう約束。ずっとお守りになってきたの？」

「破やぶったことはないわ」

「いずれお会いしたいものですわ。あなたに《織音術ジヤフル・キヤロル》を教えたお方に」

「…………もう、他界したわ」

「まあ…………それは、惜おしい話ですわ」

　私の師であるクラフトは、たくさんのことを教えてくれ、たくさんのものを与あたえてくれた。なのに、私は何も返せなかった。私にできることは約束を守る。ただ、それだけしか残っていなかった。




　カトレアはどういう見当をつけているのか、一直線に走り始めた。私もおとなしくそれに続く。

「でも、驚きましたわ。魔女と呼ばれているわりには、見事な体さばきでしたわ」

「ナイフのこと？　あなたこそ、剣を使うわりには、ずいぶん上等そうな紋具を持っているじゃない」

「わたくしは、術の使用を禁きんじられていますの。そう易やす々やすと使うわけにはゆきませんわ」

「ふうん……。やっぱり、術も使えるのね」

「あら？　失言でしたかしら？　ですが、わたくし、自分の剣をあれほどかわされたのは初めてですわ。どういう見切り方をなさってるんですの？」

「見切り……？　うーん……〝音〟……かしら？」

「〝音〟……ですか？」

　〝音〟……としか言いようのないものだ。実じつ際さいの物音か？　といえばそうでもない。正せい確かくに言うなら、〝音〟がしたような気がするのだ。私以外には、聞こえないものらしい。子こ供どものころ、幻げん聴ちようなんじゃないかと本当に悩なやんだ時期もあった。

　だけど、必ず何かが動いている。魔ま物ものが襲おそってきてることもあれば、上から物が落ちてきていたりも。そんなとき、何か物音が聞こえたような気がする。私は、いつもそれを当てにしていた。

　カトレアは変な人だけど、腕うでは私よりは良さそうだった。

（──ザワザワザワザワザワ──）

「──っ……」

　また声だ。今度のは大きかった。頭ず痛つうが走り、思わず足を止めていた。

「どうしたんですの？」

「……ううん。ちょっと……頭痛が──っ」

　声はどんどん大きくなっていた。どうなってるの？　今まで、こんなことはなかったのに。それに、一日のうちにこんなに何度も聞こえることなんて……。

「しっかり！」

　カトレアが肩かたを抱だいてくれたけど、あまり効こう果かはなかった。これも呪のろいなんだろうか？

　気を失いそうになるような頭痛が走った。そして、それは今までになく、はっきりと聞こえた。

（──我われはここにいる〝──〟よ──我はここにいる──我を解とき放て──）

「だ……れ……？」

（──我は〈詞ことば〉。我は〝真名ジヤフル〟を束たばねし者〝──〟よ──）

「私は……なんなの……？」

　聞いてはいけない。応えてはいけない。何度も忠ちゆう告こくされた。だけど、私はその声に耳を傾かたむけた。声は知ってる。私が何なのか。声は教えようとしている。私が誰だれなのか。

「答えて。私は、何なの？」

　ぴシンッ──何かが、割われた音が聞こえた。

（──汝なんじは〝神み子こ〟だ──）

　私は、声に向かって走り出した。

「リッカ！　どこへ行くのです」

　カトレアが何か言った気がしたけど、振ふり返れなかった。

　呼よんでる。声が呼んでる。私は、道を間ま違ちがえたんじゃない。声に呼ばれていたんだ。

　──神子──

　そうだ。クラフトは私のことをそう呼んだ。長老さんだって知っていた。お父さんもお母さんも知っていたんだ。みんなそれが一体何なのかは教えてくれなかったけれど、でもそう呼ばれたんだ。

　声の呼ぶままに、私は走る。石の階かい段だんを駆かけ下り、机つくえの並ならぶ広間を駆け抜け、どこかもよく分からない場所を駆け抜けた。

　いつの間にか、大きな広間に出ていた。円の形に柱が並び、中央には翼つばさある竜りゆうの彫ちよう像ぞう。大きな剣けんが突つき立ててあり、それを守るように佇たたずんでいる。石を積み上げて造られた古そうな部屋。床ゆかや柱には青せい銅どうのような光こう沢たくのある緑の染しみが広がっていた。

　神しん殿でん……だろうか？　役場の中なのに？

「はあ……はあ……どうしたんですの？　突とつ然ぜん、走り出して……」

　カトレアがずっとついて来ていたことに、やっと気がついた。

「ここは…………役場の中心部ですわね。封ふう印いんの間……といった趣おもむきですこと。ここのこと、ご存ぞん知じでしたの？」

「──〝声〟が……聞こえるの…………」

　声は、この奥おくから聞こえているような気がした。だけど、通路は見当たらず、目の前は柱が並ぶだけの行き止まりだった。

「〝声〟？」

「ずっと、私を呼んでる。ここから……ううん。この先から聞こえる」

　頭痛のせいで、もう半分意い識しきが朦もう朧ろうとしていたけど〝声〟に耳を澄すませてみる──聞こえたのは鋭するどい雑ざつ音おんだった。

「カトレアさん！」

　私が叫さけぶのと同時に、カトレアは剣を抜いていた。振り返るように一回転し、レイピアが空を斬きる。赤い霧きりが弾はじけ、続けて重たい音がした。カトレアの後ろに、黒くろ装しよう束ぞくの襲しゆう撃げき者しやが崩くずれ落ちていた。

「……ふう。わたくしとしたことが、後ろを取られるとは…………不覚ですわ。よくお気づきになりましたわね？」

　私は、返事ができなかった。カトレアの後ろ、事切れた襲撃者のさらに向こうを見ていたから。遅おくれてカトレアもそれに気がついたようだった。

　私たちが入ってきた入り口に隠かくれて、鎧よろい姿すがたの兵士が数人倒たおれていた。床ゆかには、赤い染みが広がっていた。息はなさそうだった。

「……ここも、安全とは呼べないようですわね」

「酷ひどい……ここに、何があるっていうの？　人を殺してまでしてほしいものなの？」

　カトレアは、考え込むようにうつむいていた。答えられないということだろうか？　しかし、ほどなくして、彼女は驚おどろいたように顔を上げた。

「リッカ……あなた、さっき〝声〟が聞こえるとおっしゃいました？」

「ええ……」

　声は、もちろんまだ聞こえていた。

「まさか……〝神しん龍りゆう〟の声が聞こえてるんですの？」

「神龍……？」

　カトレアは答えず、何か思いつめているようだった。グローブ越ごしに、指を嚙かむ仕草は、どこか違い和わ感かんがあった。噓うそ……とまではいわないけど、何かを隠してる。そんな感じだ。

　やがて顔を上げた彼女は、何かを決意した表情だった。

「……ここに封印してあるのは神龍と呼ばれる精せい霊れいですの。神龍は自分の依より代しろとなるものを必要としていますわ。……もし神龍があなたを選んでいるのなら、あなたはそれに応える必要があります。ここも、すでに襲撃者たちが入り込こんでいるのですから」

「依り代？　どういうこと？」

「本来〝神子の騎き士し〟が宿すべき精霊なのですが…………リッカ。一つだけお聞きしますわ。あなたは、今よりもずっと大きな力を持ったとしても、お師し匠しよう様との約束を守ると誓ちかえますか？」

「……よく分からないけれど、私がお兄──師匠に返せることは約束を守ることだけよ」

「ならば〝声〟に応えてあげてください。ここに、封印されているはずですから」

〝声〟に……応える？　私を呼び続ける〝声〟に？

　私は、耳を澄すませた。私を呼ぶ〝声〟。自分のもとに来るよう呼ぶ〝声〟。ここではない。もっと先から聞こえる〝声〟。

　目の前には竜の彫像。その向こうには柱の並ぶ壁かべ。〝声〟は彫像からじゃない。奥の壁から聞こえる。私は壁のほうへと進んだ。カトレアは不思議そうな顔をしたけど、止めはしなかった。

〝音〟が聞こえていた。静かな石の軋きしむ〝音〟。静かな軋みの中に、一つだけ雑音が混まじっていた。〝噓〟だ。この中に噓が混じっている。

　私は、雑音の中に手を伸ばした。

　ザザアアアアァァァァァァァ──

　砂すなが落ちるような音を立て、目の前の壁が崩れてなくなった。

「──結界……破ったのですか？」

　目の前は開けていた。コケの生えた石いし畳だたみがまっすぐに延び、ツタの生おい茂しげった石の神殿が広がっていた。頭上からは、明るい日の光が射さしている。役場の中心部であるはずのそこは屋根のない吹き抜けになっていた。

　石の神殿の中心には、ぽつんと一つ石せき碑ひが鎮ちん座ざしていた。ヒビの入った大きな墓ぼ石せき。古いのは分かったけど、きれいな光こう沢たくを発していた。

　──英えい雄ゆうの墓所になにかある──

　誰かが言った言葉が脳のう裏りを過よぎった。

　──〝声〟には応えるな──

　誰かの忠ちゆう告こくがフワリと浮うかんで消えた。

　私は石碑に向かって足を進めた。呼んでいる。〝声〟はもう、はっきりと聞こえていた。

「リ──リッカ！　待ってください。あなた、まさか──」

　カトレアが何か言ったような気がした。だけど、私にはあの〝声〟しか聞き取れなかった。

（──神子よ。我われは待ち続けた。汝なんじを待ち続けてきた──）

　石碑には、名が刻きざまれていた。ルチル＝クォーツ。英雄の名だ。

（──我は兆きざし。我は物語の筆ふで。我は〝二十九鳴る真名ジヤフル・グラマントン〟を束ねし者《詞エル・アレフ》──）

　名の下に、年号が刻まれていた。そしてその下に、とても古い言葉が一行刻まれていた。

　──《詞の龍人エル・アレフ・フラグム》──

（──神子よ。汝の名を捧ささげよ。されば我は応えよう。汝の望みに応えよう──）

　声は、静かで大きかった。何よりも優やさしく、ただ、安心して受け入れることができた。

「──駄だ目めです。わたくし、勘かん違ちがいをしてましたわ。あなたは──〝神子〟は〝鍵かぎ〟を手にしてはいけないんです。戻もどってください！」

　誰かが、何か喚わめいたような気がした。でも、私は声に応えた。

「私、リッカ。リッカ＝エンドワード──」

　──真っ白な光だった──

　暖あたたかい明かりの中で、何かが私の中に入ってくるのを感じた。とても力強い何か。でも、不思議なほどそれは安あん堵ど感のあるものだった。

　明るい明かりの中、もう一度大きく声が響ひびいた。




　──汝はただ、望めばいい。されば我は応えよう──







　第三章　灰はい色いろの乙おと女め







　目が覚めると、教会の長なが椅い子すに縋すがりついていた。頰ほおに乾かわいた何かがこびりついていた。

　ああ……。そうだ。私は泣いてたんだ。ここでずっと泣いてて、そのまま寝ねてしまった。泣き疲つかれて寝てしまうなんて……。私だって、もう、子こ供どもじゃないのに……。もう、唱術マナ・フラグ学園に行ける歳としなのに……。

　でも、起きる気力はわかなかった。思い出すと、またグスグスと涙なみだが出てきた。

　不意に目の前が影かげになり、誰かが頭を撫なでてくれた。クラフトだ。私の師匠だ。だけど、その顔を見上げることはできなかった。怒おこられるような気がしたから。いや、がっかりされるような気がしたから……。

　また涙が出てきて、長椅子に顔を埋うずめた。

「……リッカ」

　クラフトは、ただ、優しく名前を呼よんでくれた。

「……お兄ちゃん。私、学園に行っちゃ駄目なんだって」

　十二歳になったら、ペリドットにある唱術学園に行ける。私とクスカは一いつ緒しよに行こうと約束していた。なのに、直前になって、私は行っては駄目だと言われた。

　クラフトがせっかく術じゆつを教えてくれたというのに、それを全部無駄にしてしまった。

　唱術学園の寄き宿しゆく舎しやへ入るクスカを見送って、私はどうしようもない気持ちになった。

　──羨うらやましい──。祝ってあげたいのに、悔くやしくてできない。そんな自分が嫌いやだった。だけど、そんな自分が可か哀わい想そうで、どうしようもなく嫌な気持ちだった。

「リッカ……」

　クラフトは、もう一度優しく名前を呼んでくれた。だけど、優しくされたらその分だけ涙が出てきていた。

「リッカ。許ゆるしてくれとは言わない。だけど、今は我が慢まんしてほしい」

　言ってることが、よく分からなかった。思わず顔を見上げると、クラフトは私よりもずっと辛つらそうな顔をしていた。

「学園の話。止めたのは僕ぼくだ」

「………………噓うそ……」

「本当だ。恨うらむんなら、僕を恨んでくれ」

　信じられなかった。私に唱術を教えてくれたのはクラフトなのに、その彼が私から未来を奪うばった。なんで、そんなことをするのか、いや、やっぱりクラフトがそんなことをするなんて信じられなかった。

「噓……でしょう？　私に、術を教えてくれたのは、お兄ちゃんじゃない。なんで……そんなことを言うの？」

「僕は君に術を教えた。それは、君に自分の身を守る術すべを持ってほしかったからだ」

「身を守る？　なによそれ。私、身を守る必要なんてないわ。クスカだってそうじゃない。なんでクスカはいいのに、私は駄目なの？」

　こんなこと言いたいわけじゃないのに、文もん句くを言える相手を見つけてしまったら、もう、止められなかった。

「酷ひどいじゃない！　私を……私を〈唱術士フラグ・テラー〉にしてくれるって言ったのに！」

「君は〝神み子こ〟だ」

「だからって──どうしてよ！」

　悔しくて、どうしようもなくて、私はクラフトを叩たたいた。何度も何度も叩いた。振り上げた手が、クラフトの顔を叩き、丸いメガネが地面に落ちて、ようやく私は手を止めた。

　クラフトの頰から、うっすらと血が滲にじんでいた。

「…………ごめん……なさい」

　八つ当たりだった。こんなことをしても、嫌な気持ちになるだけだった。呻うめくように呟つぶやいたクラフトの言葉が、もう一度頭の中でこだました。

　──君は〝神子〟だ──

　それが、何をする人なのかは教えてもらえなかった。でも、キレイでいなきゃいけないんだということは分かった。昔話やいろんな英えい雄ゆう譚たんに出てくる〝神子〟は本当に優しくて、誰でも救ってくれるんだから。

　なのに、私はこんな嫌な子だ。クラフトの顔を見ることができなくて、私は下を向いていた。

　フワッと目の前が塞ふさがり、私は抱だきしめられたことに気がついた。クラフトは優しく抱きしめてくれていた。

「……君には、学園に行って、誰からも慕したわれる輝かがやかしい未来があっただろう。それを奪ったことに謝しや罪ざいはしない。だから、僕は約束する。君から奪ったものの分だけ、君を守る。この先、何があっても、君のことは僕が守る」

　クラフトは悲ひ痛つうな声でそう約束してくれた。

　──なんで、そんな約束が必要なの？

　だけど、ただ、この温ぬくもりが自分にだけ向けられていたことに、私は考えるのをやめた。




　　　　♪




　……夢ゆめ？

　また夢だ。懐なつかしい。でも思い出したくないあの夢。そういえば、あのときからだったような気がする。子供扱あつかいされることが嫌になったのは……。

　ガヤガヤとうるさかった。誰かが言い争っているのだと分かった。なんだろう？

　ぼんやりと開けた目に飛び込んできたのは、青みがかった黒くろ髪かみと心配そうな青年の表情だった。私の額ひたいに押おしあてられたのは、いつも、私を子供扱いする温かい手。

「……カノン？」

「起きたか」

　カノンは、珍めずらしく眉み間けんのしわを緩ゆるめて、少しだけ穏おだやかな表情を見せた。こんな顔もできたんだ。

　そういえば、この人が笑ってるところをほとんど見たことがない。こんな表情も初めて見た気がする。人を子供扱いする上いつもしかめっ面つら。だけど、私はこの人を嫌だとは思ってないらしい。

　私は、ぼんやりしたまま、少しだけ笑った。

「なんで、あなたはいつもそこにいるの？」

　目が覚めたとき、カノンがそこにいたことはこれで二度目だった。

「寝ねぼけているのか？」

　ポンポンと気軽に頭を叩たたかれ、瞬またたく間に機き嫌げんが悪くなった。

「ちょっと。その人の頭を叩くのやめてって言ってるでしょう？」

「起きられるのなら、さっさと起きろ」

　カノンの悪あく態たいに腹はらを立てながら、私はようやく自分がどこにいるのか疑ぎ問もんに思った。

　漆しつ喰くいで塗ぬり固められた壁は真っ白で、きれいに整理された部屋だ。さして広くはないのだけど、一つだけある棚たなの中に香こうを炷たくものらしい小さな小こ瓶びんや、加工前らしい鉱こう物ぶつの原石なんかが転がっている。

　ほのかに漂ただようこの香かおりには嗅かぎ覚えがある。紋もん具ぐの手入れに使う油のニオイ。ということは、オボロの店の中だろうか？

　なんで、こんなところに寝てるんだろう？　確か……そう、今日は英雄祭だ。それで、カノンも出るというから見に行って…………それから？　それからどうなった？

　目覚めきっていない頭を何とか働かせても、なかなか思い出せなかった。

「オボロ。リッカが目を覚ましたぞ」

　カノンが外に呼びかけると、言い争う声が止やみ、入り口がそっと開いた。入って来たのは目を閉とざした黒髪の男と、赤あか金がね色の髪の女じよ性せいだった。オボロと…………。

「カトレア……さん？」

　その顔を見て、ようやく思い出した。英雄祭で魔ま物ものが出たこと。そして、謎の襲しゆう撃げき者しやたちが現あらわれたこと。そして────

「カトレアさん！　〝あれ〟は一体何？　神しん龍りゆうって……私が神子って、どういうこと？」

　──《詞エル・アレフ》──

　確かに〝あれ〟はそう名乗った。古い言葉──ジャフル・グラマントンの発音だ。とても暖かく、悪い者には思えなかったけど、あれは私を〝神子〟と呼んだ。そうだ。クラフトだって、私のことをそう呼んでたんだ。どうして今まで思い出せなかったんだろう。

　問い詰つめる私にカトレアは困こまった顔をした。

「申し訳わけありませんわ。まさか、あなたが神子だなんて、思いもよらなくて……」

「なんなの？　その神子って…………」

「百年に一度生まれるという、力を持った人間のことですよ。本屋に行って、伝記や絵本を読んでみてください。きっとどれにでも載のっていますから」

　答えたのは、オボロだった。そのおどけた調子から、あらかじめ知っていたのだと気がついた。

「オボロ……知ってたの？」

「……はい。あなたが無自覚でしたもので、黙だまっていました」

「どうして？」

「…………あなたは、記き憶おくに部分的な欠落があると言いました。初めは呪のろいの副ふく作さ用ようだと思ったのですが、あなたが神子であるというのなら話は別です。《織音術ジヤフル・キヤロル》の手ほどきをできるようなものが、あなたが神子であることに気づかぬわけがない。それをあなたが知らないという話は、少し無理があります。あなたがとぼけているのでなければ〝意図的に忘わすれさせられている〟ということになります。ひとまずは、刺し激げきしないほうがよいと思いました」

「そんなのって…………」

「リッカ。怒おこらないでください。オボロの判はん断だんは間ま違ちがってませんでしたわ。あなたは、すでに〝鍵かぎ〟に呼よばれていたんですもの……」

　オボロの肩かたを持ったのはカトレアだったが、その表ひよう情じようはいかんともしがたいほど沈ちん痛つうなものだった。

「……〝鍵〟？　あの神龍という奴のこと？」

　オボロは近くの荷箱を引きずってきて椅い子すにした。意外と、大おお雑ざつ把ぱな性せい格かくみたいだ。カトレアもそれに腰こしかける。

「少し、長い話になります。あなたは神子です。〝神子〟がどういったものかはさすがに知っていますね？」

「昔話に出てくるくらいの話だったら……」

「結けつ構こう。では〝災わざわいの箱〟の話はご存ぞん知じですか？」

「〝災いの……箱〟？」

　昔々、あるところに神様から祝福されて生まれた女じよ性せいがいた。

　彼女は、全すべての神様から祝福され、最後に一つ箱を手て渡わたされた。決して開けてはいけない。そう、注意されて……。

　しかし、彼女はある日その箱を開けてしまった。箱の中身が気になって好こう奇き心しんから開けてしまった。開いた箱から這はい出したのは、身の毛もよだつ姿すがたの怪かい物ぶつだった。それは〝災さい厄やく〟と呼ばれるものの化け身しんだった。彼女は好奇心で災厄を解とき放ってしまった。

　彼女は、慌あわてて蓋ふたを閉しめたが、すでに遅おそかった。災厄は世界中に広がってしまった。だけど、箱の中から、まだ声が聞こえていた。

　──ここから出してください──

　女性が耳を傾かたむけると、声はこう言っていた。

　──私は〝希望〟です。どうか、ここから出してください──

　彼女は災厄を解き放った。しかし彼女が箱を開けなければ世界にはほんの一欠片かけらも希望は存そん在ざいしなかった。

「昔からあるお話ですね」

「それが、どうしたっていうの？」

「それが神子の物語なのです」

「…………どういうこと？」

「つまり神子は〝災いの箱〟から解き放たれた希望です」

　そう言われても、ピンとくるものはなかった。神子と呼ばれること自体に実感がないのだ。ただ、クラフトたちが、私のことをそうだと言ったことは思い出せた。だから、そうなのかも知れないと思うだけだった。

「……よく分からないわ。それと神龍がどう関係あるの？」

「あなたは神龍の声を聞いた。〝災いの箱〟の話を知っているのなら、どこか似ていると思いませんか？」

　──我われは、ここにいる。我を解き放て──

　声は、ずっとそう叫さけび続けてきた。

「閉じ込められていた希望が神龍？」

　だけど、オボロは今、神子のことをそう呼んだはずだ。どういうことだろう？

「順を追って話しましょう。あなたが〝呼び込み〟に唄うたうとおり、この世界は神々の語らう物語です。至し極ごく美しく、静せい寂じやくと安息をもって唄われていたのですよ。ところが、ある女性が〝災いの箱〟を開いてしまったがゆえ、存在しなかったはずの一行が書き加えられてしまった。物語は大きく歪ゆがみ災いという形で現あらわれ始めた」

〝災いの箱〟の物語を、そんなふうに重ねて語られるのは初めて聞くことだった。

「さて。歪んでしまった物語には、二つの結末しかない。語るのをやめてしまうか、あるいは歪みを紡つむぎ直すのか。神々は自らの語らう〈詞ことば〉を人に伝えることにしました。自分たちの手で自分たちの物語を紡ぎ直させるために」

「──ジャフル・グラマントン…………」

　私の口からこぼれたその言葉に、オボロは小さく微ほほ笑えんだ。

「そういうことです。そして、その神かみ鳴なる〈詞〉を贈おくられたのが神子なのです。だから神子は百年周期で物語世界の歪みを紡ぎ直すべく現れる。ジャフル・グラマントンは本来、神子のための〈詞〉なのです。一いつ般ぱんでは、ジャフル・グラマントンから神子が創つくられたように語られていますが」

　──彼女が扱あつかうべき術じゆつがあります──

　クラフトは、初めから知っていたんだ。何もかも。だけど、だからって全部鵜う吞のみにすることなんてできなかった。

「でも、そんなのおかしいわ。だったら神龍って一体なんなの。それに〝災いの箱〟を開いた人が全部悪いんでしょう？　なのに、どうして神子がそんなことをしなければいけないの？」

　思わず声を荒あらげてしまうと、オボロは動じず微笑み返してきた。

「順を追って──と言いましたよ。そのジャフル・グラマントンですが、それは世界を紡ぐ二十九の欠片かけらそのものでもあるわけです。つまり神龍とは二十九鳴る真名ジヤフル・グラマントンの一ひと片ひら。物語を紡ぐ筆ふでなのですよ。そして…………」

「そして、その筆を受け取った者を龍人と呼ぶのですわ。わたくしも、オボロも、そしてあなたもです」

　言いにくそうに口ごもったオボロの続きを、強引に引き継いだのはカトレアだった。

「私も……って、え？　オボロも？」

「わたくしは《夜サメク》、オボロは《金ペイ》、あなたは《詞エル・アレフ》。神子が龍人になってしまった例は聞いたことがありませんけれど、ともかくあなたは〈詞〉だけは受け取るべきではなかったんです」

「ちょ……ちょっと、待って。あなたたちは龍人なの？」

「先ほどから、そう言ってますわ。これは、重大なことなのです。人が〈詞〉を紡ぐ術すべを持ったおかげで〝災いの箱〟は閉じることができましたわ。ですが〈詞〉によって閉じられているということは〈詞〉によって開けることもできるということなのです。〈詞〉は〝災いの箱〟の〝鍵かぎ〟です。だから神子だけは〈詞〉を手にしてはいけなかったのです」

　反はん論ろんを許ゆるさないような強い口調だった。

「……よく分からないわ。どうしてそんなに神子に執しゆう着ちやくするの？　他の人だったら持っていてもよかったの？」

「その通りですわ。神子以外には〝災いの箱〟を開けることなんてできないのです。最初に〝災いの箱〟を開けたのは、神子なのですから」

「カトレア。リッカに〝鍵〟を持たせたのはあなたでしょう？　責せめるように言うのはどうかと思いますが」

「ムッ！　あなたが神子のことを隠かくさなければ、わたくしだってこんなことはしませんでしたわ」

　どうやら、先ほど部屋の外でもめていたのは、これが原げん因いんのようだった。私、まだ、何がなんだかよく分からないのだけど？

　ようやく私の様子に気づいたらしく、オボロが沈ちん痛つうな表情を向けてきた。

「話の腰が折れてしまいましたね。実は、カトレアが言うように、初めに〝災いの箱〟を開いたのは、神子なのではないかと言われているのです」

「どうして？」

「彼かの女性は、神々から祝福を受けていた。そして、希望も解き放った。ジャフル・グラマントンはどちらのことでしょう？」

「つまり……？」

「その女じよ性せいは〝災いの箱〟を開けてしまったがゆえ、ジャフル・グラマントンを用いて歪みを修しゆう復ふくする責せき務むを負わされたということです。それを祝福と呼ぶのか希望と呼ぶのか、一体誰だれが決めたことなのでしょうね」

　ドシン──と、何か重たい〝音〟を聞いたような気がした。私が何かしたわけでもないのに、私が悪いというの？　神子ってそういうものだったの？

　さすがに、うつむいてしまうと、カトレアはなんだかハッとしたような表情を見せた。

「あ……別に、あなたのことを責めているわけではありませんの。ただ、事じ態たいの重大性は認にん識しきしていただかなければいけないと、そう言っているだけですわ」

　今までとは打って変わって、本当に申し訳わけなさそうだった。別に、私個こ人じんに対して敵てき意いを抱いだいているわけではなかったらしい。視し線せんに気づいたのか、カトレアは髪かみを振ふり払はらって大きく息をついていた。

「失礼しましたわ。これは何もあなたに責任のある話ではありませんでしたわ。ただ、これから話すことはあなたにとってあまり気分のいい話ではないはずです。心の準じゆん備びはよろしくて？」

　気分の良くない話？　もう、十分気分の悪い話のような気もするのだけど……私は、少し気を引き締しめてから一度頷うなずいた。

「実は〝災わざわいの箱〟は、もう一度開かれたことがあるのです」

「二度目があるの？」

　そんな話は、聞いたことがなかった。カトレアは沈痛そうに頷いた。

「二度目に開かれたのは、今から三百年前の話。当時の〝鍵かぎ〟の所持者は、厳げん密みつには神子ではなく〝騎き士し〟の方でした」

「三百年前…………ルチル＝クォーツ？」

　英雄ルチル＝クォーツ──初代の神子の騎士──《詞の龍人エル・アレフ・フラグム》──〝鍵〟の所持者──三百年も昔に、なにがあったというのだろう？

「ルチル＝クォーツと当時の神子は、実の姉し妹まいのように仲がよかったらしいですわ。だから、彼女は〝神子の騎士〟になった。彼女たちの間に、何かしらの絆きずながあったのは確かですわ。だから神子は〝鍵〟に干かん渉しようできた」

　カトレアは、なにかを堪こらえるように言葉を切った。

「それで……どうなったんですか？」

「…………神子は、当時の災いを鎮しずめるため〝災いの箱〟を開いてしまった。開かれたのは〝西の大陸〟でしたわ」

　私は、身が強こわ張ばるのを感じた。

「──西の災さい厄やく──」

　三百年前に引き起こされたという〈唱術士フラグ・テラー〉にとって、戒いましめともされている大災害。当時、西の大陸では長い戦いくさが続いていたのだという。そんなある日、どこの国だったのかも定さだかではないけど〝禁きん呪じゆ〟に手を染そめた者がいた。長年の戦せん乱らんに業ごうを煮にやした結果だったという。

　結果は──西の大陸の半分を何もない砂さ漠ばくへ変えてしまった。そこに存そん在ざいした全すべてを吞のみ込んで。その事件から三百年が経けい過かした現在でも、西の大陸は草木も生えぬ荒こう野やと砂漠が大半を占しめている。

　それが〝災いの箱〟を開いてしまった結果だというの？　だったら、カトレアが神子を責めるのも無理はない。

「当時の神子は名前さえ伏ふせられてしまいましたわ。彼女について伝えられているのは髪かみの色が〝灰はい色いろ〟だったということだけ──灰色の乙おと女め──それが、当時の神子の字あざなです」

「灰……色…………？」

　私の髪の色──灰色の髪は忌いみ人の髪──それが、どうしてなのかなんて、考えたことがなかった。ああ……そうか。だから、オボロはあのときうろたえていたんだ。灰色の髪をした神子が現れてしまったから…………。

　私は、ようやく自分が神子なのだと納なつ得とくした。それは理り解かいではなくて、逃にげ道が全部なくなってしまっただけの話なのかも知れないけれど……。

「……私が〝災いの箱〟を開けかねないってことは、分かりました。だから、オボロは隠そうとしてたのね？」

　別に、責めてるつもりはなかったのだけど、オボロは露ろ骨こつに顔を背そむけた。それから、小さくため息をついた。いつもの微び笑しようはすっかり影かげを潜ひそめていた。

「できることなら、あなたには何も知らせないままでいたかったのです。忘れてしまったのなら、思い出す必要などないと思いました。あなたの名を、物語に連つらねさせたくありませんでした」

　昔、誰かから、似にたようなことを言われたことがあるような気がした。

「別に恨うらみ言を言うつもりはないが、理由というものが聞きたいものだな」

　言ったのはカノンだった。……恨み言って、どういうことだろう？

　オボロは、ずいぶん長い沈黙の後、観念したように答えた。

「…………いつの世の神子も、とても短命なのですよ。天てん寿じゆを全まつとうできたと言われる者でも、せいぜいが二十代の半ば。あまり、知られていることではありませんがね」

　カノンは目を見開いて、私とオボロを交こう互ごに見つめていた。私は、言われたことがしばらく理解できなかった。

　短命…………？

　それって、死ぬってこと？

　私が？

　長生きしたいと、特別に思ったことはなかった。でも、死にたいなんて思ったこともなかった。デンドリの村がなくなったときでも、私は死にたくないと思った。だから、私は森の中で魔ま女じよ呼よばわりされたって生きてきたんだ。

　なのに──死ぬ？

　理解したくなかったけど、クラフトやお母さん、お父さんや長老の態度を思い出してしまった。それが罪つみになると知りながらも、神子の存在を隠そうと必死になっていた。

　それが、何よりの証しよう拠このような気がしてしまった。

　二十代半ばで死ぬ。今、私は十八。つまり、あと十年も生きられないらしい。おまけに〝西の災厄〟をもう一度引き起こす力を持ってしまった？

　頭の中がグルグルと回っていた。同じように目の前もグルグルと回り始め、私は吐はき気を感じた。

「……少し、外の空気を吸すってくる」




　半ば逃げ出すように店を出ると、あたりはすでに暗くなっていた。空には刀かたな傷きずのような細長い弧こ月げつ。星の詠よみ方は知らないけれど、夜に瞬またたく星たちはどこか物悲しげに見えた。

　街の喧けん騒そうも、今はだいぶ静かになっていた。よほど夜も深い時間なのだろうか？　人通りも少なく、ところどころで酔よいつぶれて眠ねむっている人がいるあたり、まだお祭り騒さわぎの余よ韻いんが見られる。見回りの兵隊もウロウロしているけど、そちらも少しお酒を吞のんでいるようだった。

　オボロの店はこの街の繁はん華か街がいの真まっ只ただ中なかにある。夜とはいえ、もっと騒がしくても良さそうな気がした。昼間のやかましさが噓うそのようだった。

　そう、昼間は本当に騒がしかった。

　──英雄祭──

　あれからどうなっただろう？　カノンが無事だったということは、何とか収しゆう拾しゆうがついたのだろう。でも、試合の最中さなかに魔物が出るなんて……。

　店の出入り口はすでに施せ錠じようされている。金きん属ぞくの看かん板ばんの下に、小さな丸まる椅い子すが転がっていた。いつも、呼び込みをかけるときに使っている椅子だ。これに腰こしかけてリュートを奏かなでると、必ず誰かが足を止めてくれたのだ。

　ここは、居い心ごこ地ちがよかった。そう、楽しかったんだ。私は、ここが好きだったんだ。なのに…………。

　椅子を拾い上げてホコリを払っていると、そんなことを思い出してしまった。息苦しいようなやるせなさがこみ上げてきて、私は椅子にちょこんと腰かけた。

　冷たい風が吹き抜け、身み震ぶるいしてしまった。もうじき、冷たい季節がやってくるのだ。マントを持ってくるのを忘れてしまった。この格かつ好こうでは少し寒すぎる。でも、考え事をするにはちょうどいいのかも知れない。

　クラフトは、私が〝神子〟だって知っていた。長生きできないことも知っていた。だから、あの日、私が大きくなるまで黙だまってることにしたんだ。

　──十五歳さいになったときに選ばせる──

　長老はそう言った。でも、私はもう十八歳。何も決めてない。何も決められない。私は、十五歳のとき、何をしていたんだろう？

　デンドリの村がなくなり、砂さ漠ばくの真ん中で途と方ほうにくれていた私を拾ってくれたのは、旅の修しゆう道どう士しだった。どうやら、異い常じようの調ちよう査さに来たらしかった。彼は、無事だった村まで送ってくれたのだけど、私はそれからただ、一人であちこちを流れた。

　──一いつ緒しよに来ないか？　──

　術じゆつの腕うでを見み込こんでそう言ってくれた人もいた。だけど私は何も選ばずに、結局この近くの森──ルチルの大森林に住みついた。

　カチャリ──と、小さな音がして、誰かが近くに来たのが分かった。見上げると、月明かりを受けて藍あい色いろにも見える黒の長髪。カノンが隣となりにいた。裏うら口ぐちから回ってきたらしい。片かた手てにたたまれた布ぬのを抱かかえていた。

　私のマントだ。持って来てくれたらしい。何も言わずにそれを押しつけると、なぜかそのまま私の頭をポンポンと叩たたいた（決して撫なでたとは思えない）。また、私を子供扱あつかいする……。私も何も言わずプイッと顔を背そむける。

　しばらくそうしていたけど、先に口を開いたのは、私だった。

「……試合、台無しになっちゃったね」

「…………？　ああ、魔ま物ものが出たことか？」

「うん……」

「そうでもない。あの後、試合は続けられた」

「そんなに簡単に復旧できるものなの？」

　人死にだって出たのだから、大変な騒ぎだったはずなのに。

「百年に一度だぞ。祭りにかける執しゆう念ねんというものが違ちがうのだろう」

「うーん……そうか、じゃあ、カノンは勝ったことになるの？」

「ああ」

「そう……。明日もがんばってね」

　英雄祭は、五日間に亘わたり行われる。その間五、六回試合をしなければいけないらしい。だけど、カノンは不思議そうに眉まゆを歪めていた。

「ああ……そうか。お前、まだ知らないんだったな。英雄祭はもう終わった。昨日が決勝だった」

「………………え？　昨日……？」

「お前は、丸一週間眠ねむっていたんだ」

「うそ！　一週間？」

　そうか。それで街が静かなんだ。おかしいと思ったわ。

「魔物が出た日は、さすがに打ち切りになったがな。翌よく日じつからは、続きが行われた。おかげでオボロの奴やつはあれこれ忙いそがしかったようだがな」

　そこでおかしそうにくくくと笑っていた。口元を吊つり上げただけの、ちょっと怖こわい笑い方だけど、見ようによってはいたずらに成功した悪ガキみたいな感じだった。

「なんで、オボロが大変だったの？」

「お前とカトレアは目立ちすぎる。暴あばれ回ったのはすぐに分かる。オボロはそれをもみ消していたのさ」

　そうか……。入っちゃいけない英雄の墓ぼ所しよに入り込んで、その上そこに封ふう印いんしてあった神龍まで取ってしまった。騒ぎはよほどのものだったんだろう。なんだか申し訳ない気分だった。

「気にするな。もともとは、奴が小細工をしたからだ」

「小細工？」

「奴は、英雄の墓所のことをほのめかしたくせに、そこに何があるか隠していた。ようは、俺おれはまかれたエサに食いついたわけだ」

「……どういうこと？」

「つまり、俺に〝鍵かぎ〟を取ってこさせようとしたわけだ。俺が持っていれば、お前の手には渡わたらんし、お前が神子のことを思い出すこともなかっただろう？」

「ずいぶんな…………………………え？　まさか、カノン、優ゆう勝しようしたの？」

「言わなかったか？」

　カノンは当然のように答えた。信じられない。すごい大おお勢ぜい出ていたのに。強そうな人だってたくさんいたのに、カノンはその中で優勝したんだ。

　そうか……カノンは恨うらみ言がどうとか言ってたけど、そういう意味だったんだ。確かに、オボロは寿じゆ命みようのこととかを隠そうとしてくれてたわけなのだけど、カノンにしてみればいいように振ふり回されたわけで、ちゃんとした理由くらい知りたかっただろう。

「でも、優勝、おめでとう。…………賞品は、私が取っちゃったみたいだけど」

「ふん。その神龍とやらは宿主を自分で選ぶらしい。神龍はお前を呼よんでいたのだろう？　俺が墓所に立ったところで、結局は同じことになっていたのではないか？」

「…………分からない」

〝鍵〟は私の中にある。だけど、他ほかの人が持っていたら、それでよかったんだろうか？　灰はい色いろの乙おと女めは、どんなつもりで〝災わざわいの箱〟を開いたのだろう。そしてルチル＝クォーツも。〝鍵〟を持っていたのは彼女だったのに、結局、〝災いの箱〟は開かれてしまった。

　考え込んでいると、カノンが困こまったように聞いてきた。

「リッカ。お前の家を探さがしたが、見つからなかった。一体、どこに住んでいるのだ？」

「え？　ああ、それは見つからないわ。私の小屋は結界が張はってあるから、私以外には見つけられないの。ルチルの大森林の中よ？」

「なぜ、そんなところに住んでいるのだ？」

「だって、私、こんな髪の色だし、知ってるでしょう？　呪のろいがどういう視し線せんを集めてたか。みんな森の魔女って呼んで近ちか寄よってなんかこなかったわ」

「森の中なんぞに住んでいたら近寄りようもなかっただろう？　近くにいないのなら、誰も気にかけようがないのではないか？」

　そう言われると、言い返せなかった。確かに、もともと人を避さけてたのは私のほうだし〝魔女〟呼ばわりされたのは、ある種の自じ業ごう自じ得とくかも知れない。

　私はため息と一緒に小さく答えた。

「…………森の中だと、家や賃ちんがいらないの」

「家賃………………だと？」

　カノンは、頰ほおを引きつらせてなんだかワナワナ震ふるえていた。こんな反はん応のうは珍めずらしくて、しばらく眺ながめていたかったのだけど、すぐに笑いを堪こらえきれなくなった。

「プックク──冗じよう談だんよ」

「…………やれやれ。まあ、冗談が言える程てい度どには落ち込こんでいないようだな」

「心配してくれてたの？」

　カノンは、答えずそっぽを向いてしまった。なんだか、その仕草が子こ供どもっぽくて面おも白しろかった。カノンだって子供だ。私と三つしか変わらないんだもの。……まあ、二は十た歳ちを超こえて成人してるのは事実だけど。

「……人の多いところは苦手なの。〝音〟が多すぎるわ」

「〝音〟？」

　いつも、私はここで曖あい昧まいに笑ってごまかすことにしてる。でも、今日はなんだか続きを話したい気分だった。聞いてほしいのかも知れない。

「昔から〝音〟が聞こえるの。普ふ通つうは聞こえないような〝音〟。……うーん。〝音〟っていうのはものの譬たとえね」

「どういうことだ？」

「……〝音〟ってしか言いようがないの。だけど、本当に物音が聞こえるわけじゃないの。こう……なんていうか、気のせいみたいなものなの。耳に聞こえるわけじゃなくて……そうね、頭の中に直ちよく接せつ響ひびくような感じかしら？　だけど〝音〟のほうには必ず何かあるの」

「……つまり、気配のようなものか？」

「似にたようなものかしら？　物心ついたときには当たり前に聞こえていたの。他の人には聞こえないって知ったときは、少しショックだった」

「神龍の声とやらか？」

「ううん。あれは、本当に何か言っていたの。頭ず痛つうがするほど大きな声。だけど、いつもなにを言ってるのかは分からなかった。〝音〟っていうのは、本当に〝音〟みたいなものなの。ざわめき……って言ったほうがいいのかしら？」

「よく分からんな。神み子この力か？」

「そうなのかも知れない。ただ、街まち中なかだと、その〝音〟が多すぎて落ち着かないの。私の村、すごく田舎いなかだったから、そこまで気にならなかったんだけど」

「今も聞こえるのか？」

「ええ。例えば……そこで眠ってる人は、なんかこう、ゆっくりでボーンって感じの〝音〟。見回りをしてる兵隊はちょっと固い感じだけど軽い〝音〟。たぶん、英雄祭が終わって気が抜ぬけてるのね。それから──」

「ちょっと待て。お前、まさか、それは人間の〝音〟を聞いているのか？」

「他のものも聞こえるわよ？　森の中なら、木々の揺ゆれる〝音〟とか、水が流れたり弾はじけたりする〝音〟。虫や獣けものがなにかをかじる〝音〟。全部、本当に聞こえるわけじゃないの。だけど、聞こえる気がするの。上う手まく言えないわ」

「…………辛つらいものか？」

「ううん。そうでもない。普ふ段だんは本当にただの〝ざわめき〟だし、こっちから注意して聞き分けないと、風の〝音〟が強いのとあまり変わらないわ。それに、この〝音〟に助けられることも多いの」

「助けられる？」

「うん。例えば、ちょっと悲しいときとか、落ち込んでるときとか〝音〟はなんだか励はげましてくれてるような気がするわ。それに、危き険けんな〝音〟はすごく鋭するどいの。だから、襲おそわれたときとか、本当に助けてくれる。魔物に襲われたときとか、この前の怪あやしい人たちとかのときも……」

「……信じられんな。それで〝リバース・ギルド〟の暗殺者が返り討うちにあったわけか」

「…………リバース？」

「リバース・ギルド。暗殺者専せん門もんの仲ちゆう介かい屋やだ。あの日、お前も何人か交戦したのだろ？」

「暗殺者？　あの、黒ずくめの人たち？」

「気づきもしなかったのか。あれはプロの殺し屋だ。普通は、姿を見る前に殺されている。カトレアは少し異い常じようだからな。まともにやり合えるが、それでも油ゆ断だんすれば殺やられていただろう」

　知らなかった。そんな危あぶない人たちだったんだ。あれ？　そういえば──

「カノンもカトレアさんと仲がいいの？」

「ただの顔見知りだ」

「カトレアさんを追いかけてた人たち、どういう人たちか分かる？」

「奴はよく揉もめ事に首を突つっ込むからな。分からん者のほうが、多いとは思うが……」

「カトレアさんと初めて会った日、彼女追いかけられていたわ。──で、その人たちがその辺を囲んでいるんだけど」

〝音〟に耳を澄すませてるうちに、気がついてしまったのだ。カノンの表情は打って変わって鋭くなった。

「…………どいつだ？　指は差すな」

「ううんと……。繁はん華か街がいの出口のほうに、二つ……ずいぶん鋭い〝音〟。あそこの酒場の前で吞んだくれてる人たちもそう。少し雑音みたいな〝音〟がするから、本当に酔よっ払ぱらってるみたい。後はあっちの料亭の前、すごく静かだけどすごく大きい〝音〟。たぶん、あの人がリーダーだと思う」

　ついでに、後ろの壁かべの向こうに緊きん張ちよう気ぎ味みの楽しそうな〝音〟。たぶん、カトレアさんが聞き耳を立ててるらしいことは黙だまっておいた。

　カノンは驚いた顔をしていた。そう、驚かしてみたくなったんだ。やがて、驚いた顔は呆あきれたような表情に変わり、ため息混まじりに店の戸を乱らん暴ぼうに叩たたいた。

「カトレア。実家から使いだ。自分でどうにかしろ」

「実家？」

　慌あわただしい〝音〟がし、カトレアが飛び出してきた。こっちを見み張はっていた人たちも、ゆっくり近づいてきていた。

「もうっ！　どうして、ここが分かったんですの？」

「知ったことか。これだけ長く入り浸びたっているのだ。ばれるのは至し極ごく当とう然ぜんだろう？」

　カノンの悪あく態たいに、舌した打うちを一つすると、カトレアは声を張り上げた。

「ニコライ！　ルード！　サイクス！　後ロッドにタネン。出てらっしゃい！」

　言われるまでもなくゾロゾロと寄ってきたのは、あの日と同じ顔ぶれだった。しかし、今度は、彼らは胸むねに手をあてうやうやしく膝ひざをついていた。一方、カトレアは胸を張ってふんぞり返っていた。

「あなたたち、どうしてもっと気が利きかないんですの？　せっかくよい雰ふん囲い気きだったというのに──」

「──何が？」

「あっ──おほほほほ。なんでもありませんわ。別に聞き耳を立てていたわけでは……」

　やっぱりそうだったんだ……。膝をついた一いち団だんは非ひ難なんがましい目を向ける。

「我われ々われとて、このような無ぶ粋すいな真ま似ねはしたくありません。しかし、姫ひめが戻もどられぬのでしたら、こうやって見守るしかありませぬ」

「見張るのなら、ちゃんと見つからないように見張ってください。気取られてしまっているではありませんか」

「……気配は、絶たったつもりでしたが」

　さすがに、居い心ごこ地ちの悪いものを感じた。気づいたのが私のほうだと言ったら、彼らの面めん目ぼくはつぶれてしまうんだろうか？　……………………って、あれ？　今、姫って……。

「ちょっと、カトレアさん。今、この人たち、姫って……」

　カトレアは口元を手で覆おおい、あさっての方向へ視し線せんを泳がせた。

「申し訳わけありませんわ。別に、隠すつもりではなかったのですが……」

「なんだ。ひょっとして、聞いていなかったのか？」

　呆れた表情のカノンとモゴモゴと口ごもるカトレアに代わって答えたのは、この前、私にぶつかってきた男だった。

「口を慎つつしめ無礼者め。このお方をどなたと心得ている。ヘリオドール公国第四王位継けい承しよう者しやカトレア＝イエル＝エルナメア＝ヘリオドール殿でん下かにあらせられるぞ」

「……………うそお。それじゃあ、まさか」

「ふん。理り解かいしたか。〝騎き士し姫ひめ〟の名で呼ばれるヘリオドールのじゃじゃ馬王女とは、このお方────ぐあっ？」

　男の勝ち誇ほこった表情は、横から飛んできたブーツの一いち撃げきに、無残にも打ち砕くだかれた。

「誰がじゃじゃ馬ですか！」

「じゃじゃ馬ではないか」

　カノンは当然のように言って、私もついつい頷うなずいてしまった。こっちのそんな様子に気がついたのか、カトレアはコホンと一つ咳せき払ばらいをした。

「ええっと、黙っていたことはお詫わびしますわ。確かに、わたくしこの国の第四王女。本名をカトレア＝イエル＝エルナメア＝ヘリオドール。少々、込み入った事情で城しろを抜ぬけ出していますの」

「ただの物好きだろう？」

「カノン！　……まったく、今回はきちんと星ほし詠よみの卦けで動かざるを得なかったのです」

　ということは、普段は、本当にただの物好きなのだろうか？

「どうだかな？」

「…………姫。姫のお力は国王陛へい下かもご存知ではございますが、それで姫がじかに動かれるのは困こまります。そのために我々騎士は存在するのですから」

「はいはい。戻りますわ。どのみち、一度城に戻らないといけなくなりました。明日の暮れにでも発たつことにします。馬車を用意しておきなさい」

「はっ」

「カトレアさん…………様。帰られるんですか？」

「今まで通りでかまいませんわ。それに、あなたにも来てもらわないといけませんわ」

「私も？」

「はい。お忘わすれになったわけではないでしょう？　あなたは〝神み子こ〟なのですから」

　忘れようとしたわけじゃない。だけど、もう、本当にそのことからは目を逸そらせなくなってしまったのだと、ようやく気がついた。

「ひ、姫。今、なんと申されました？」

「神子が見つかったと言ったのです。本来ならおじい様が直接こちらに出向かれてもよいことですわ」

「ご、ご冗談でございましょう？　こ、こやつは〝森の魔女〟にございますぞ？」

　今しがたカトレアに足あし蹴げにされた男だった。この前、二回も転ばせただけあって、あまり良い印象は持たれていないらしい。

「ルード。無礼にもほどがありますよ？　それと、このことはまだ口外しないように。まだ、彼女はやらなくてはいけないことがありますわ」

「やらなきゃいけないこと？」

　しかし、カノンのきつい視線に、それ以上聞くことはできなかった。ここで聞くなということらしい。

　カトレアに追い払はらわれるように男たち──ペリドット騎士団の方々はほうぼうへ散っていった。それを見送ってから、カトレアとカノンは店の中に戻っていった。私も、それを追いかけようとして──言い忘れていたことを思い出した。

「──カノン」

「なんだ？」

　いぶかしげに振り返ったカノンに、たぶん、私は笑い返せたと思う。

「マント。持ってきてくれて、アリガト」

　カノンはフンと鼻を鳴らして行ってしまった。……もう、どうしてそこで〝どういたしまして〟くらい言えないのかな？




　オボロの店は彼の住じゆう居きよと兼けん用ようになっていた。紋もん具ぐを鎮しずめ続ける以上、できるだけ側そばに住んでいたほうがいいのだろう。私は、店の中と倉庫の中、それから食卓兼用の応おう接せつ室しつしか入ったことがなかったのだけど。

　ちなみに、私はどうやらオボロの寝しん室しつをずっと占せん領りようしていたらしい。一週間も。その間、彼は倉庫で寝ねていたという……。

「宿を取ろうという話もあったのだがな。お前の容よう姿しは目立ちすぎる。神子だ〝鍵〟だと騒いでいるうちは、人目につかんほうがいいということになった」──とのカノンの説明。

　応接室では、オボロが薬草の葉からとってくれたらしい温かい飲みものを用意してくれていた。外で凍こごえた身体からだには、とてもありがたい。鼻をつくつんとしたニオイは眠ねむれなくなりそうな香かおりだった。

　飲みものをひと飲みし、ようやく一息ついたところで、私は質しつ問もんしてみた。

「私のやらなきゃいけないことって、なんなんですか？」

「ああ、回りくどい言い方をしましたわね。他ほかでもない、あなたの〝呪のろい〟のことです」

「…………あ」

　忘れてたとは言えなかった。

「失礼とは思いましたけど、あなたが眠っている間に少し調べさせていただきましたわ」

　カトレアは呪いに詳くわしいらしい。だから、オボロが呼びつけたのだ。でも、王女様を呼び出すなんて…………。

「結けつ論ろんから言いますと、今すぐに解とくことはできません」

「カトレアさんでも、解けないんですか？」

「……はい。悔くやしいですけれども、とても強力な呪いですわ。ですが、種類は分かりましたし、元をどうにかすれば、解くことはできます」

「元？　術者のこと？」

「そう思っていただいてかまいませんわ。オボロに解けないのは無理もありません。あなたにかかった呪いは実に三つ。一つは、歪わい曲きょくの災さい厄やく──〝神しん魔ま〟にかけられたものです」

「神魔……？」

　聞きなれない言葉に首をかしげると、説明してくれたのはオボロだった。

「〝災いの箱〟から解き放たれたのは、そもそも〝災厄〟だったわけです。その災厄というのが、他ならぬ神魔なのです」

「それって、なんなの？　昔話に出てくる魔ま族ぞくみたいなものなの？」

「まあ、そう考えていただいてかまいません。もっと、厄やつ介かいな相手ではありますが……」

「どう厄介なの？」

「リッカもお聞きしたことがありませんこと？　近ちか頃ごろ〝神隠し〟が起きていると」

「それを……神魔がやっているの？」

「恐おそらく、間違いはないでしょう。神魔とは、在あるはずのなかった物語の歪ゆがみです。歪んでしまった〈詞ことば〉とも呼べるでしょう。歪んだ〈詞〉は他の〈詞〉を吞み込んでさらに大きくなっていく。吞み込まれた〈詞〉は、本来の意味を失い、解ほぐれていってしまいます。つまり、消えてしまうということです」

　私は術を使うとき、確かに世界の〈詞〉をはっきりと意い識しきできる。その〈詞〉が解れていく。考えるだけでも寒気がする話だった。剣けんで斬きられるのとはわけが違う。自分の〝存在〟というものが消えていくのだ。初めから、そこに存在しなかったように……。

「そんなもの……どうしたらいいの？」

「神魔──歪んだ〈詞〉は本来存そん在ざいするはずのないものです。それをこの世界に括くくりつけるには、なにかしらの〝依より代しろ〟が必要なのです。神しん龍りゆうと同じようにね。ですから〝依り代〟を壊してしまえば存在できなくなるわけです。ジャフル・グラマントンはそのための力です」

「依り代って？」

「年月を経た岩や霊れい木ぼく、輝き石せき。あるいは長年使い込まれた鏡や、多くの血を吸すった剣けんなど、力在るものが多いですね」

「もともと、わたくしはそれを成敗するために城しろを抜ぬけ出したのですわ」

　カトレアは自じ慢まんげに言っていたけど…………お姫ひめ様さまが魔族退たい治じ。いいのかな？

「ただ、その神魔があなたに呪いをかけた神魔と、同一のものかは分かりませんわ。ですからこちらのほうは、ひとまず後回しですわ」

　言われてから、ようやく気がついた。私に呪いをかけたのが神魔。それはつまり、デンドリの村を消したのが神魔だということだった。

「…………リッカ。お気持ちは分かりますが、今は辛しん抱ぼうしてください」

　いつの間にか、表情に出ていたのか、オボロが気き遣づかわしげに言ってくれた。目の見えない彼は、ひょっとしたら心でも読めるのかも知れない。

「……うん。大だい丈じよう夫ぶ」

　本当は、あんまり、大丈夫じゃないけど、甘あまえてばかりいるわけにもいかないよね。

「そこで、二つ目の呪いを先にどうにかしたいと思います」

「うん」

「二つ目の呪いは〈砂すな〉の呪い。〈砂〉が何を意味する兆きざしかはご存知ですわね？」

「──衰すい退たい。劣れつ化か。朽くち逝ゆくものね？」

「ええ。〈砂〉の呪いは、あなたの神子としての力を著いちじるしく制せい限げんしていますわ……もっとも、呪いの力がそちらのほうへ傾かたむいているから、あなたは平然としているのだと思いますけど……」

「それは、何とかできるの？」

「ええ。とはいっても、現げん状じようは三つの呪いが絡からまっていて、一つだけに干かん渉しようすることができませんの。ですが、こちらは術者に解かせるか、あるいは仕し留とめれば呪いを解くことができますわ」

「つまり、術者の見当がついているの？」

「…………恐らく、相手は《砂の龍人レツシユ・フラグム》。先日、英えい雄ゆう祭さいを襲しゆう撃げきした〝青の賢けん者じや〟ですわ」

「龍人が神魔に手を貸かしているということなの？」

「あ、いえ。そういうわけではないと思いますわ。ただ、どちらもあなたに呪いをかけたということです。神魔の行方ゆくえを占おうと〝星ほし詠よみ〟を行ったのですが……出た卦けはこちらに関することでした。ですからルチルに飛んできたのですわ」

　──星詠み──

　私たち術士は、世界を紡つむぐ〈詞〉に干渉できる。その力を使えば、きっと正確な未来を読み取れるはずだ。だけど、それは犯おかしてはならない〝禁きん忌き〟とされていた。〝真ま名なの兆ちよう印いん〟は、物語に近すぎるのだ。その力を占いに使ってしまったなら、術者は間違いなくその運命に巻まき込まれてしまうことになる。それがどんな些さ細さいな物事だったとしても、どれほど大きな事じ件けんだったとしても。

　だから、私たちは占うときは星を〝詠む〟。瞬またたく星々に織おり込まれた〈詞〉に耳を傾かたむけるのだ。だけど、これはとても難むずかしい術だ。移うつろう星の〈詞〉はとても変わりやすく、また同じものを見ていても詠む者しだいで別の意味にも変わってしまう。

　カトレアの星詠みがどの程てい度どの信しん憑ぴよう性せいを持っているかは分からないけど、龍人の彼女なら、きっと人間が星を詠むよりは信憑性は高いだろう。

「どんなふうに詠めたんですか？」

「そうですわねえ……。なにぶん、神しん託たくのようなものなので言葉で言うのはむずかしいのですけど」

　どうも、星詠みというのは、眼めに見えるものでもなければ、耳に聞こえるものでもないらしい。ただ星の〈詞〉に身を委ゆだね、その衝動のようなものを自分なりに解かい釈しやくするものなのだという。

　私は、星詠みはできないし、説明されてもやっぱりよく分からなかった。

「……その青の賢者が〈砂〉の龍人というのは、どうしてそう思うんですか？」

「青の賢者が〈砂〉の龍人であることは、わりと知られていることですの。〝青〟の称しよう号ごうとともに〈砂〉も授じゆ受じゆされるのです。ですが、十年ほど前から姿すがたを消していて、死んだとも、魔道に走ったとも言われていましたわ」

「希望のはずの龍人が、災わざわいになることなんてあるの？」

「龍人とはいっても〝神龍〟を宿した人間のことですわよ。《詞の龍人エル・アレフ・フラグム》さん？」

「──あ…………」

　そうか……。私だって、〈詞〉の神龍を受け入れたんだ。龍人というのなら、私もそうなんだ。

「ともかく〈砂〉の龍人は神み子こにも〝鍵かぎ〟にも手を出してきたのです。あなたを狙ねらっていることは間ま違ちがいありませんわ。でしたら、しかるべき場所で返り討ちにする。これが一番ですわ」

「しかるべき場所？」

「もちろん、ペリドット王おう城じようですわ。いかに龍人といえど、王都に攻せめ入って生きて帰れるとは思わないことですわ！」

「あの……カトレアさん？　王都に隠かくれてしまったら、手を出してこれないんじゃないんですか？」

　言っては、いけないことだったのかも知れない。胸むねを張はって立ち上がったカトレアは彫ちよう像ぞうのように固まってしまった。

「まあ、リッカを守ることはできるでしょう。その間に青の賢者を捜さがし出すなり、呪いを解とく他ほかの方法を探すなりできるのではありませんか？」

「そ…………その通り！」

　本当ですか？

「まあ王都のほうがここより安全であることは事実だな。どうする？　決めるのはお前だ」

「え？　私が？」

「当たり前だろう？　呪いにかかっているのはお前だリッカ」

　そっか、そうなんだよね…………。でも、そんなふうに言ってもらえるのは嬉うれしかった。

「なら、お願いします。私、生き残ったんだから、死ぬわけにはいかない」

〝あの日〟一体何があったのかは、未いまだに分からない。だけど、みんな死んでしまったのに、私は生き残ったんだ。だから、私は死ぬわけにはいかない。神子とか〝鍵〟とか呪いとか、そんなもののために私は生き残ったわけじゃないはずなんだ。

「では、明日に備そなえるとしますか。もう、夜も更ふけていますよ」

「あ、ちょっと待って、三つ目の呪いがなんなのか、まだ聞いてないわ」

　聞きそびれていたから聞きたかっただけなのだけど、カトレアは露ろ骨こつに表情を曇くもらせていた。

「…………酷ひどいものなの？」

「リッカ。あなたは、何かトラウマのようなものを抱かかえていますわね？」

「トラウマ？」

「……三つ目の呪いは、他ならぬ、あなた自身がおかけになったものです」

「なっ──んですって…………？」

「あなたは、ご自分で他の二つの呪いを受け入れているんです。神子の力で守られた呪いなど、そうそう破やぶれるものではありませんわ。でも、あなたが本当に解こうとしたのなら、恐おそらくわたくしたちが手を出さずとも、呪いは破やぶることができると思います」

　私が、呪いをかけている？

　つまり自分自身を呪っている？

　訳わけが分からなかった。だけど、カトレアの辛つらそうな表情は冗じよう談だんを言っているようには思えなかった。




　結局、夜も遅おそくて、私は森には帰れなかった。

　カトレアが宿をとっていたので、その晩ばんはそちらに泊とまった。どうにも他の部屋から物音がしないと思ったら、周りの部屋は騎き士し団だんの人たちが借り切っていたらしい。英えい雄ゆう祭さいが終わり、部屋にも空室が多くあったからそれも難むずかしい話じゃなかっただろう。

　ルードという騎士は、最後までカトレア王女の部屋に〝森の魔女〟が泊まり込むことを反対していたらしい。

　汗あせをかく季節ではなくなったけれど、丸一週間身体からだを洗あらっていないのは気持ちが悪かった。宿のお風ふ呂ろを借りられたのはかなり嬉しかった。普段は鍋なべでお湯を沸わかして、それで身体を洗っていたのだ。すきま風が素す通どおりのあの小屋では、ちょっとした試練だった。

　部屋の中、一週間ほったらかしでガチガチに絡からまってしまった髪を苦戦しながら梳とかしていると、カトレアがじっと眺ながめていることに気がついた。

「あの…………私の髪、やっぱり嫌いやなものですか？」

　言ってから、そういう聞き方は良くなかったかも知れないと気がついた。カトレアは驚いたように手を振った。

「ち、違いますわ。その、気になるのは確かですけれど…………リッカ。あなたは先ほど──生き残ったから死ぬわけにはいかない──とおっしゃいましたわね？」

「あ……ええ」

「それは、どういう意味ですの？」

「オボロから、聞いてないんですか？」

　カトレアは首を横に振っていた。意外だった。解かい呪じゆを頼たのんだ以上、全部話しているものだと思っていた。

　言ったらまずいことではないはずよね？

「……私の村は〝デンドリ〟だったんです」

　カトレアは、見る見るうちに表情を強こわ張ばらせてしまった。

「デンドリ…………カヌサイト領りようの〝あの〟村ですか？」

　小さく頷うなずいて返事をすると、カトレアはどっと壁かべに寄よりかかっていた。顔を覆おおって深い深いため息を漏もらして。ああ……そうか。カトレアは王女だから、自国の出来事に何か責せき任にんを感じてしまったらしい。別に、彼女に責任があるわけではないのに。
















　もしかして、だからオボロは言わなかったのかな？　カトレアが気にしてしまうから。さっきのやり取りを見た限かぎりじゃ、そこまで仲がいいようには見えなかったのだけど、実は仲がいいのだろうか？

「リッカ。あなたの呪いは必ず解いて差し上げます。ですから、あなたはまずご自分のことをお考えなさい」

「……というと？」

「わたくしにどうにかできるのは、三つのうち二つだけです。最後の一つはご自分で解決していただかなくてはなりません。それは恐らく、あなたにとって見たくないものに直面することになると思います」

　見たくないもの…………それは、たぶんたくさんあるのだと思う。

「いいですか？　あなたは神子ではありますが龍人でもあります。神龍はあなたの助けになるはずです。そして、そのためにはあなたは何かを望まなくてはなりません」

「何かを……望む？」

「神龍は語ったはずです──汝なんじはただ望めばいい──何かを望むという意志が力となる。それが希望という力です。神龍は物語の筆ふでです。ですが描かくのはあなたなのです。なにも望んでいないのならば、なにも描くことなどできません。生き残ったから死ねないというのは、仕方がないから生きているということです。それは、なにも望んでいないのと同じです」

　そんな指し摘てきを受けたのは初めてだった。そして、それに言い返す言葉はなにも思いつかなかった。図星……ということだったのかも知れない。

　怒おこられたのだと思ったのだけど、カトレアはおかしそうにクスクスと笑っていた。

「そんな顔をしなくても大だい丈じよう夫ぶですわ。あなたに必要なものは、ちゃんと側そばにあるようです。ただ、あなたが気づいていないだけ。だから、きっと大丈夫です」

「なんだか、気休めを言われているような気がするんですけど……」

「あら？　そうでもありませんわ。あなたの呪いは、半分解けかかっているではありませんの」

「解けかかってる？」

「英雄祭の日──あなたは確たしかに神子の〝力〟を使いましたわね？　神龍の呼びかけもあったのでしょうけれど、それだけでは〝あんなこと〟はできませんわ」

「あんなことって？」

「──神龍の封ふう印いんです。あなたは〈詞ことば〉も発せずに結界を壊こわしてしまった。あの結界に一体どれだけの〈詞〉が織おり込こまれていたことか……わたくしやオボロでもかなり手こずったはずですわ」

「それは、その…………」

　あのとき、私は何をしたんだろう？　ただ、そこに〝噓うそ〟があると思って、それを振ふり払はらったわけで……うーん。自分でもよく分からない。

　そんな私の心しん境きようを見み透すかしたように、カトレアはニコニコと微ほほ笑えんだ。

「立ち聞きをしてしまいましたけれど、先ほどの話。あなたの言う〝音〟によく似にた感覚をわたくし知ってますわ」

「え？　本当に？」

〝音〟のことは、誰に言っても理り解かいしてもらえなかった。それを知ってる人がいたんだ。なんだか嬉しくなった。

「そ、それで、なんなんですか？　あの〝音〟って」

「──〈詞〉──ですわ」

「〈詞〉？」

「はい。わたくし、星を詠よむときに似にたような感覚を覚えますわ。星の〈詞〉に耳を澄すまし、身を委ゆだねる。そのとき確かに耳には聞こえない〝音〟のようなものを感じます」

　──〈詞〉──《織音術ジヤフル・キヤロル》を使うとき、私は世界の〈詞〉を感じられる。確かにあれは〝音〟とよく似ている。でも、どこか違うような気がするのだけど…………。

「ですから、あなたは常つねに星詠みを行っているようなものなのですわ。そしてその〈詞〉にあなたは〈詞〉を用いずに干かん渉しようできてしまう。わたくしたちはその力を──神殺し──と、呼んでいますわ」

「どうして？」

「たとえ相手が神であったとしても、この世界に在あるのならば〈詞〉によって紡つむがれていることには違いない。だから、あなたは神でも殺してしまえるのです。つまり、それが神魔であったとしても」

　──神殺し──神魔でも殺してしまえる力──その力を使えば、デンドリの村の仇かたきを討うてるかも知れない。

　だけど、私にはそれが何かとても恐ろしいことのように思えた。




　翌よく日じつ、オボロたちはすでに旅たび支じ度たくを整えており、カトレアもすぐに出られるようだった。後は、私だけ。

「一日で、支度をしろというのも、無理な話かも知れませんが、ひとまず必要なものだけでも取りに行ってください」

　そう言うオボロに私は首を横に振った。

「私の小屋には何もないの。戻る必要も特にないわ……カノンも、王おう城じようへ行くの？」

　カノンも旅支度を整えていた。両手にヴァンブレイスを装そう備びし、動きやすそうな肩かた当あて胸当てすね当てを着込んでいる。……なあんだ。あのヴァンブレイス、ちゃんと両りよう腕うで分あるんじゃないの。んー……でも、右手のほうは紋もん具ぐじゃないみたい。

　じっと眺ながめていたら、また頭をポンポンと叩たたかれてしまった。甲かつ冑ちゆう越ごしだったわりには痛いたくなかった。ああ、そうか。手の平まで覆おおわれてるわけじゃないんだ。

　──ああ！　違う違う。だからって気安く叩かれていいわけないじゃない。

　むっとして睨にらみつけると、カノンはおかしそうに鼻を鳴らした。

「俺は、一いち応おう英えい雄ゆう祭さいで優ゆう勝しようしたことになるからな」

　英雄祭で優勝……？

　──優勝者は神子の騎き士しとして神子に仕えるのですよ──

　門番の話が脳のう裏りを過よぎり、自分の顔が赤くなったのを感じた。神子は他ならぬ私じゃないの。

　──神子の騎士！　──

　ついつい何かを期待するように見上げてみると、そこにはただの仏ぶつ頂ちよう面づらがあるだけだった。…………そうよね。しかめっ面が神子の騎士になったところで、しかめっ面はしかめっ面のままなのだ。

　なんだかがっかりしたけど、逆ぎやくにホッとしたような気もした。

　いつから注目していたのか、そんな私にオボロはクックと笑いを堪こらえていた。

「まあ、こう言ってはなんですが、もう戻もどってこれないこともありえます。親しかった方たちだけにでも挨あい拶さつをなさってきては？」

　旅たび支じ度たくは済んでいるようだったけど、オボロは紋具の封印を仕上げると言って引きこもり、カトレアも馬車の手配をすると言ってどこかに走っていってしまった。……はて？　馬車は騎士の人たちが用意してくれるのではなかったのだろうか？

　私は、しかめっ面と二人で取り残されてしまった。

　カノンが優勝したことは、街中で知られていた。だから、声をかけてくる人も多かった。彼は無ぶ愛あい想そうにそれを追い払っていたけど、私はそれを眺めているだけでも楽しかった。

　この街の人たちは、よく笑いかけてくれた。だから、私も笑うということを覚えた。いや、思い出せたんだ。

　いつの間にか、街の出口まで歩いていた。そういえば、毎朝ここの門番の人は、話しかけてきていた。オボロたち以外で、親しかったと呼べるのは彼くらいのものだろう。今日もいるだろうか？

　門を潜くぐれば、やはり同じ門番がそこにいた。

「こんにちは。久ひさしぶり…………に、なるのよね？」

　門番は、私に気づいていなかったらしく、後ろから声をかけたら、飛び上がるほど驚おどろいていた。

「リ、リ、リ、リッカ殿どの？　いつの間に、そちらに？」

「ずっと街の中にいたの。森へは戻ってないわ」

「はあ……？　あの、英雄祭の日から、でありますか？」

「ええ。少し、いろいろあったの」

「ははあ。魔ま物ものが出たという話でしたな。………………はっ！　お怪け我がはありませんでしたか？　我われ々われ、ここの番を任まかされていますゆえ、駆かけつけることができず、歯がゆい思いをしました」

「私は、大丈夫よ」

　とはいっても、あちらの守しゆ衛えいの人たちは、何人か……。封ふう印いんの間に倒たおれていた兵士たちの姿すがたがまぶたを過よぎった。

「いや、しかし、リッカ殿があれからここを通らなくなったもので、心配していたのですよ。あ、いや、その、門番として、ですが」

　なんだか、慌あわてふためく門番は面白かった。

「ありがとう。でも、また、しばらくここを通れなくなるの」

「…………は？」

「少し、旅に出なければいけなくなったの」

「は？　いや、そんな………………それは、残念ですな」

　門番は、心底残念そうにそう言った。でも、私も確かに残念に思っていた。毎朝楽しげに話しかけてくる門番は、初めは変な人としか思わなかったけど、それでも嬉うれしかったんだ。

「お戻りは、いつになりますかね？」

「……ちょっと分からないわ。でも、それまで、ここの門をお願いしてもいいかしら？　ここを通れないと、私は森に戻れないわ」

「ははっ。お任せを」

　ビシッと敬けい礼れいを返す門番は、どこか頼たのもしく思えた。

「あ、そうだ。私、あなたの名前、聞いたことがなかったわ。教えてくれないかしら？」

「は？　わたくしの名前ですか？」

「言いたくなかったら、聞かないわ」

「いや、ぜひ聞いてください。わたくし、ゼパン＝ルーベスと申します」

「ゼパン……さんね。ちゃんと、覚えておくわ。あなたも、私の名前、忘わすれないでね。リッカ＝エンドワードよ？」

　──灰はい色いろの乙おと女め──名前も、伏ふせられてしまった神み子こ。私も彼女と同じ〝灰色〟で、〝災わざわいの箱〟を開く力を持ってしまった。誰だれかに、名前を覚えておいてほしかった。

　もう、この門を通ることはないかも知れない。私は、こことは反対側の門を通って、それから？　それからどこに向かうんだろう？

「あの、リッカ！　…………さん」

　背せ中なかを向けた私に、一度だけゼパンは声をかけた。

「なに？」

「あ…………いや、なんでも、ありません」

　──帰ってきて、ください──

　そう、聞こえた気がした。だから、私も〈詞ことば〉を返した。

「ありがとう。またいつか、この門を潜りに帰ってくるわ」

　今度こそ、私はちゃんと微ほほ笑えんだ。それは、無理やりではない。本心からの笑えみ。

「もういいのか？」

「……ええ」

　気を利きかせてくれていたのか、カノンはずっと門の向こうの陰かげに隠かくれていた。私が、返事をすると、そっと頭に手を伸のばしてきた。

「……リッカ。お前は、この街が好きか？」

　──この街が好きか？　──

　この一月のことがまぶたの裏うらをかすめていった。──森の魔女──みんなが避さけて通る私に、笑いかけてくれた人たち。だから、私は、笑うということを思い出せた。

　だから、私は思い出せた笑顔を浮うかべた。

「ええ。好きよ」

「……だったら、連れて帰ってやる」

「──え？」

　カノンは、そっと頭を撫でてくれた。びっくりした。驚いて顔を見上げると、ふんと鼻を鳴らしてそっぽを向いてしまった。

　…………どういう、意味だったんだろう？

　でも、頭を撫でられることを、心地ここちよいと感じ始めている私がそこにいた。







　第四章　青の賢けん者じや







　その日は、お祭りの日だった。

　小さな村に、年に一度だけのお祭り。秋の豊ほう作さくを願う奉ほう納のうのお祭り。そんな、夏のお祭りだった。

　髪かみを結ゆわいてもらいながら、私は、明日のことを考えていた。毎年楽しみだったお祭りなのに、さすがに今回は不安な気持ちが勝まさってそれどころではなかった。

「さあ、できたわ。キレイよ。リッカ」

　そう言って、お母さんは鏡を向けてくれた。三つ編あみに編まれた髪が左右に揺ゆれていて、いくつものリボンで飾かざられている。衣ころもだって普ふ段だん着ぎじゃなくて、大きな袖そでにいくつも紐ひもが飾られている祭りの衣い装しようだ。

「ちょっと、恥はずかしいな」

　ここまで着飾ってるのは、たぶん私だけだ。

「いいから、自じ慢まんしてきなさい。ほら、お父さんだって見たがってるわ」

　部屋から追い出されるようにして、私は居い間まに出た。お父さんは、どっかり椅い子すに腰こしかけて険けわしい顔をしていた。けど、私の格かつ好こうを見たら、嬉しそうな顔をしてくれた。

「おお、よく似に合あってるじゃないか。母さんの若わかいころにそっくりだぞ」

　確か、お父さんとお母さんが出会ったのは二十はたち過ぎの話だったはず……。私はまだ十四だけど？

「はっはっはっ。いや、それはそれ、だ。母さんがリッカの歳だったころはきっとそうだったというか……」

「お父さん。その辺にしてくださいな」

　お母さんは呆あきれた顔で腕を組んでいた。

「むう……。まあ、なんだ。リッカ。もっとよく顔を見せてくれ」

　ちょっと恥ずかしかったけど、私はお父さんの前でくるっと回って見せた。

「うむ。今日の花はお前だリッカ。しっかりと楽しんできなさい」

　踊おどりで使うヤドリギの枝えだを手て渡わたされ、ポンッと背せ中なかを叩たたかれ、私は家から追い出された。

　村の中ではすでにあちこちでかがり火が燃もえていた。村の娘むすめたちも、着飾ってはいるものの、私ほどじゃない。……やっぱり、ちょっと派は手ですぎる。

　あたりの家も茅かや葺ぶきの屋根にトネリコの若枝を飾ったり、実る前の若い稲いねを飾り立てたりしていた。低いうなり声のほうへ視線を向けると、ビロードのような毛け並なみをした毛むくじゃらの牛たちが、物ほしげに納な屋やから顔を出している。

　ひときわ大きなかがり火の前で、みんな踊っていた。笛や太たい鼓この音が鳴り響ひびき、日にち常じようからは考えられないほど賑にぎやかだった。

　私には〝音〟が聞こえる。祭りの音だって、他の人には聞こえない〝音〟が奏かなでるもう一つの調しらべが聞こえる。私だけに聞こえる私のための調。

　私も〝音〟に身を任まかせて踊りに加わった。指に絡めて枝を振るい、つま先に体を預あずけて回り踊る。足を踏ふみ鳴らし、火を囲んで踊る。大人も子こ供どもも関係なくただ、唄うたい踊る。私の大好きなお祭り。踊ってる間だけ、少しだけ、不安が紛まぎれる。

　一つ目の曲が終わったころ、私を手て招まねきする姿にようやく気がついた。長老さんだ。じかに呼ばれて周りから注目されてしまうけど、それも次の曲が始まれば忘れ去られた。

「こんばんは。長老様」

「ほっほっほっ。かしこまらんでよい。せっかくの祭りの夜じゃ。……しかし、歳としは取りたくないもんじゃな」

　杖つえをついて腰かける長老さんは、だいぶ老ふけて見えた。

「昨年までは、若いもんに紛れて踊りも踊ったもんじゃが、さすがに今年はもう腰がいうことをきかん」

「長老さんはまだまだ若いわ」

「ほほほっ。いつの間にお世せ辞じなど覚えよった。しかし、リッカよ。お前さんは、キレイになったのう。今でこそ、やはり確かく信しんしてしまうの」

　長老さんは、どこか悲しげだった。

「長老さんこそ、村娘相手にお世辞なんて言うもんじゃないわ」

「ほっ。わしは世辞は苦手じゃて。しかし……楽しんでおるかの？」

「ええ。お祭りは楽しいわ」

　自分でも、言ってる声に説得力がないことは分かっていた。

「明日になれば……いや、祭りが終わるころには、おぬしは十五になる」

「…………約束は覚えてるわ」

「……来年から、この祭りは別の意味を持つようになるじゃろう。じゃから、今は楽しんでくれんかの？」

　私は、なんとか笑おうとした。けど、失敗だったらしい。長老さんは悲しそうな顔をした。

「踊ってくるわ」

　逃にげ出すように、かがり火の輪に戻もどると、また一つ曲が終わったところだった。次は、二人で踊る曲だった。誰か、一いつ緒しよに踊ってくれる人……周りを見渡そうとすると、すぐさま目の前が大きな影かげでふさがれてしまった。

　見上げると、男の人が立っていた。長老とクラフト、お父さんお母さん以外で、私のことを知ってる唯ゆい一いつの人だった。いつも、私のことを睨にらんでくる人だ。怖こわくなって、身を引こうとした。

「一曲、踊ってくれないか？」

　誘さそわれてしまうと、断ことわるわけにもいかなかった。

　賑にぎやかな曲なのに、踊りはとてもぎこちなかった。私たちだけ別の曲を踊ってるみたいだった。男の人の顔を見上げることはできなかった。曲も半ばまで進んだころ、本当に小さな声で彼は言ってきた。

「明日、お前は誕たん生じよう日びなんだろう？」

「……お祭りが終わるころには、十五歳さいよ」

　しばらくまた沈ちん黙もく。楽器の音だけが、奇き妙みようなほど大きく聞こえた。私が、それだけを聞きたがっているからかも知れない。

「祭りが終われば、お前は、その〝あれ〟だってことを言わなきゃいけない」

「…………そうね。待ってもらったわ」

　男の人は、言いにくそうに、だけど、しっかりと言った。

「別によ。行かなくてもいいんだぜ？　知らん振りして、ここで暮くらす手だってある」

「…………え？」

「だからよ。ここに残っても、いいんじゃねえか？」

　私は、驚いてしばらく声が出なかった。いつの間にか、踊るのもやめてしまっていた。

「びっくりした。おじさん、私のこと、追い出したいんじゃなかったの？」

「馬ば鹿か野や郎ろう。お、俺おれは、別に、追い出したかったわけじゃねえ。ただ…………なんで、お前なんだろう……って、思ってただけだ」

　私は笑った。おかしかった。いつも睨みつけてくる怖いおじさんは、ただ単に悩なやんでただけだったらしい。

「笑うなよ」

「ごめんなさい。でも、だったら、あんなふうに睨まないでよ。私、怖かったのよ？」

「そりゃあ、腹はらは立ってたさ。ああ、だけど、なんていうかお前に、じゃないぞ？　その、なんだ？　まあ、長老とか、神父とか、俺とか……」

　男の人は、もごもごと口ごもっていた。

「踊おどろう？」

　今度は、ぎこちなくはなかった。曲が終わり、お辞じ儀ぎをして手を離はなそうとすると、男は困こまったような顔でもう一つ付け足した。

「あと、俺はおじさん呼ばわりされる歳としじゃない」




　周りを見渡しても、クラフトの姿すがたは見当たらなかった。教会かな？　輪の中を外れ、私は教会へ向かった。

　外からの〝音〟は聞こえにくいのに、中の〝音〟は時間を忘れるほど、いつまでも響き続けている。石で閉とざされた鐘かねの中のように。だから、私は教会の中が好きだった。

　ゴツゴツとした石を積み重ねてできている教会。クラフトは、やっぱり教会にいた。儀礼用のしっかりとした法ほう衣えを着き込こんでいる。清すが々すがしい蒼あお。私に気がつくと、ゆっくりと振り返って微ほほ笑えんだ。

「リッカ。祭りを抜け出してきたのかい？」

「お兄ちゃんを捜さがしてただけよ。お祭りに出ないの？」

　クラフトは一つため息をついた。

「……そうだね。僕ぼくは、ここから見てるだけでいいよ」

「それじゃあ、つまらないわ。一緒に踊らない？」

「ちょっと、この格好じゃまずいかな？」

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　私はクラフトの手を引いた。一緒に踊ってほしかった。しかし、手に何かを抱かかえていたクラフトは、手を引かれた拍ひよう子しにそれを取り落としてしまっていた。

「あ、ごめんなさい。なあに？　それ」

　落ちたのは、黒い布ぬのだった。何かの模も様ようが蒼で装そう飾しよくされていた。兆ちよう印いんだ。それも一つじゃなくていくつも……七つかな？　こんなにたくさん編あみ込んだものは見たことがなかった。クラフトはそれを拾い上げるとパンパンと払はらった。

「やれやれ……。まあ、少し早いけど、今渡しておこうか」

　クラフトは黒い布をパンと広げた。私の身長ほどもある大きな布は、マントだった。

「君のマントだ」

「私の？」

「そう。卒業証しよう書しよの代わりさ。七曜の紋もん章しようを編み込んだ特別製せいだ。ちょっとやそっとの術じゆつなら、そのまま撥はね返すことができる。君が持つなら、これくらいは必要だろう？」

「でも……。私、まだ、卒業というほど術は教えてもらってないわ」

　私は大おお真ま面じ目めで言ったのに、クラフトは噴ふき出していた。

「君はもう、とっくに僕よりも強くなってしまった。気づかなかったのかい？　君が扱う術は、もう、僕の教えられるレベルのものじゃない」

「え……でも、私、ただの〈詞ことば〉の使い方しか学んでないわ」

「リッカ。この世界は神々の〈詞〉で紡つむがれた物語だ。世界は〈詞〉によって創つくられている。君は、そこに語りかける術を完成させてしまった。僕たち龍人でも、手に余あまっていたというのに」

「龍人……？」

「龍人は神子を災さい厄やくから守るために存そん在ざいするんだよ。だから、僕は君を守るためだけに存在する」

「お兄ちゃん……龍人なの？」

「今まで、君の前で《神術ジヤフル・フラグ》を使ったことはなかったね──我わが名は《砂レツシユ》。我が息い吹ぶきは真実を惑まどわす蜃しん気き楼ろう──」

　ザザザアアアァァァァァァァ──

　周囲の風景が砂すな嵐あらしのように散っていく。やがてその後に姿を見せたのは、一面の花畑だった。夜だというのに、黄、赤、紫むらさき、白、色とりどりの花々が、昼の明かりに照らされ輝いていた。その花畑の中に、私とクラフトはポツンと二人でいた。
















「すごい……」

　思わず、感かん歎たんの声を上げるとクラフトはそっと微笑んでくれた。しかし──

「──っ？　お兄ちゃん……その眼め……」

　クラフトの瞳ひとみは深い藍あい色いろだった。しかし、その瞳どう孔こうは人のそれではなく、爬は虫ちゆう類るいのように縦たてに割われていた。言葉が出ない私に、クラフトはそっと微笑みかけた。

「驚おどろかせてしまったね。〝龍りゆう眼がん〟というんだ。僕たちが龍人と呼ばれてるのは、この眼が由来さ」

　どう答えたらいいか、分からなかった。でも──

　──僕は君を守るためだけに存在する──

　その言葉がすごく悲しかった。

「お兄ちゃんは、龍人なんかじゃない」

「龍人なんだ。怖こわいかも知れないけど──」

「──違ちがう！　私……私は、私のためなんかに死んでなんかほしくない。お兄ちゃんは、私なんかじゃなくて、もっと…………」

　何が言いたいのか分からなくなってしまった。〈詞〉に語りかける術なんかあっても、私の言葉は言いたいことも伝えられない。

　だけど、クラフトはそっと抱だきしめてくれた。

「僕は別に死にたいわけじゃない。ただ、君を守りたいんだ。……でも、確かに龍人であることを言い訳わけにするのは、間違っているね。僕は《砂の龍人レツシユ・フラグム》だから〝神み子こ〟を守りたいんじゃない。僕が、クラフト＝サンドールだから、リッカ＝エンドワードを守りたいんだ。それを、知ってほしかった」

　花が散っていく、風もないのに、色とりどりの花が舞まっていく。舞い上がる花が視し界かいを埋うめ尽つくす。それが晴れるのと同時に、あたりの風景は夜の聖せい堂どうへと戻もどっていた。

「やっぱり、お兄ちゃんは魔法使いだよ」

　クラフトが出してくれた花畑は、とてもキレイだった。私の術は、あんなことができるようには組み立てられない。

「そういえば、リッカは魔法使いになりたかったんだったね。どうして、お姫ひめ様さまじゃなかったんだい？」

「ええっ？　それは……その…………」

　そんな恥はずかしいこと今さら言えなかった。だって、あのときはまだ八歳だったんだもん。だけど、にこやかに微笑むクラフトには、黙だまっていることはできなかった。

「お姫様は、願い事を一つしか叶かなえてもらえないわ。でも、魔法使いなら、いくらでも叶えられるわ」

　クラフトは、しばらく目を点のようにさせていたが、ほどなくしてプッと噴き出した。

「笑わないでよ。子供のころの夢ゆめよ？」

「ふふふ。ごめんよ。でも、いい夢じゃないか。君なら、きっとどんな願い事だって叶えることができる」

「私、お花畑なんか出せないわ」

「いいや。君ならいつかできるようになるよ。僕のみたいな幻まぼろしじゃなくて、本物の花畑をね」

「私が神子だから？」

「いいや。君が僕の知ってるリッカだから」

　無む条じよう件けんに優やさしいその一言に、私は抱きついていた。

　神子が何をする人でもいい。クラフトが側そばにいてくれるのなら、それだけでよかった。本当に、それだけでよかったのに…………。




　──空が割れるような悲鳴が上がったのは、ちょうどそのときだった。




　　　　♪




　夜を通して、馬車は走り続けた。途と中ちゆううたた寝ねをしていたけど、ずいぶん長い間揺ゆられていたらしい。

　馬車の中、二人がけの座ざ席せきに私とカノン、向かいにカトレアとオボロが腰こしかけていた。馬車の外では、馬に乗った騎き士したちが四人追つい従じゆうしている。残りの一人は直ちよく接せつ馬車の御ぎよ者しやをしていた。

　騎士に守られて王おう城じようへ向かう。私が神子でなかったなら、あるいは子供のころだったなら、嬉うれしくて踊おどり出していたかも知れない。でも、今はそういう気分にはなれなかった。

　本当なら、三年前に来てないといけなかったんだ。なのに私は〝約束〟を忘わすれ〝神子〟の名前も忘れてしまった。三年間、なにか特別なことをしていたわけでもない。自分に対して強い嫌けん悪お感かんをおぼえた。

「起きたか？」

「ええ」

「もうすぐ着く。それからなら休める」

　どうにも、カノンが気き遣づかわしげだと思ったら、夜の窓まどに映うつった私は酷ひどい顔をしていた。目の下にクマまでできてる。今なら、呪のろいがなくてもみんな逃にげ出すような、そんな顔だった。

　馬車を追いかけるように、後方の空（たぶん、あっちが東）がうっすらと白んできている。どうやら、朝が近いみたいだ。風が強いらしく、金きん属ぞくの窓まど枠わくがガタガタと悲鳴を上げていた。

　前のほうには、もう王都ペリドットの街まち並なみがはっきりと見えていた。ルチルのように高い城じよう壁へきに守られているけど、中央のあたりからはお城しろや館やかたがちゃんと見えている。丘おかか何かのように中央が迫せり上がってるみたいだ。なんだか、巨きよ大だいな宝ほう石せきのようにも見えた。

　焼き物らしい屋根は全部翠みどり色いろに統とう一いつされて、遠目に見ているだけでも清すが々すがしい気持ちになるような街並みだ。問題のお城は、大きな塔とうが二つ並んでいるのが見えるけど、この距きよ離りじゃそれ以上はよく分からない。

　窓の外に視線を向けたまま、私はぼんやり夢の話を思い出した。

「別に……疲つかれてるわけじゃないわ」

「なら、いいがな」

「…………私、本当は十五歳の誕たん生じよう日びに、お城に行って、裁さい定ていを受けるはずだったの」

「思い出したのですか？」オボロだった。

「少し……。だけど、私は裁定を受けないで、三年間も何をしてたんだろう？　……って、約束していたのに」

　それを思い出してしまうと、どうしても明るい気持ちにはなれなかった。

「……リッカ。お前の村はデンドリだったな？」

「ええ」

「デンドリは西のはずれだ。南西のアンバー共和国にも近い。それがどうして東の国くに境ざかいのルチルになどいたのだ？」

「……別に理由なんてないわ。ただ、あちこちぶらぶらと旅をしてたら、いつの間にかあそこに住みついていただけよ」

「……〝鍵かぎ〟があり〝神子の騎士〟が眠ねむる場所に、偶ぐう然ぜんたどり着いたというのか？」

「どういう意味？」

「つまり、あなたが〝鍵〟を手にしたのは必然かも知れない、ということです」

　神龍は、ずっと私のことを呼よんでいた。私は、神龍に引き寄せられてあの街にたどり着いたのだろうか？　だけど──汝なんじはただ望めばいい──望むもののない私は、神龍にとって必要だったのだろうか？

　──あなたに必要なものは、ちゃんと側そばにあるようです──

　カトレアはそう言ったけど、私には何のことか分からない。

　ガクンと馬車が揺れ、私の考え事はそこで中ちゆう断だんされてしまった。いつの間にか、馬車は街の門にたどり着いていた。




　まだ暁ぎよう闇あんの影かげがそこここに残るこの時間に、行きかう人の姿は少なかった。ときおり民家の窓から物珍しげにこちらを見つめる視線もあるけど、わざわざ見物に出てくる人はいないみたいだ。

　眠りから覚めていない王都は、驚くほど静かだった。おぼろげな朝日のせいで霞かすみがかっていて、本当に夢の中みたいだ。この景け色しきに、私はだいぶ慰なぐさめられた気がした。

　王都の街並みは美しいものだった。商業都市のルチルと違い、建物の色が白に統一されていて、品があった。ここでは民家一つでも、街を織おり上げるための大切な一いつ片ぺんと意い識しきされているみたいだ。木もく製せいや石いし造づくり、漆しつ喰くいやレンガなど何でもありのルチルでは存そん在ざいしえない統一感だった。

　物珍しくて流れる街並みをじっと眺ながめていると、馬車はゆっくりと止まった。王城には、まだ到とう着ちやくしていないはずだ。

「どうしたんですか？」

　びっくりして振り返ると、カトレアの力強い瞳ひとみと衝しよう突とつした。

「このまま王城に入るのは、やはり効こう率りつがよくありませんわ。三手に分かれましょう」

「それは、別にかまわないですけど、どうしてですか？」

「城の中に入って、自由に動けるのはわたくしだけです。結局、リッカには制約がまとわりついて動きにくくなりますわ。だから、城にはわたくしが行きます」

　確かに、お城の中の勝手なんか分からないし、何もすることがなくなってしまうのは事実かも知れない。

「わたくしは、呪いを解とく他ほかの方法を探さがしますわ。それでオボロ。あなたにはあなたにしかできないことがありますわね？」

「〝青の賢けん者じや〟を追えと？」

「ええ。物の記き憶おくを読めるあなたなら、できるのではないですか？」

「記憶を、読める？」

　オボロはおかしそうに肩かたをすくめていた。

「カトレアの星ほし詠よみと、似にたようなものですよ。〈金きん〉の龍りゆう人じんの私には、金きん属ぞくの〈詞ことば〉が聞こえる。それだけの話です」

「その力で青の賢者を捜し出せるの？」

「いいえ。できません」

　オボロのあっさりとした返事に、私だけじゃなくてカトレアまで椅い子すからずり落ちていた。なんだかすごい人なのかと思ったら、この人は…………。

　気を取り直して椅子に座すわり直すと、オボロはクックと笑いを堪こらえていた。

「まあ仕し事ごと柄がら、情じよう報ほうを提てい供きようしてくださる方は多いです。そちらのほうで捜してみましょう」

　カトレアはなんだか頭ず痛つうを起こしたように頭を抱かかえていた。

「…………まあ、いいですわ。それでリッカ。あなたには、やはり自力で解く方法を探してもらいます」

「自力で……？　何か、方法があるんですか？」

「あなたは、わたくしたちの誰もが持っていない知識をお持ちでしょう？」

「……ジャフル・グラマントン？」

「はい。その資し料りように少し当てがあります」

「当てですか？」

　首をかしげた私に、カトレアはまっすぐ窓の外を指差した。私がのぞいていた窓とは反対側のほうだ。

　そこには、石いし造づくりの頑がん丈じようそうな門と、その両りよう脇わきを守る兵隊。ルチルのように槍やりを持った鎧よろい姿すがたではない。帯刀はしているものの、その姿は鎖かたびらチエイン・メイルにマント姿。腕や首には宝石のはまった装そう飾しよく品ひん。紋もん具ぐだ。紋具を装そう備びした〈唱術士フラグ・テラー〉の兵隊だった。

　門の柱には、古い文字でこう刻きざまれていた。

　──ヘリオドール唱術学園──




　馬車を降おりて門を潜くぐると、淡あわい青の制せい服ふくに身を包んだ物もの腰ごし静かな女じよ性せいが迎むかえてくれた。

「ようこそおいでくださいました。カトレア様から、お話はお伺うかがいしております」

「お世話になります。リッカです」

「申し遅おくれました。わたくしはイザベル。ここの園長を務つとめております。道中お疲つかれになったでしょう？　部屋を用意しております。ゆっくりとお休みください」

　どうも、カトレアやカノンは、前々からの知り合いのようだった。

「馬車で送っていただきました。疲れてはいません」

　しかし、イザベルは優やさしく微笑みかけてくれた。

「ずいぶん、苦労なさったと聞いています。カトレア様の手にあまるような事じ態たい。わたくしごときがお力になれるとは思いませんが、どうかお気き遣づかいなさらないでください」

　呪いの話は、聞いているようだった。

　学園の中も、やはり白で統とう一いつされたキレイな建物が並んでいた。学舎だからだろう。小さな建物は見えなくて、大きな館が城壁のように並んでいる。館同士を繫つなぐつり橋のような形の廊ろう下かには、柵さくのような形の青い手すりが装飾されていた。

　──そういえば、私はここに来たかったんだ。だけど、来ることができなかった。

　あふれてきた嫌いやな思い出を私は慌あわてて頭から追い出した。

　イザベルが通してくれたのは、こぢんまりとした客室だった。標ひよう準じゆん的てきなベッドに無ぶ難なんな風景画が壁にかけられている。他に、目を引くものはない。

「申し訳ありません。本来なら、もっとよい部屋を用意すべきなのですが、内ない密みつにせよとの御お達たつしで、このような部屋を用意させていただきました」

「いいえ。助かります」

　あんまり、上等な部屋を用意されても、逆に落ち着かない。イザベルが去ってから、カノンを捕つかまえて聞いてみた。

「ねえ、イザベルさんって、どういう人なの？」

「……イザベルは、カトレアの従い姉と妹こだ。王位継けい承しよう権けんは持たないが、あれでも王族の血を引いている。そこらの術じゆつ士しでは束たばになっても歯が立たんような〈唱術士フラグ・テラー〉だ。奴やつにケンカを売るような馬ば鹿かはそうそういない」

　そ、そうだったんだ。




　気づかなかったけど、それなりに疲れていたらしく、その日はほとんど寝ているうちに過ぎてしまった。その間に、イザベルがいろんな資料を集めてくれて、カノンはそれと睨にらめっこをしていた。

　翌よく朝あさから、私も自分で資料を調べ始めたのだけど、ちょっと予想外のことになってしまった。

「──駄だ目めね……これも、たぶん偽にせ物ものだわ。そうでなかったら、書いた人の解かい釈しやくが間ま違ちがってる」

　小さな応おう接せつ室しつで私は十何冊さつ目かの本を、ため息と一緒に閉じた。

　──ジャフル・グラマントン──

　発音すら失われつつある古い文字。そう、この文字は失われつつあるのだ。それは正確な知識を持つ者も、失われつつあるということだった。書物の多くも、失われつつある文字を拾い上げようという努力は見えるのだけど、意味を間違えているものが多かった。酷ひどいものになると、本当に噓うそを書いているものも…………。

　クラフトは、とても適てき切せつで正せい確かくな教えを施ほどこしてくれていたらしい。彼は、一体どこであれほどの知識を手に入れたのだろう？　それにそんな知識を持った人が、あんな小さな教会でこぢんまりと神父をやっていたなんて……。

　デンドリで失われたものは、私が思ってるよりもさらに大きなものなのかも知れない。

　イザベルは、困ったように目を細めていた。

「お恥はずかしいかぎりです。実は、六年ほど前にも《織音術ジヤフル・キヤロル》の資し質しつを持った生徒が入学して大騒ぎになったのです。教えられる者が誰だれもおりませんでしたから」

「術は術だろう？　文字が違うだけでそれほど変わるものなのか？」

　すでにジャフル・グラマントンのことをあきらめて、別の〈唱術マナ・フラグ〉の本を開いていたカノンが不思議そうに言った。

「根本的に概がい念ねんが異ことなるのですよ。〈唱術マナ・フラグ〉は物語に一文字を付け加えられるだけ。ですが《織音術ジヤフル・キヤロル》は一文をそのまま書き換かえてしまう」

「力の大きさの話か？」

「違います……そうですね。何か変化が起こるとき、必ず前まえ触ぶれというものがあります。地じ震しんの前には獣けものたちが姿すがたを消し、嵐あらしの前には風が止やみ、津つ波なみの前には潮しおが引く。〈唱術マナ・フラグ〉はその〝前触れ〟を引き起こす術です。《神術ジヤフル・フラグ》も理り屈くつの上では同じ術です」

「つまり……前ぜん兆ちようのようなものを無理やり作るから天てん災さい……というか、災さい厄やくのようなことが起きるということですか？」

　私も知らない話だったから聞いてみると、イザベルは正解を言い当てた生徒を褒ほめる笑え顔がおを浮うかべた。やっぱり、この人も先生なんだな。

「その通りです。〝兆ちよう印いん〟とは前兆の印という意味です。だから、分に過すぎる兆印を抱かかえると、自らが凶きよう兆ちように見み舞まわれてしまうのです」

「へええ。そうだったんですか」

　私が感心したような声を上げると、カノンは呆あきれたような表情を向けてきた。

「お前は〈唱術士フラグ・テラー〉だろう？　何を今さら感心しているのだ」

「う……だって、私が教えてもらったのは〈唱術マナ・フラグ〉じゃなかったんだもの……」

「ふん。それで、結局どう違うのだ？」

「それは、実じつ際さいにお使いになれる方に聞いたほうが分かりやすいでしょう」

「ええっ？　私がですか？」

　今まで教えてもらうことしかなかった。説明することなんて初めてだった。私はどう説明したらいいか頭をひねらなければいけなかった。

「うーんと……ですね。なんというかこう世界の〈詞ことば〉に耳を澄すまして、それに身を委ゆだねながら少しずつ〈詞〉を書き換えていくというか…………」

「さっぱり分からんぞ」

「うう…………」

　私が口ごもると、イザベルがおかしそうにクスクスと笑っていた。

「そういうことです。《織音術ジヤフル・キヤロル》は兆しを表して変化を促うながす術ではありません。物語の法則をじかに書き換かえてしまう術なのです。扱あつかうには、特別な感性が必要であり、資質のない者には、理解できないものなのですよ」

　理解できない……か。私には、やっぱり今の状況のほうが理解できない。

　私も、とうとうジャフル・グラマントンをあきらめて、持ってきてもらっていた別の本を手に取った。〝災いの箱〟の本だ。

　結局〝災いの箱〟っていうのは、なんなのだろう？

〝災いの箱〟が開けられて〝災厄〟が解とき放たれた。これが〝神魔〟。そして中に残っていた〝希望〟がジャフル・グラマントンであり、その欠片かけらである〝神龍〟。箱を開けた女性はジャフル・グラマントンを授さずけられて〝神み子こ〟になってしまった。

　これは別にいいのだけど、では〝災いの箱〟というのは一体なんなのだろう？　灰はい色いろの乙おと女めがもう一度開けてしまったというけれど、一体どんなものだったのだろうか？　大きいもの？　小さいもの？　どこにあった？　そしてどこに消えた？

〝災いの箱〟を閉とじたのが〈詞〉であり、私の中に在ある神龍らしいのだけど、それは一体どういう意味なのだろう？

　やっぱり〝災いの箱〟がどんなものなのか分からないから〝鍵かぎ〟の意味も分からないのかな？

　コンコン──考え込んでいると、誰かが扉とびらを鳴らしていた。

　イザベルが立ち上がり、少しだけ扉を開けた。向こうから中が見えないように気を遣つかってくれたらしい。

「──今、来客中です────ああ、そうでしたね。これはうっかりしていました」

　相手の声は聞こえなかったけれど、イザベルは戻ってきて私が放り出した本を拾い上げた。目を通した中では、一番まともなことが書いてある本だった。

「こちらの書物はもうよろしいでしょうか？　生徒が使いたがっておりますので」

「ああ、すみません。そうですよね」

　ジャフル・グラマントンに関するものだけとはいえ、学園の本を根こそぎ持ってきてしまったのだから、生徒たちは当然困るだろう。でも、どんな人が使うんだろう？

　扉からのぞいていたのは、ここの女生徒のようだった。修しゆう道どう服ふくのような形の真っ白な制せい服ふくに赤の装そう飾しよくがところどころに織おり込まれている。私と同じくらいの歳としだろうか？　ややソバカスの目立つふっくりとした顔立ちで、それがむしろ愛らしく見えた。

　女生徒は私の顔を見て硬こう直ちよくしていた。まあ、灰色の髪というのは見ても気分のいいものじゃないだろう。そう思ったのだけど、私も女生徒から目がそらせなくなってしまった。

　見覚えが、あった。彼女の顔に──

「──クスカ？」

　私は思わず立ち上がっていた。

「リッカ……？　やっぱり、リッカなの？」

　クスカは、恐おそる恐る近づいてきた。私も、同じくらい恐る恐る近づいた。信じられなかった。そうだ。クスカはペリドットの唱術学園に入ったんだ。つまりここの寄き宿しゆく舎しやに入っていたんだ。

「リッカぁ……」

　すでに涙なみだを浮うかべながら、駆かけてくるクスカに、私も両手を広げて応こたえた──が、突とつ然ぜんクスカの姿が視界からフイッと消えた。

「クス──うゴッ？」

　下方より突然襲おそいかかった衝しよう撃げきに、息がつまり後ろへ吹ふっ飛ばされていた。タックルだ。腰こしを落とし身を低く構かまえ、肩かたから入るきれいなタックルだ。
















　感動の再さい会かいの瞬しゆん間かんは、クスカの見事なタックルで同じく見事に、木こっ端ぱ微み塵じんに、情なさけ容よう赦しやなく打ち砕くだかれた。

　………………忘れてた。クスカは、こういう子だった。しょっちゅう近所の男の子を泣かしてた。

「──このバカあッ！　どうして生きてるんなら連れん絡らくしないの？　あたし……あたしが、どれだけ心配したと思ってるんだ──うわあああああぁぁぁぁぁあんっ」

　クスカは、怒ど鳴なりながら泣き出していた。本当に、心配してくれてたんだ。

　──ごめんね、クスカ。私、連絡くらいするべきだったわ。あなただって、私と同じだけ辛つらい思いしたのにね………………でもね？　ちょっと、どいてくれる？　膝ひざ、入ってるわ。みぞおちに……。

　精せい一いつ杯ぱい文もん句くを言おうとしたけど、パクパクと口が開くだけで、声は出なかった。そろそろ、本当に目の前が暗くなってきたころ、ようやく誰かがそれに気がついてくれた。

「クスカ＝リーデル！　あなたは何をやっているのです！」

「へ？　あ…………」

　クスカはようやく自分が私の上に馬乗りになってることに気がついた。止めてくれたのはイザベルだったけど、しばらく立ち上がれそうにはなかった。

「大だい丈じよう夫ぶでございますか？」

「だ、大丈夫です。慣なれてますから」

　イザベルは、私とクスカを交こう互ごに見つめた。

「お知り合いですか？」

「あ、ええ。幼おさな馴な染じみなんです」

「なんとまあ…………そうですね。《織音術ジヤフル・キヤロル》を学べるところが、そういくつもあるわけがありませんでしたね」

《織音術ジヤフル・キヤロル》……？　ああ、そうか。クスカも私と同じように術を習って、同じように使っていたんだ。クスカが使っていたのも、紛まぎれもなく《織音術ジヤフル・キヤロル》だったんだ。

　イザベルは、もう一度私とクスカを交互に眺ながめ、それから少しだけ微ほほ笑えんだ。

「そうだ。クスカ＝リーデル。幼馴染なのでしたら、こちらの方に学園内を案内していただけますか？」

「あ、ええ、それは、もちろん」

「え、でも、資料は？」

「ここの資料よりも、術士同士で話したほうが得られるものがあるかも知れません。さあさあ、お行きください」

　イザベルに追い出されて、私とクスカは顔を見合わせた。もしかして、息抜きに気を遣ってもらったのかな。

　私は腕を組んでクスカを睨にらみつけた。

「……普ふ通つう、六年ぶりの再会で体当たりをするものかしら？」

「だって、あんたが本物か確たしかめないといけないじゃん」

「違ってたらどうしたつもり？」

「そりゃあ、あたしを騙だまそうとした奴が悪いのよ」

　私はキュッと睨みつけ、それから堪えきれなくなって噴ふき出した。クスカも同じだった。

『あはははははははははははははははは！』

　ひとしきり笑ってから、私はクスカに抱だきついた。

「……相変わらずで、安心したわ」

「リッカは……相変わらずってわけにはいかなかったみたいだね。その髪かみ、どうしたの？」

　さすがに、言葉につまった。まさか、呪のろいにかかってるとは言えなかった。これでも、クスカはすごく心しん配ぱい性しようなのだ。口ごもっていると、クスカは私の肩を摑つかんで引き剝はがした。それから、真ま面じ目めな顔をして言ってきた。

「恋こい人びとの趣しゆ味みとか？　ちょっと、どうかと思うわよ」

　私はその場に倒たおれ込みそうになった。確かに、貴き族ぞくの人とかはわざと髪を日にさらして色を抜いたりするらしい。でも、それは確か髪を金色にするためにやるはずだ。間違っても灰はい色いろにはしないだろう。

「冗じよう談だんだってば」

　クスカはおかしそうに笑っていたけど、スカートのすそをギュッと握にぎり締しめていた。彼女は、いつも鋭するどい。たぶん、呪いのことに気がついたのだろう。気がついたけど、聞かないでくれてるんだ。

　私は決心してクスカの目をまっすぐ見つめた。

「私、呪いを解とく方法を探さがしてここに来たの」

　私が、切り出すと、やっぱりクスカは沈ちん痛つうそうな表情になった。堪えきれなくなったといった感じだった。

「その髪……やっぱり、呪いなの？」

「……うん。〝あの事じ件けん〟のときになったみたい」

「みたい？　分からないの？」

「……覚えてないの。あのとき、村にいたのは確たしかよ？　だけど、なにがあったのか、どうして、私だけ生きていたのか、それは分からない。思い出せないの……」

　ただ神子だというだけで、生き残れたんだろうか？　とてもじゃないけど、そうは考えられなかった。

「他の、みんなは、やっぱり……？」

「ごめん。目が覚めたら砂さ漠ばくの中に一人でいたの。たぶん、他にはいないと思うわ……」

　さすがにクスカも深くうなだれていた。

「別に、リッカが謝あやまることじゃないよ。……でも、リッカだけでも、生きててくれて、本当によかった」




　クスカは、学園の中をあちこち案内してくれた。やっぱり私が使っていたのは〈唱術マナ・フラグ〉じゃなかったらしい。授じゆ業ぎよう中ちゆうらしく、紋もん具ぐを扱あつかってる人がいたけど《織音術ジヤフル・キヤロル》とは〈詞〉の織おり方がまるっきり違っていた。私には、むしろこっちのほうが難むずかしそうに見えた。

　クスカの話では私たちの術──《織音術ジヤフル・キヤロル》は、紋具の力に頼っているわけではないらしい。紋具の加か護ごは受けているけれど、力となっているのは〈詞〉そのものであり、資質というのはその〈詞〉に耳を傾かたむけられるかどうからしい。

　生徒が手入れしている花か壇だんや果か樹じゆ園えんも見せてもらえたし、珍めずらしい紋具が展てん示じされている資し料りよう室も見せてもらえた（もちろん、ちゃんと封ふう印いんが施ほどこされていたけど）。

　お互たがい離はなれ離ばなれだった六年間の話をしながら、見物してまわった。さすがに神子がどうしたとかいう話はできなかったけど。

「うっそお。森の魔ま女じよお？　そんなこと言われてたの？」

「酷ひどいでしょう？　もう、呪じゆ詛そをかけてるだとかいろいろ言われたのよ？」

　クスカは、こっちの学校では上う手まくいっているらしく、楽しそうに話をしてくれた。好きな男の話。教師に隠かくれてやったイタズラ。友達の話題。

　ひとしきり歩いてから、私たちは大きな広場に出た。中央に翼つばさある竜りゆうをかたどった噴ふん水すいがあって、それを囲むように長なが椅い子すまで置いてあった。どうもこの学園の中心にあたる場所らしく、周りの館は円を描えがいて並ならんでいた。噴水のふちには青いコケが生えていて、なんだか綺き麗れいだった。

　そう言ってから、少しだけクスカは悲しそうな顔をした。

「あ……、ごめんね。あたしばっか、楽しそうな話しちゃって」

「ううん。でも、唱術学園って楽しそうね。私も通いたかったわ」

　言い方が少しまずかったかも知れない。クスカは余よ計けい落ち込んだ顔になってしまったが、ほどなくして明るい表ひよう情じようで顔を上げた。

「そうだ！　リッカも、ここに入っちゃいなよ。リッカなら絶ぜつ対たい受かるよ。リッカあたしよりも《織音術ジヤフル・キヤロル》上う手まかったろ？　絶対入れるよ」

　クスカの無む邪じや気きな一言は、少し胸むねに痛いたかった。

　そう、できたらいいな。クスカと一緒に、唱術学園に行って、他の子たちとバカなことをやって遊んでみたい。長生きできないというのなら、そういうことに時間を費ついやしてみたい。それを誘さそってくれることはとても嬉うれしかった。

　だから、私も微笑み返すことにした。

「ありがとう。いつか、そうできたら、いいね」

　──と、そのときだった。あたりが急に騒さわがしくなっていた。先生らしい大人たちが声を上げていて、生徒たちを呼よび集めていた。まだ授業中だったらしく、生徒も教きよう師しも本や紋具を抱えたままだった。

「なんかあったのかな？」

　クスカが眉まゆをひそめて立ち上がると、校こう舎しやの館からカノンとイザベルが飛び出してきた。

「なにかあったの？」

「王おう城じようが襲しゆう撃げきを受けているのです。生徒たちを避ひ難なんさせます」

「王城が？　なんで…………」

「青の賢けん者じやだ。おおかた、お前が王城にいると思ったのだろう。まさか、王都へ直ちよく接せつ乗り込んでくるとはな」

「そんな…………」

　私のせいだ。カトレアはたぶんこうなることが分かっていて、私をこっちの学園に置いていったんだ。いてもたってもいられず、駆かけ出そうとするとカノンに押おしとめられてしまった。

「どこへ行くつもりだ」

「王城よ。相手は私を捜してるんでしょう？」

「お前が行っても役には立たん。いいからここにいろ」

「だって！　カトレアさん〈夜よる〉の龍りゆう人じんなんでしょう？　こんな昼間に力を使えるの？」

〈夜〉の兆ちよう印いんは、その名の通り夜に絶大な力を発はつ揮きする。だけど〈陽ひ〉の煌きらめく昼間にはほとんど効こう果かを失うのだ。二十九鳴る真名ジヤフル・グラマントンの一ひと片ひらだというのなら、龍人だって同じなはずだ。

「あっちには騎き士し団だんも術士隊もいる。龍人が一人で乗り込んだところでどうこうなるものではない。それにあっちにはオボロが行った。運がないのは青の賢者のほうだ」

「オボロは、そんなに強いの？」

　カノンは、おかしそうにのどを鳴らした。

「オボロは、あれでも一いち途ずな男だからな。カトレアのことになると見み境さかいを失なくす」

「…………というと？」

「つまり、あの二人は〝そういう仲〟だ」

　そういう仲……？　ああ！　そういうことか。なんでオボロが気安く王女様なんか呼び出せるのかと思ったら…………。自分が赤面したのを感じた。

「ねえ、ちょっとどういうことなの？　リッカ、あんた何かに狙ねらわれてるの？」

　クスカは、事情を知らない。どう説明したらいいのか……口ごもっているとイザベルが間に入ってきた。

「クスカ＝リーデル。あなたも退たい去きよなさい」

「でも…………」

「あなたはわたくしの学園の生徒です。わたくしは、あなたの身を守る義ぎ務むがあります」

「はい……」

　イザベルに背せを押され、クスカは館のほうへ進んだ。一度だけ私を振り向いたその顔は、不安で押しつぶされそうだった。

　私は、なんとか微ほほ笑えみ返そうとしたのだけど、上う手まくできなかった。イザベルが片かた手てでクスカの行く先を塞ふさいでしまったから。──どうしたんだろう？

　イザベルは、前方の館を鋭するどく睨にらみつけていた。その視線を追いかけると、真っ白の館の前に一つの人ひと影かげがあった。

　私の心しん臓ぞうは驚おどろくほど大きく一つ鳴った。儀ぎ礼れいの蒼あおい神官服。丸メガネに優やさしそうな若わかい男の顔。見間違えるはずがない。見み忘わすれるはずがない。それでも見るはずのない姿。

　声が出なくなってしまった。私に代わってクスカの小さな呟つぶやきが聞こえた。

「神父……さま……？」

「何者です」

　鋭く言い放つイザベルに、クスカが割わって入る。

「ま、待ってください学園長先生。こ、この人は、あたしの師なんです。あたしと、リッカの」

　クスカは必死でイザベルを止めようと頑がん張ばっていたけど、私はそれどころじゃなかった。胸が締しめつけられるような感覚。息が詰つまる。声を出せば、たぶん私は泣き出してしまう。私はそのとき初めて知った。〝彼〟にどんな感情を抱いだいていたのか。

　──愛いとしい──

　いつの間にか、私は〝彼〟にそんな感情を抱いていたんだ。今見ているものが本当に現実のことなのか、自信がなかった。誰かに幻げん術じゆつをかけられているのかも知れない。だけど、もうそれでもよかった。

　そして〝彼〟は自分が幻まぼろしでないことを証明するように口を開いた。

「突然の来らい訪ほうをお許ゆるしくださいイザベル学園長。僕ぼくはクラフト＝サンドール。あなたの生徒でもあるクスカと──」

〝彼〟はそこで一度言葉を切り、しっかりと私の目を見た。

「──そして、そこにいるリッカの師だった者です」

　その一言に、私は弾はじかれたように駆かけ出していた。本当に〝彼〟がそこにいるのか触ふれて確かめないと信じられなかった。飛び込んだ胸の中は、確かに温かかった。

「お兄ちゃん！」

「元気そうだね」

「お兄ちゃん。生きてたの？　生きてたのなら。なんで教えてくれなかったの？」

　ずっと側そばにいてくれると言ってくれたのに、私のことを守ると言ってくれたのに、こんなに長い間どこに行っていたというの？　口を開いたら、たまらず涙なみだがこぼれてしまって、言いたいことの半分も言えなかった。

　なんとか顔を上げると〝彼〟はそっと私の頰ほおをぬぐってくれた。

「お兄ちゃん…………」

「遅おそくなってごめんよ。どうにかして君が〝鍵かぎ〟を手に入れる前に会いたかったのに……」

「〝鍵〟……？」

　どういうことだろう？　そう思うのと同時にカノンが叫さけんだ。

「離れろリッカ！」

　──ドッ

　小さな衝撃と痛いたみが、胸を打ちつけていた。比ひ喩ゆではない。本当の衝撃。なにが起こったのか、分からなかった。

　胸を見下ろすと、刃やいばのついた細長い棒ぼうが、胸に突つき立てられていた。──剣けん……？

『──我が名は《金ペイ》。我が龍りゆう鱗りん、如い何かな刃とて貫つらぬきえぬ鋼はがねの鎧よろい──』

　──《神術ジヤフル・フラグ》──

　どこからともなく響いたその声に私の胸から一挙に〈詞ことば〉が溢あふれ出していた。解き放たれた〈詞〉は瞬またたく間に〈金〉の形に編あみ込まれ、六角形の盾たてを紡つむぎ上げていた。

「くっ──龍人の加か護ごか？」

〝彼〟は大きく後ろに飛んだ。それを追うように、銀の剣けん閃せんがその場を斬きり裂さく。カノンだった。

　とたんに力が抜け、私は膝ひざから崩くずれ落ちていた。

「イザベル！　リッカを」

「分かってます」

　カノンは〝彼〟に斬りかかり、クスカが私を抱きかかえようとしていた。イザベルが怪け我がを見ようとしてくれたけど、私は怪我をしていなかった。

「〈金〉のペンダント。よかった。傷きずは大丈夫です」

　オボロのくれた金紋のペンダントがボロボロと崩れ出していた。何かの術じゆつが仕し込こんであったらしい。それが、私を守ってくれたのだ。だけど、私は動けなかった。信じられなかった。信じたくなかった。

　──愛しい──

　そう思った次の瞬間、剣で胸を突かれた。

　カノンは〝彼〟に斬りかかっていた。上段、やや、袈け裟さ懸がけに振り下ろされた一ひと太た刀ちを〝彼〟は手にした剣でなんとか受け凌しのぐ。続けざまに下方から追いかける剣撃に堪らず後こう退たいする。

　斬りかかるカノンに手をかざす──
















「邪じや魔まをしないでくれ──我が名は《砂レツシユ》。我が息い吹ぶきは真実を惑まどわす蜃しん気き楼ろう──」

　周囲の風景が崩れ出す。ボロボロと砂すなの彫ちよう刻こくのように。〝彼〟を中心に一面砂さ漠ばくの景け色しきが広がっていく。カノンは一歩後ろに下がり、まっすぐ剣を構え直す。

「──我われ表あらわせしは〈詞ことば〉の兆きざし。虚きよ構こうの戒かい律りつを引き裂く、破は戒かいの剣と顕あらわれよ！」

　正せい眼がんに構えられた剣に淡あわい紫むらさきの光がともる。紫水ずい晶しようの色に染そまった長剣をカノンは地に突き立てた。

　ミシッ──嫌いやな軋きしみを立てて、世界がひび割われる。砂の世界はガラスのように割れ、もとの噴水の広場へと戻った。

〝彼〟が大きく目を見開いたときには、イザベルの顕あらわした雷らい光こうが弾はじけていた。

「──我表せしは〈雷いかずち〉の兆し。空より来たりて地を貫く、天なる雷と顕れよ！」

　突然の電撃に〝彼〟は剣を投げ捨て後あと退ずさる。イカズチは剣に絡からまりやがて収おさまった。

「──〈詞〉の兆印──まったく、とんでもないものを刻きざんだものだね」

　焼け焦こげた剣の代わりに〝彼〟は新たな短刀を抜き出した。

「やめてっ！」

　どうしようもなくて、私は叫んだ。目の前の光景を噓うそとしか思いたくなかった。〝彼〟が──クラフトが私を刺さした。私を殺そうとした。

　ほとんど悲鳴のようだった。その声に、カノンは背せ中なかを向けたまま私の前に立った。

「傷は？」

「大丈夫です。紋具が盾たてになってくれました」

「どうして？　なんで神父様が？」

　こちらも悲鳴のように言ったクスカに、カノンは視線だけ振り返った。

「おおかた、術で化けた偽にせ者ものだろう？」

　カノンの言葉にイザベルは沈ちん痛つうな面おも持もちで首を横に振った。

「いいえ。そうだとしたら、あなたの〝破は戒かいの剣〟に何の影えい響きようも受けないなどということはありません。たとえ龍人であってもです。彼女たちの見間違いでなければ、恐おそらく……」

　カノンと睨にらみ合ったまま、クラフトはようやく口を開いた。

「そこをどいてくれ。無関係な者を巻まき込こみたくはない」

　それは、どうしても私の知ってる彼──クラフト＝サンドールの言葉だった。

「わたくしの学園に踏ふみ込んでおきながら、そのような世よ迷まい言ごとがまかり通るとでも？」

　イザベルがかざした手の甲こうには〈雷〉の兆印を刻んだ装そう飾しよく品ひんが揺れていた。反対側の手には〈水みず〉の兆印も。

「頼たのむ。…………彼女を、リッカを殺すのなら、僕がやらなければいけないんだ」

「…………どうして？　どうしてそんなことを言うの？　私……私を〈唱術士フラグ・テラー〉にしたのは、あなたじゃないの？」

「そうだ。君に術を教えたのは僕だ。だから、僕が──クラフト＝サンドールがやらなければいけないんだ」

　彼の──クラフトの目は狂くるってはいなかった。縦たてに割れた瞳どう孔こうの〝龍りゆう眼がん〟でありながら、怒いかりに歪ゆがむでも、欲よくにくらんだ目でもない。私の知ってるまっすぐで、誰よりも優やさしい目だった。

「納なつ得とくいきません。どうしてなんですか？　どうして神父様がリッカを襲うんですか？　どうしちゃったんですか？」

　クスカの泣き出しそうな悲鳴に、クラフトは小さく唇くちびるをかんだ。

「クスカ……。君には、黙っていたけど。彼女は──リッカは〝神み子こ〟だ」

「神子…………ですって？」

　驚いた顔で、クスカは私を見た。返事のできない私に代わって、イザベルが頷いた。

「それは事実です。だから、わたくしたちは彼女を守っている」

「でも、だったら、なおさらおかしいじゃないですか！　リッカが神子なら、守らなきゃいけないんじゃないんですか？」

「……違うんだよ。リッカは神子ではあるが〝灰はい色いろの乙おと女め〟なんだ。いずれ、〝災わざわいの箱〟を開ける定さだめにあるんだ。彼女はすでに〝鍵かぎ〟を手にしてしまっている。箱を開く前に止めなければいけない」

　ゆるぎない決意を秘ひめた目は、どうあっても引かない意志を持っていた。

「どうしてよ……。私、ずっと、約束を守ってきたわ。人を傷つけるためじゃなくて生かすために術を使う。私に、その約束をさせたのは、お兄ちゃんじゃない」

　その一言に、クラフトは悲しそうに目をそむけた。

「言い訳はしない。憎にくいのなら、憎んでくれていい。だけど、僕は、君を殺すためだけに、今日まで生き延のびてきた。もう、後には引けない」

「ふん。どの道、引く気がないのなら、これ以上の問答は無用だ」

　剣を構え、まさに斬きりかかろうとしたそのときだった。カノンの前に、クスカが飛び出していた。危あやうく刃が掠かすめそうになり、カノンは慌あわてて剣を引いた。

「死にたいのか！」

「やめて、お願い。こんなのおかしいよ。リッカも、神父様も、死んだと思ってたのに、生きてたのに、あ、あたしは嬉しかったのに……。なんでこんなことになるの？　こんなのおかしいよ」

　しゃくりあげるクスカをカノンは力ずくでどかそうとする。それを止めたのはクラフトのほうだった。

「やめるんだクスカ。君には辛つらいだろうけど。これが現実なんだ。あの日、リッカは死ななければいけなかった。だけど、彼女は生きている。だから、僕も彼女を殺すためだけに生きてきた。僕には、もう、時間がない。邪じや魔まをする者に、手て加か減げんはできない」

　クスカは、小さな悲鳴を上げたが、それでも引き下がらなかった。

「だったら、本当のことを言ってください！　おかしいじゃないですか。リッカのことあんなに可か愛わいがってたのに、危ないかも知れないからって殺すんですか？」

　クスカの叫びに、なぜかクラフトは私に哀あわれみの目を向けた。

「それを、話せば、君たちはそこをどいてくれるのかい？」

「話してくれないなら、絶ぜつ対たいにどきません」

　クラフトは、深いため息をついた。ただ、ひたすら辛そうな慟どう哭こくにも似にたため息だった。

　やがて、顔を上げたクラフトは、まっすぐ私を見ていた。

「三年前。デンドリの村が消しよう滅めつした。僕は、誰も助けることができなかった。自分の身を守るので精せい一いつ杯ぱいだった」

　そこで、いったん言葉を切った。恨うらみや怒りではなくて、哀しみに満ちた表情だった。

「デンドリの村を消したのは、リッカ──君なんだ」

　ドシン──と、重たい音を聞いたような気がした。クスカが信じられない表情で、私とクラフトを交こう互ごに見つめた。

「う……そ……。なんで、私が？」

「覚えていないのかい？　そうかも知れないね。でも、本当に分からない？　あの日、黒い涙なみだが降ふったのを思い出せない？」




　──黒イ、涙ガ、降ル？　──




　知らないはずの景色が目の前を過よぎった。恐ろしい光景。絶対に使わないと誓ちかった力。使えば、そうなると分かっていたから。

「ち──違う……私、じゃない…………私がやったんじゃない！」

　私は、取り乱みだしていた。自信がなかった。〝あれ〟ができたのは、私しかいないはずだった。私しか、知らないはずだった。なのに、私はその光景を知っていた。見た記き憶おくがあった。見たのを思い出してしまった。

　クラフトは、哀あわれむような目を向けていた。

「龍りゆう人じんである僕が、もう少しで死ぬほどの傷を受けてようやく生き延びた。君は？　怪我一つしてなかったんじゃないか？」

　決定的な一言だった。クスカが怯おびえた表情で後あと退ずさり、イザベルでさえ、動どう揺ようした顔をしていた。

　その隙すきを見み逃のがすクラフトじゃなかった。渾こん身しんの踏み込みは、クスカの脇わきを駆け抜け、あっという間に私の目の前にまで迫せまっていた。

　動揺していたイザベルは、対たい応おうが間に合わなかった。

　クラフトの短刀が光って見えた。私を守るものは、何もなかった。オボロのペンダントはもう壊こわれた。守ってくれる人は自分で手放した。そして、私は、自分自身を守る気持ちが起きなかった。

　短刀が、私の胸を貫つらぬく瞬しゆん間かんが先に想そう像ぞうできた。が──

　ギインッ──澄すんだ金きん属ぞく音おんを立て、短刀は撥はね上げられていた。

　クラフトのやや後方にカノンの姿があった。身を捻ひねって斬きりつけたらしい。斜ななめ後方からの一撃は、奇き跡せき的に短刀を捉とらえていた。

　追い討うちに駆けるカノンにクラフトは堪たまらず後退した。

「まだ邪魔をするのか」

「こいつを──リッカを守ると決めた。今さらそれを止やめるつもりはない」

「そうか……英えい雄ゆう祭さい。優ゆう勝しようしたのは君だったな〝神み子この騎き士し〟」

　──神子の騎士──

　英雄祭の優勝者は、英雄の墓ぼ所しよで誓ちかいを立て、神子を守る騎士となる。誰かに聞いた話が脳のう裏りを過った。しかし、カノンは鼻で笑った。

「勝手な呼び名をつけるな。そんなものは知ったことか」

「では、なぜそうも彼女を庇かばう」

「俺は龍人じゃない。こいつが神子だろうが森の魔ま女じよだろうが知ったことじゃない。関係ない。ただ、俺は約束をした。こいつを──リッカをつれて帰ると」

　クラフトは、目を閉とじて深いため息をついた。それからもう一度開かれた瞳ひとみに、迷いの色はなかった。

「分かった。僕が引けないのと同じように君にも引けない理由があるんだね。だったら全力を尽つくすのが礼れい儀ぎだと思う──青の賢けん者じや《砂の龍人レツシユ・フラグム》クラフト＝サンドール──参る」

「──〝戦いくさの風かぜ〟が一いち陣じん──カノン＝アルゲイト。受けて立つ」

　──戦の風──それが、何を意味する言葉だったのかは、とっさに思い出すことはできなかった。だけど、お互い名乗りを上げた以上、どちらも相手が死ぬか退しりぞくまで止まらないのだとは、分かった。

　もう、止めてほしかった。私に、そこまでして守る価か値ちなんてない。だけど、声は詰つまって出なかった。止めようと伸のばした手は、何もつかめずに宙ちゆうをかいた。

「クスカ＝リーベル！　こちらにお戻もどりなさい──我表せしは〈水みず〉の兆きざし──」

　クスカは一瞬、躊ちゆう躇ちよの表情を見せたが、イザベルの叱しつ咤たに、慌てて駆け戻ってきた。その間にも、カノンはすでに鋭するどく踏み込み、クラフトに斬りかかっていた。

　下方から振り上げられる剣けん閃せんを、両手で握にぎった短刀で受け止める。

「──我が名は《砂レツシユ》。我が吐と息いきは枯かれ果て朽くち逝ゆく砂さ塵じんの衝撃」

　クラフトが大きく後ろに跳とんだときには、術は完成していた。

　突然──宙から大量の砂が吐き出されていた。砂の雪崩なだれは容よう赦しやなくカノンを直撃する。

〝破は壊かいの剣つるぎ〟が上段から打ち下ろされる。渾身の一太刀に砂の雪崩は左右に一度割れるが、水流のような砂は瞬またたく間に斬ざん撃げきの亀き裂れつを吞のみ込む。

「──母なる大海を流れし大いなる荒あら波なみと顕あらわれよ！」

　イザベルの術が完成したのはそのときだった。足元から濁だく流りゅうのような水が噴ふん出しゆつされ、僅わずかに遅おくれて砂の雪崩に衝突する。水を吸すった砂は波の動きを失い、見る見るうちにボロボロと崩くずれ出す。

　泥どろの海と化した地面をカノンは蹴けりつける。その先には、同じく地を駆けるクラフトの姿すがたがあった。

　カノンは容よう赦しやなく剣を振り下ろし、クラフトは短刀でなんとか受けるも、泥にすべり膝ひざを折っていた。

「──なに？」

　だけど、驚きよう愕がくの声を上げたのはカノンだった。カノンの足元──泥の海から人の形をした砂が噴出していた。

　──あれは！　英雄祭のときの砂の魔物。人の形をした砂〝砂人〟は、足元からカノンに纏まとわりついていた。カノンはそれを剣で斬ろうとしたのだろう。しかし、剣が振るわれることはなかった。

　カノンの長剣の切っ先に短剣が張りついたようにかみ合っていた。砂だ。短剣から砂が這はい出て、長剣を絡からめ取っていた。龍人の生み出した砂は強固に凝ぎよう縮しゆくし、カノンの腕わん力りよくでも抗あらがいようがないみたいだった。

　砂人は、カノンを羽は交がい締じめにし、それを確かく認にんしたクラフトは短刀を棄すて、また駆け出した。

「──〈詞ことば〉の兆きざしよっ！」

　カノンの叫びに〝破戒の剣〟は烈れつ紫しの閃せん光こうを放つ。絡みつく砂は瞬時に弾はじけて、霧む散さんするが、一手遅かった。続けて振るわれた剣は確かに砂人を斬きり裂いたが、すでに砂人は一体だけではなくなっていた。

　次から次へと、泥の大地から砂人が這い出してくる。一体や二体斬り捨てたところで、もうどうにもならない数だった。

　群むれのように現れた砂人の人ひと垣がきに、カノンの姿は見えなくなった。

　クラフトは突進する。一直線に私に向かって。私を殺すために。

「──切り裂く刃と顕れよ！」

　いつの間にか術を唱え終えていたイザベルが、宙ちゆうを斬りつけるように腕を振るう。振るった腕の軌き跡せきに水が流れて跡あとを引き、鎌かまのような形で飛ばされる。

　クラフトはそれを見み据すえていたように手の平をかざしていた。──刹せつ那な、宙に砂が弾け、水の刃は砂さ塵じんに吞まれて消える。

「くっ──我表せしは──」

「──遅い」

　術を唱えかけたイザベルの体が、くの字に曲がり、足が宙に浮いていた。クラフトの突進に任まかせた肘ひじ打うちが、イザベルの腹ふく部ぶにめり込んでいた。

　どっと崩れ落ちるイザベルを地に横たわらせると、クラフトはまっすぐ私に向き直った。もう、障しよう害がいになるものは何もなかった。ただ、私とクラフトの間を震ふるえる影かげが一つ遮さえぎっているだけ……。

「クスカ……。どいてくれ。君にまで手て荒あらな真ま似ねはしたくない」

　クスカは震えながら首を振った。

「だっ──駄だ目めです」

「分かってくれとは言わない。恨うらんでくれていい。だけど、僕は引くわけにはいかない」

　クスカの声は震えていた。後うしろ姿すがたでも、泣いているのは分かった。

「いや……です。神父さまは、正しいのかも知れない。あ、あたしが、馬ば鹿かなことをしてるのかも、知れない。あ、あたしには、どっちが正しいか、なんて、分からない。だけど、あたし、ここでどいたら、きっと、一生後こう悔かいする。ここで、リッカを見み捨すてたら、あたしは…………」

　あまりにか細い声で、その続きは聞き取れなかった。だけど、もう、そんなに辛つらそうなクスカは見ていたくなかった。

「クスカ……。もう、いいよ。ありがとう」

「リッカ……」

「たぶん、デンドリの村を消したのは、私なんだと思う。だから、覚えてないんだと思う。無む責せき任にん……よね？」

　クスカの隣を通り過すぎ、私はクラフトの前に立った。やっと、思いを果たせられるはずの彼は、むしろクスカよりも辛そうに見えた。

「謝あやまりはしない」

「……お兄ちゃんなら、いいよ」

　クラフトは手を振り上げた。その手に砂でできた剣が握にぎられていた。早く、その剣を振り下ろしてほしかった。でないと私は、もう、耐えられない。私は、愛いとしい人が自分を殺そうとしている。そんなことに耐えられるほど、強くない。

　なのに──

『──我わが名は《金ペイ》。我が一いつ爪そう、虚こ空くうを引き裂く鋼はがねの剣──』

　誰かの声が聞こえた。誰が唱えたのかは分からない。聞いたことのない声──いや、神龍の声のように聞こえた。唱えられたのは〈唱術マナ・フラグ〉ではなくて《神術ジヤフル・フラグ》だった。

　──ジャコンッ

　クラフトがいたはずの場所を、巨きよ大だいな刃は物ものが薙なぎ払はらっていた。獣けものか鳥の爪つめのようなゴツゴツとした無ぶ骨こつな刃やいば。目の前を舐なめるように一いつ閃せんした三さん本ぼん爪づめは金の〈詞ことば〉で織おり出されたものだった。

　何が起こったのかよく分からなかった。〈詞〉の発した先に視線を向けると、バラバラになった金きん属ぞく片へんが飛び散っていた。

　──何？　これは……──

　ガラスの破は片へんのように飛び散ったのは甲かつ冑ちゆうの欠片かけらだった。その向こうにこちらに駆けようとしているカノンの姿が見えた。右手にはまだ剣を握っていて、反対側の手をこっちに伸のばしているような体たい勢せいだったけど、そこにあるはずの腕うでがなかった。

　金属の破片がこちらに転がり、カノンの姿は再び砂人たちに覆おおわれ、見えなくなった。

　私は、転がってきた破片を見た。一番大きな破片が、幾いく度どとなく、私の頭をなでてくれた優やさしい手の形をしていることを理り解かいしたくなかった。

　足元に転がってきたのは、カノンのヴァンブレイスだった。痛いたみにも似にた、刺さすような感覚が指先から首くび筋すじまで駆けていった。

　私は、悲鳴を上げた。

　視し界かいの隅すみで何かが身を起こした。クラフトだった。とっさに飛びのいて今の術をかわしたのだろう。三本爪に抉えぐられたらしく、頰ほおがザックリと裂けていた。

　──愛いとしい──そう想おもった感情は──憎にくい──瞬またたく間にそう、転化した。

　キリキリと世界が軋きしむような〝音〟が聞こえていた。フワリと舞まう砂の一塵までが、その〝音〟を私に届とどけていた。クラフトの身じろぎ一つの〝音〟でさえ、私にその〝音〟を語りかけていた。

「──二十九鳴る真名ジヤフル・グラマントンが一ひと片ひらよ。我われは詠うたい誘いざない、其そは舞い踊おどる──」

「させない──」

〈詞ことば〉を紡つむぎ始めた私の意い識しきは一気に術じゆつに傾かたむいた。クラフトは砂すなの剣けんをまっすぐ突つき出して突とつ進しんする。私の意識は身体からだを離はなれ、何の反はん応のうもできない──はずだった。

　ギインッ──

　砂の剣は鋭するどく悲鳴を上げて弾はじき飛ばされた。弾いたのは私のマインゴーシュだった。

「反はん撃げき──した？」

　鳴り響ひびく〝音〟と《織音術ジヤフル・キヤロル》の〈詞〉は互いに折り重なり、調和し、一つの旋せん律りつを奏かなで始めていた。

　意識を放り出した私の身体は、旋律に身を任まかせ、勝手に踊り始めていた。軽快な音楽を聴きいたときに思わずリズムを取ってしまうように、優しい音色を聞いたとき身体を揺ゆらしてしまうように。

《織音術ジヤフル・キヤロル》を詠うたいながら反撃をしてくる。私に術を教えた張本人のクラフトには、それがどれだけ異い常じようなことか理解できただろう。だから、隙すきだらけだった。

　奏でる音色のままに、私の身体はマインゴーシュを薙なぎ払う。クラフトはとっさに剣で受けようとしたけど間に合わなかった。ナイフが袖そでを掠かすめて剣を取り落としていた。

「──我指かけしは藍らん玉ぎよくの弓──」

　そして、当然のことだけど〈詞〉は廻まわり始める。私の周りに、蛍ほたるのような蒼あおい光が旋回を始めていた。とうとう堪こらえきれず、クラフトは後ろに飛びのいた。

「くっ──我が名は《砂レツシユ》──」

《神術ジヤフル・フラグ》が〈詞〉を紡ぎ始める。

　──遅おそい！　どうして……どうしてもっと早く殺してくれなかった？　もっと早く殺してくれたなら、あの温かかった手が、何度も頭を撫でてくれた手が、なくなるところなんか、見なくて済すんだのに！

「──《辰ミシユナ》は天てん律りつに廻めぐり回り──《螺メ旋ム》は無む窮きゆうに流れ連つらなる──」

〝音〟はやがて流れ連なり旋律と化す。〈詞〉は廻りまわって詠い囁ささやく。全すべてが〝音〟と〈詞〉の奏でるままに起きていた。私はただ、奏でられる旋律に身を任せるだけでよかった。

「──我が一いつ爪そう、恵めぐみを貪むさぼる骸むくろの掌しよう握あく！」

　先に完成したのは、クラフトの術だった。

　砂すなの〈詞〉が弾ける。弾けた〈詞〉は瞬く間に織おり直され、地面から突き出す巨きよ大だいな杭くいを紡ぎ上げる。骨ほねか何かのように歪いびつにくびれた異い形ぎようの杭だった。人間の指であるかのように五方向から迫せまってくる。摑つかみかかる〈砂〉の指先はとてもじゃないけど受けきれるものでも避よけきれるものでもなかった。

　だけど、あなたは分かってない。私に聞こえる〝音〟がどんなものか。どれだけ明めい確かくに聞き取れるか。そして〝音〟と〈詞〉が何を私に伝えてくれるかを──

　私の身体は踊おどるようにナイフを突き出し、砂の指先を受け止める。当然見る間もなく押おし返されてしまうけど、その勢いきおいを受けながら刃やいばの接せつ点てんを起点に身を捻ひねった。砂の杭は私の髪かみの一束を跳ね飛ばし、マインゴーシュを半ばからへし折った──が、それだけだった。

　私の身体は大きすぎた異形の手をすり抜けていた。

　術をかわされたクラフトの周囲に、蒼い光が蛍のように舞い纏まとわりつく。それと同時に砂が噴ふき上がる。主あるじを守らんと壁かべになろうとするが、もう遅おそい。

「──ああ、《星ダレト》は流れ降ふり注ぎ──《煌セフイラ》は閃光の矢と駆け抜ける！」

　蒼い蛍は、疾しつ走そうする。尾おを引く光は矢のように見えた。四方八方から降り注ぐ光の矢を、かわしきる術なんて存そん在ざいしない。そして、これは──

　──私が愛しいと想う者を守るために作った術だ！

　二十九鳴る真名ジヤフル・グラマントンが紡ぎ出した蒼の矢は、砂の甲こう羅らを易やす々やすと貫つらぬいていた。

　砂の壁が崩くずれ落ち、後あとから姿を見せたクラフトはあちこちから流血しながらも、まだ立っていた。腕うでに足に体に、傷きず跡あとは反対側にまで突き抜けているように見えた。それでも、まだ、彼は立っていた。私は、その姿に絶ぜつ句くした。

「──あ…………」

　奏でられていた旋律は弾けて止やんだ。

　私は、今、何をした？　人を生かすために術を使う？　──噓うそだ。私は今、私を守ると言ってくれた人に、その彼を守るために作った術を、撃うち込こんだんだ。

　私はカクンと膝をついた。クラフトは、私を殺すと言った。それでも紳しん士しだった。クスカには手を出さなかったし、イザベルにだって必要以上の危き害がいは加えなかった。

　なのに、私は、何をした？

　震ふるえる私に、なぜかクラフトは驚おどろいたような表情をしていた。不思議そうに、私を見て、それから自分の手を見た。それから、もう一度、私を見た。

　今なら、私を殺すことなんて、簡かん単たんなはずだった。なのに、クラフトは呆ぼう然ぜんとして、止とどめを刺しにはこなかった。もう、立っているだけで、精せい一いつ杯ぱいだったのだろうか？

　ひと時の静せい寂じやくが浸しん透とうしていた。ただ、呆然と私たちは見つめ合っていた。

　ザザザザザ──

　刹せつ那なとも悠ゆう久きゆうとも思える静寂は、突然飛び散った砂に破られた。弾けた砂は、砂人の破は片へんだった。砂さ塵じんを突き破り、突進したのはカノンだった。

「おおおおおおおっ！」

　雄お叫たけびを上げ、斬きりかかるカノンに、クラフトは片手を差し向ける。次の瞬間には、クラフトのいたはずの場所に、砂が爆ばく発はつしていた。

　かまわずカノンは剣を振り下ろすが、砂塵が晴れた先には何も残っていなかった。

　同時に、周囲を覆おおいつくしていた砂の世界は、ボロボロと崩れ去っていた。跡には、ただの泥どろの海が広がっているだけだった。

　ガクンと、そこでカノンは膝を折った。剣を地に突き立て、倒たおれぬよう縋すがりついていた。

「カノン……」

　カノンは、左腕が肩かたからなくなっていた。ヴァンブレイスの破片だけが、そこにあったものの面おも影かげを残していた。額ひたいが裂さけ、血が片目を潰つぶしていたが、それでも残った片目で私を見ると、安心したようにため息をついた。どうしたらいいか分からなかった。

　縋すがるようにカノンのもとへたどり着くと、彼はふんと鼻を鳴らした。

「逃にげた……らしいな」

「カノン…………腕が……」

「気にするな。こいつは義ぎ手しゆだ。義手が壊こわれただけだ」

　義手……？　なくなった左腕の部分からは、血は流れていなかった。

　義手？　もう一度同じ疑ぎ問もんが頭の中に氾はん濫らんした。カノンはいつもヴァンブレイスを外さなかった。これが、その理由？

　私は、それで少しだけホッとしてしまったのかも知れない。手当てが必要だったのは彼のはずだ。なのに、私はカノンに縋りついていた。

「……リッカ？」

　返事はできなかった。どうしようもなくて、ただ、縋りついて、無様に泣き続けた。







　第五章　歪わい曲きよくの災さい厄やく







「──《陽ソフイ》の瞳ひとみは虚うつろに消え逝ゆき──《夜サメク》の帳とばりは白しろ銀がねに輝かがやく──」

　それは白と、黒だけの世界だった。

　夜であることは、意い識しきのどこかで認にん識しきしていた。だけど頭上に広がるそれは、ただ、よどみ一つない真っ白の空だった。

　周りにある家々は黒く、燃もえ盛さかるかがり火でさえただの白だった。祭りの花は灰はい色いろ。火の明かりと影かげに照らされる地面は、見事に白黒に色分けられていた。

　踊おどっているのだろうか？　人々はみな空を仰あおいでいた。真っ白の髪かみ。真っ白な顔。目と口と鼻だけが、穴あなのように黒く空いていた。

　白黒の世界に、一つだけ、色のあるものがあった。火のような朱しゆ色いろ。だけど、それは燃え盛る火ではない。火のようにも見えるけれど、火は上から下へは流れない。

　朱の塊かたまり。白黒の世界にあまりに鮮せん烈れつな朱。

　朱色の塊は、燃え盛る炎ほのおのようにも見え、かと思えば岩のように硬かたくも見えた。とめどもなく蠢うごめき続けるそれは、硬こう質しつな質感を持ちながら、炎のように不ふ規き則そくに揺ゆらめき続けていた。

「──《煌セフイラ》は暗黒に瞬またたき──《鬼ギメル》は憐れん憫びんに微ほほ笑えむ──」

　真っ白な空に黒い点がいくつも現あらわれ始めていた。星々のように。しかし、夜であるはずのその空に、先ほどまで星は一つとして存在しなかった。煌こう々こうと輝くべき月でさえ、姿を隠かくしていたのだ。

　黒い点は、星のない空に、その代わりを務つとめるかのように増ふえ続ける。やがて、満天の星と変わらぬほどに鏤ちりばめられたそれは、空に穿うがたれた穴のようだった。

　白い空に満天の黒い星々。

「──ああ、《星ダレト》は嘆なげき降り注ぎ──《砂レツシユ》は餓うえた杯さかずきを傾かたむける──」

　──そして、空は落ちてきた──

　黒い雨が降る。

　とめどもなく何を嘆くというのか、白びやく夜やの空は泣き続ける。鬼き哭こく啾しゆう々しゆうと黒の涙なみだを流し。

　黒い雨は、朱の塊を打つ。とめどもなく永えい延えんと。朱の塊は、悲鳴を上げたように見えた。音は、聞こえなかった。

　ただ、どこかで、誰かが泣いていたような気がした。そして、ただただ、悲鳴に吞のみ込まれていく。

　音のない世界で、聞こえるはずのない〝音〟。

　黒い雨は降り続ける。とめどもなく。終しゆう焉えんもなく。

　黒い雨は打ち続ける。有う象ぞう無む象ぞうも区別なく。

　燃え盛る白い炎も、灰色の花も、真っ黒の家々も、雨に打たれて消えていく。

　バタバタと、何かが倒れていく。人に、見えた。みんな、見覚えのあるものだった。

　あれは、さっき踊りを一緒に踊った男だ。おじさんじゃないと怒おこっていた。向こうにあるのは、長老の顔に見えた。ごつごつとした杖つえが雨に打たれて破片になった。

　黒い家の前に何かが転がっていた。二つあった。人の形をしていた。

　あれは、誰だっただろう？　確か、私の髪を梳すいてくれ、服を整えてくれたお母さん。今日の花はお前だと、嬉うれしそうに言ってくれたお父さん。

　壊こわれていく。何もかもが崩れていく。私の知ってるものが、私の居い場ば所しよが消えていく。叫さけび声だけがいつまでも響ひびき続けていた。

　誰の悲鳴？　朱の塊？　村のみんな？　それとも私？

　朱色の塊は木の枝えだのように捻ねじれ上がり、そして這はいよってきた。

　黒い雨の降らぬ、ただ一つの場所。

　つまり──私のもとへ。




　　　　♪




「〝黒い涙〟──あの術じゆつは。私しか知らないの。私が作ったから」

　ヘリオドール唱術学園。そこで私に与あたえられた部屋で、ようやく私は話し始めた。

　あの後、オボロとカトレアがつれ立ってやってきたときには全すべて終わっていた。城しろを襲おそっていたのは〈砂すな〉の眷けん属ぞくだけだったらしく、二人の龍りゆう人じんと城の兵たちによって全て討うち取られたらしい。

　学園内は、ようやく駆かけつけた教員たちによって、片かたづけが始められていた。青の賢けん者じやはもう去ったのだ。

「人を生かすために術を使う。師し匠しようのクラフト神父は私にそう、約束させたわ。だけど、いつの間にか術の理り屈くつが分かると、クラフト神父から教えを請こわなくても、術を組み立てられるようになっていた」

　幸い、カノンの傷きずは大したことはなかった。失った腕うでは本当に義ぎ手しゆだったらしく重じゆう傷しようと呼よぶほどのものではなかった。あのヴァンブレイスは、私のペンダント同様〈詞ことば〉で織おり上げられていたのだ。だから、義手とは思えないほど自然に動いていたのだ。

　カノンはそのオボロの〝兆ちよう印いん〟を砕くだいて解放し、そして義手は壊れてしまった。

「子こ供どもだったわ。私は、自分でどれくらい強力な術が作れるのか、知りたかった。思いつく限かぎり、強力に〈詞〉を組み立て、ものを壊すために作り上げた」

　イザベルは当あて身みに気を失っていただけで怪け我がはなく、クスカもショックは大きかったようだけど、今は、しっかりと気を持ち直していた。

　ここにいるのは私と、カノンとオボロにカトレア。それからイザベル。そして、クスカだった。彼女の前で、告白しなければいけないことだった。

「でき上がった術は…………ただ、容よう赦しやなく何もかもを壊す力だった。使えば、どんなことになるか、組み立ててから分かったわ。自分が、何を考えていたのか……怖こわくなって、私は研究に使ったノートを全部燃やして、術のことを必死で忘わすれた」

　クスカは、何も言わなかった。怖くて、彼女の顔を見上げることができなかった。彼女は、私の正面に腰かけていた。

「あの日。お祭りの日だったわ。何があったのか、それは、よく思い出せない。何かに、村が襲われて…………黒い涙は降ったわ。私が降らせた。村の人たちは、みんなまだ、そこにいたのに……。私は、あの術を使った。使っちゃいけないって知ってたのに……」

　それが、私の呪のろいの正体。私が、私を呪った理由。私が、何も覚えてない理由だった。

「ごめん……なさい」

　クスカの顔を見上げることができなかった。どれだけ怒っているだろう？　あるいは、どれほど落らく胆たんしているだろう？

「なんで、リッカが謝あやまるの？」

「……だって。私は、クスカのお父さんやお母さんだって…………」

「どうしようも、なかったんでしょう？」

「…………怒って、ないの？」

「怒ってるわよ！」

　クスカは怒ど鳴なった。ビクッと震ふるえることしかできなかった。

「怒ってるけど、怒れるわけないじゃん。あたしは……あたしは、そこにいなかったんだ。だから生きてるんだ。みんな死んだときに、リッカが怖い目に遭あってるときに、一人だけ安全なところにいたんだ。責せめられるわけ、ないじゃない…………」

　クスカは、顔を覆おおって泣き出してしまった。私はひたすら眉まゆをひそめて話を聞いていたカトレアに視し線せんを向けた。

「ごめんなさい。そういうことだったんです。私の呪いは、解とけません。神み子こらしいことだってできないです」

　カトレアは一度指を嚙かむ仕草をしたが、一つため息をついて口を開いた。

「……話は、分かりましたわ。あなたが、ご自分でやったと言う以上、デンドリのことはリッカ、あなたがやったのでしょう。……ですが、そうすると、おかしいですわね」

「おかしい？　何が？」

「あなたは、何のためにその術を使ったのです？　何も村を消してしまいたくなったわけでもないでしょう？」

　冗じよう談だん混じりに言ったのはオボロだった。

「あなたの村を襲ったのは、歪わい曲きよくの災厄──神しん魔まだったはずです。あれに生なま半はん可かな術など通用しませんし、あなたがその術を使わなければならなかった必然性もうかがえます……が、あなたの話では、そのときのことが不ふ鮮せん明めいです」

「それにそのとき青の賢者も側そばにいたはずでしょう？　彼は一体何をやっていたのです？　リッカ、あなたは、デンドリの村を消した。では、それはなぜ？　それは、説明できますか？」

「それは…………」

　確たしかに、奇き妙みような魔物を見たのは覚えてる。あれが神魔という奴やつなのだろうとも思う。でも、それが何をしたのか？

　………………思い出せない。

「あなたは、記き憶おくに部分的な欠けつ損そんがあると言いました。確かに、トラウマによるものもあったでしょう。ですが、もしも、呪いがあなたの記憶を壊こわすためにかけられたものだとしたら？」

「どういう……こと？」

「現げんに、あなたは、村を消したことだけを思い出し、自分に対する呪いも強いものにしてしまっている。普ふ通つうは逆ぎやくなのではありませんか？　辛つらくて忘れたというのなら、都合のいい言い訳わけのほうを思い出すのでは？」

「そんなこと……言われても」

「もう一つおかしなことがありますわ。リッカ。それにクスカさん。あなたたちが見た青の賢者は、あなた方の師に間違いないのですわね？」

「……はい。クラフト神父でした。姿すがた形かたちだけならともかく、あそこまで行動を真ま似ねるのは難むずかしいと思います」

　答えたのはクスカだった。

「幻げん術じゆつの手て合あいでないことは確かです。カノンが〝破は戒かいの剣つるぎ〟を使いましたから」

「それが、どうかしたの？」

「あなた方の話では、その〝クラフト神父〟はとても紳しん士しな方のようですわ。リッカの約束の話もありますし……」

「……だから？」

「リッカ。あなたは、英えい雄ゆう祭さいの騒そう動どうで何を見ました？」

　英雄祭？

　カノンの試合の途と中ちゆうで砂すなの魔物が現れ、あちこちがパニックになった。それから……そう、リバース・ギルドの暗殺者が出た。

　私が、考え込んでいると、カトレアは冷ややかな目つきで言った。

「あなたの話では、なるほど、確かに無関係な者は巻まき込こまなかったようですわね。イザベルもカノンも大した怪け我がではありませんでしたし、クスカさんも危き害がいは加えられなかったようです。じゃあ、英雄祭の観客は？　衛えい兵へいは？　先ほどの騒動だって、城しろや街の者が巻き添ぞえになっていますわ。それで、無関係な者を巻き込まない？　冗談じゃありませんわ」

　カトレアは怒っていた。そうだ。彼女は王女なのだ。彼女は、ただの退たい屈くつしのぎで城を抜ぬけ出しているわけではなく、自分にしかできないことがあるから、事じ件けんに首を突っ込んでいるのだ。この国とそこに住む者たちをとても大切に思っているから。

「そうですね。確かにこれでは青の賢者がクラフト神父と同一人物なのか疑うたがいたくなります。しかし、英雄祭にしろ、先ほどの騒動にしろ、現れたのは〈砂すな〉の眷けん属ぞくです。あれを自在に操あやつれるのは、同じ砂の主あるじ《砂の龍人レツシユ・フラグム》だけです」

「どちらも、目立つ場所で騒ぎを起こして注目を集め、その隙すきに目的を済すませる。同じ手口に引っかかったわけですけど、とてもリッカたちのいう人じん格かく者しやのやることじゃありませんわ」

　クラフトの名を騙かたる者が二人いる？　だけど〈砂〉の神龍は一体しかいないのではないだろうか。どういうことなんだろう？

　でも、あのときのクラフトは、間違いなく私の知ってる〝お兄ちゃん〟だった。

「それでは、目的地は決まったわけか」

「はい。あちらも本格的に動き始めていますから、早さつ急きゆうに行動に移うつる必要がありますね」

「え？　どこに行くの？」

「お前の村に決まっているだろう？　結局、お前が思い出さんと、話が進まん」

「デンドリの…………村」

　震えてるのが、自分でも分かった。私が消した村。私の生まれてすごした村。そこにもう一度戻れと？

　怯おびえていると、オボロが屈かがみ込んで顔を近づけてきた。

「リッカ。今回の騒動は、全てあなたの村で起こったことから始まっているように思えます。真実を知る者はあなただけなのです。あなたは思い出さねばならないのですよ」

　オボロは、医い師しの真ま似ね事ごとをしていると言った。私は患かん者じやであり、彼は医師だった。

　それから、ポンポンと頭を叩たたかれた。

「どの道、そんな面つらのお前をつれて帰るわけにはいかんさ」

「……分かったわ。行くわ。デンドリの村へ。私、知りたい。あのとき、本当は何があったのか。私が全部やったっていうのなら、なおさら知りたい」

　イザベルがすっくと立ち上がった。

「では、急せかすようですが今すぐ出たほうがよろしいかと。カトレア様を追いかけて、城しろの方が押しかけてきております。〝神み子こ〟の話が知られれば、抜け出せなくなります。馬車を用意してありますから、そちらをお使いください」

「相変わらず、手て際ぎわがよくて助かります」

　微び笑しようを浮うかべるオボロと仏ぶつ頂ちよう面づらのカノンに、イザベルは静かな眼まな差ざしを送った。

「お二人とも神子をお願いします。彼女には、まだ、助けが必要です」

「まあ、私は主治医でもありますからね。ですが守るというのなら、それは私の役ではなく〝神子の騎き士し〟の役ではありませんかね？」

　そう言って、からかうようにカノンに首を傾かたむける。当のカノンは肩かたをすくめるだけだった。

「オボロ……カノンも、来てくれるの？」

「ふん。俺は、お前をルチルにつれて帰ると言った。それだけだ」

「わたくしもご一いつ緒しよしますわ」

「え？　カトレアさんは、まずいんじゃ……王女様なんですよ？」

「ここまで来て、結末だけ置いてけぼりなんて納なつ得とくいきませんわ。それに、今世の神子に恩おんを売っておくのはヘリオドールとしても悪い話じゃありませんわ」

　カトレアはそんなことを言っていたけど、恩を着せるようなやましい〝音〟は聞こえなかった。

「あ……あたしも…………」

「クスカ＝リーベル。あなたは、ここに残りなさい」

「でも……」

「ここは、わたくしの学園です。あなたは、ここの生徒です。彼らについていくことは許きよ可かできません」

　イザベルの冷ややかな制せい止しに、クスカは肩を落とした。

「クスカ…………。私、ちゃんと全部話しに戻るから。お願い。待ってて……」

　そっと肩に手を載せると、クスカは袖そでにしがみついてきた。

「リッカ……なんでいつも、あんたなの？」

「…………？」

「あたし、本当は、あんたがここの学園に来られなくて、ホッとしてたんだ。だって、あんたは、いつだってあたしより術が上う手まかったから。なのにデンドリがあんなことになって、あたしは、死ぬほど後こう悔かいしたんだ。あたしも、あそこに残っとくべきだったんだって……。リッカが来なくて、ホッとしてた自分が、死にたくなるくらい嫌いやになったんだ」

「クスカ……」

「リッカ。お願いだよ。ちゃんと、ちゃんと帰ってきて……神子なんて、どうでもいいじゃん。思い出せなくてもいいじゃん。だから、お願い……」

　悲しい〝音〟が聞こえていた。ポロポロと、涙なみだの〝音〟を奏かなでて……。

「大だい丈じよう夫ぶよ。私、一人じゃないから。ちゃんと、戻ってこられるわ」




　上等そうな座ざ席せきに埋うもれ、私たちは馬車に揺ゆられていた。馬車とその周りには五人の騎士様が前回同様護ご衛えいについてきてくれていた。カトレアは、公こう務むだと言って当然のように引っ張ってきたらしい。いいのか？　と聞くと──

「あら？　わたくしではなく神子の護衛ですわよ？」

　──と、あっさり言った。

　カノンの義手は、代用品も見つけられなかった。結局、彼は片かた腕うでのままついてきた。私も、ペンダントが壊こわれ、マインゴーシュも折れてしまった。

「ねえ、オボロ。カノンの義手は、オボロが作ったんでしょう？　もう一度作れない？」

「作れないことはありませんが、今この場では無理です。あれはそれなりに手の込んだものでしてね。道具がなければ作れません。人の腕の形をしているだけでいいのなら、ここでも作れますがね」

「ふん。そんなもの、こん棒ぼうの代わりにもならんだろう？」

「まったく……。切り札にとっておけと言ったではありませんか」

「もともとそれほど使ってはいなかった」

　そういえば、英雄祭の試合のときも、カノンは片手で長木刀を振り回していた。やっぱり、感覚の違うものなんだろうか？

「まあ、エル・グラムを上手く使うことですね」

「エル……？　って、なに？」

「カノンの剣の名です。英雄祭の優ゆう勝しよう賞品ですよ」

「え？　これがそうだったの？」

　馬車の中、カノンの肩に立てかけられた長剣は特に派は手でな装そう飾しよくもなく、刀身に刻きざまれた〈詞ことば〉の兆ちよう印いんだけが特とく徴ちようらしい特徴だった。

「派手な装飾がなんの役に立つ？」

　ということらしい。

「《金の龍人ペイ・フラグム》である私が鍛きたえ、神子の祝福を受けた剣ですからね。〝神子の騎き士し〟が持つに相応ふさわしい剣ではありませんか？」

「神子……って、私が？」

「あなたが贈おくってくれた兆印ですよ。〈詞〉の兆印がそうそう存在すると…………思っているのでしょうね。あなたは」

　なんだか気になる言いようだけど？　でも、私が刻んだ兆印がこんなリッパな剣になるんだ。みすぼらしいとまで言える剣はとたんに光り輝かがやく名剣に見えた。

「それはそうと、ニコライ？　調べはつきましたか？」

　カトレアが御ぎよ者しや側の窓まどに呼びかける。二人の御者のうち片方──いつかの紳士的な騎士──が振り返った。

「三日では、調べも不十分ですが、ご報ほう告こくいたしましょうか？」

「ええ」

「リバース・ギルドのほうですが、雇やとい主はやはり青の賢けん者じやに間違いないようです」

「そ、そんなこと調べてたんですか？」

「あら？　わたくしが、城で昼ひる寝ねをしているとでも？」カトレアは自じ慢まんげだった。

「捕ほ縛ばくした暗殺者。術で口を割わらせましたが、どうやら〝灰はい色いろの髪かみの女〟がいたら、最優先で殺すよう言われていたようです」

　ギュッと、胸の奥おくがつまるような気分だった。あのときの暗殺者は、何のことはない私を狙ねらっていたんだ。

「こちらのほうは、洗あらってもこれ以上は出てこないかと思われます」

「でしょうね。他ほかは？」

「神かみ隠かくしのほうは、あまり発生に規き則そく性せいはありません。せいぜい、比ひ較かく的小さな村がよく襲われているくらいでしょうか？　地ち域いき的にも、ランダムであり、次の発生地を特定するのは難むずかしいかと思われます」

「そっちのほうは、当てがあります。もう一つは？」

　当て──って、なんだろう？　カトレアは、かまわず次の報告を催さい促そくしていた。

「デンドリの村ですね」

「そんなことまで、調べてたんですか？」

「ええ。リッカ。あなたがご自分を呪のろうような出来事があったとしたら、あの事件のときに何かあったと考えるのが、当然ではありませんこと？」

　信じられなかった。オボロはカトレアのことをただの放ほう蕩とう娘むすめのように言っていたけど、とんでもない。この人、立りつ派ぱに王の器うつわだ。恐おそろしい人と行動をともにしていたことに今さら気がついた。

「よろしいでしょうか？　こちらのほうですが、なにぶん当時の学者たちでさえ何が起こったか結局判別できませんでした。初めに砂さ漠ばくに吞のまれたのはデンドリとその周辺だったのですが、それから砂漠は広がり続けています。三年の間に三つの村が吞まれました」

　私の使った術は、デンドリだけにとどまらず、それ以外の村にも被ひ害がいを出し始めていた。

　──と、そのときだった。ガクンと揺ゆれ、馬車が停車していた。

「どうしました？」

「どうも、祭りか何かのようで……」

　言いよどむ騎士に、続きを語るかのように賑にぎやかな音が聞こえてきた。

　太たい鼓こと笛の音が鳴り響き、楽しそうな声と歓かん声せいが沸わきあがっていた。そっと窓をのぞいて見ると、花はな飾かざりをつけた娘たちが踊おどる足を止め、突とつ然ぜん乱らん入にゆうしてきたこの馬車を好こう奇きの目で注目していた。

　どうにも、まだ支し度たくをしている最中らしい。かがり火用の薪まきも積まれている最中だし、少し向こうでは赤黒い肌はだの少年が、木の枝えだを振り回して顔だけ黒い羊ひつじたちを誘ゆう導どうしているのも見えた。音が鳴っていたのは、試ためしに鳴らしているところだったらしい。

「どうされます？　迂う回かいしますか？　このまま進むことはできません」

「そうですわね……。いいですわ。今日は、ここで宿を取りましょう」

「よろしいのですか？　まだ、日が暮れるまで時間があります。次の村まで行くこともできますが……」

「かまいませんわ。少し、息抜きが必要のようですから」

「息抜き……ですか？」

「リッカ。あなた、酷ひどい顔をしてますわ。気の滅め入いる話ばかりでは倒たおれてしまいますわ」

　お祭り……最後に行ったお祭りは、神しん魔まが出て台無しになった。それから、一度も行ったことはなかった。だけど…………。

「私は……遠えん慮りよしときます」

「どうしてですの？」

「だって、私の髪こんなじゃないですか。お祭りに顔を出していいような色じゃありません。それにペンダントが壊こわれちゃったから、たぶんみんな怖こわがります」

　そう言うと、カトレアはくすくすと笑い始めた。

「あなたは〝龍りゆう人じん〟なのですよ。神龍がその程てい度どの瘴しよう気きは抑おさえ込んでくれます。それに、あなたはご自分の髪を気にしすぎです。むしろ暗い顔をしていることのほうが問題ですわ」

「だけど──」

　言い終わる前に、カトレアに馬車から引きずり出されていた。慌あわてふためく私に、カトレアはそっと耳打ちしてきた。

（あなたは今世の神み子こなのですわよ？　もう少し、笑ってくださいな）

　カトレアに手を引かれ、人々の輪の中へと飛び込むと、周りの村人たちは戸と惑まどいの色を見せたが、それも彼女の圧あつ倒とう的な気き質しつにあっさりひれ伏ふしていた。とたんに手を引かれ、小さな女の子が青い花飾りを手て渡わたしてくれた。

「姫ひめ。なりませんぞ。このような下しも々じもの者の宴うたげに交まざるなどと。いい加か減げん、自分のご身分を考えていただきたい。そもそも姫は普ふ段だん日ごろから勝手に城しろを抜ぬけ出したり森の魔女なぞをつれて歩いたりだのと────」

　やってきたのは、ルードという騎士だった。どうにも森の魔女が神子であるはずがないと、疑うたがいの目を向けてくる人だ。しかし──

「ルード。それでどうしてあなたが鎧よろいを脱ぬごうとしているのですか？」

　ルードの指は、確かに鎧の留具にかかっていた。こんな動作、よほど注意深く見ていないと分からないはずなんだけど……。

「あ、いや、これは、その……」

「あなたは見み張はりです。周囲の警けい戒かいに当たっていなさい」

「そ、そんなあ」

　一いつ喝かつされるとおとなしく見張りにつくのだけど、がっくりと肩かたを落として、周囲の華はなやかな服ふく装そうの娘たちを恨うらめしそうに眺ながめていた。結局、彼も本当は祭りに参加したかったらしい。

　…………あの人、本当に騎士なんだろうか？

「あら？　やっと、笑ってくださいましたわね」

　気がついたら、私もくすくす笑っていた。確かに、笑ったのは、久ひさしぶりだった気がする。しばらく、笑いは収おさまりそうになかった。

　やがて太たい鼓この音が鳴り始め、お祭りが始まっていた。今このときだけは、私も魔女の黒法ほう衣えを着ていることを後こう悔かいした。もっと、女の子らしい格かつ好こうをしてくるべきだった。祭りの光景にはそぐわぬ姿すがただったけど、村人たちは受け入れてくれた。

「知ってますか？　森の魔女が二人いたことを」

「え？　どういうことですか？」

　踊り疲れて、飲みものを飲んでいるときだった。カトレアは唐とう突とつに言ってきた。

「片かた方ほうは、邪じや悪あくな古代〈唱術マナ・フラグ〉を扱あつかい、万ばん人にんに災さい厄やくをもたらす灰色の魔女」

　やっぱり、そんなこと言われてたんだ。

「もう一人はどんな方だったと思います？」

「ええ？　そりゃあ、やっぱり同じくらい悪い魔女ですか？」

「もう一人は、悪い魔女に呪いをかけられた美しい娘むすめで。人々に迷めい惑わくがかからないよう、森の中でひっそりと暮くらしているらしいですわ」

「な、なんですか？　それ」

「さあ？　でも、わたくしが出会った魔女はどちらのほうだったのかしら？」

　カトレアは、イタズラをするような目で私を睨にらんでみせた。

「笑ってくださいリッカ。あなたは決して魔女なんかじゃありません。あなたが望みさえすれば、誰だれだって笑いかけてくれます」

　そう言われると、なんだか恥はずかしくなってうつむいてしまった。

「わたくし、今なら少しだけルチル＝クォーツの気持ちが分かるような気がしますわ」

「と言うと？」

「もし、わたくしに妹がいたら？　……そういうことですわ」

　カトレアは優ゆう雅がに微ほほ笑えんでいた。返答に困こまりまごまごしていると、カトレアはいきなり抱だきついてきた。

「こら！　笑いなさいって言っているでしょう？」

「──あっ、ちょ、ちょっち、あははっ、や、止やめ、あひゃふ──」

　カトレアは容よう赦しやなく、くすぐってきた。息が止まるほど、くすぐられてしまった。……私にも、お姉さんがいたらこんな感じの人だったんだろうか？




　日が暮れ、夜の色が空をどっぷりと吞のみ込んでいく。燃もえ盛さかるかがり火は、あの日の光景とよく似にていた。

　村人たちが楽しそうに踊り、笛太鼓の音は終わることなく響ひびいていた。

　カノンとオボロは隻せき腕わんと盲もう目もく。祭りの輪を外れ、なんだか二人で飲んでいた。

　カトレアは、というと。とっかえひっかえ踊りに誘われ、未いまだにかがり火を囲って踊り続けていた。

　私のほうは、さすがに踊り疲れた。まだ、誘ってくれる人はいたけど、もう断ことわっていた。丸太を倒たおしただけの簡かん易いな腰こしかけに、飲みものを飲みつつ腰かけていた。何の果か実じつだろう？　酸さん味みが利きいてて今の気分にぴったりだった。

　飲みものを堪たん能のうしているとカノンがギョッとしたような顔をして駆かけ寄よってきた。それから──バシッ──思いっきり頭を叩たたかれた。間ま違ちがっても撫なでたわけじゃない。

「～～～っ！　痛いたい！」

　抗こう議ぎの声を上げると、カノンは私の手から飲みものを取り上げてしまった。

「子こ供どもが酒なんか飲むな」

「誰だれが子供よ！　────お酒……？」

　飲んだことのないものだったから分からなかったのだけど、どうやら今の飲みものはお酒だったらしい。なんだか足元がフワフワしているような、いい気持ちになれたのに……。

　カノンは舌した打うちを漏もらすと、残っていた飲みものを一気に飲んでしまった。

「ああああああ！　まだ飲みたかったのに」

「お前にはまだ早い」
















　また人を子供扱いする。私は睨にらみつけてやったのだけど、なんだか勝手に笑いがこみ上げてきていた。おかしいな。別に、なにか面おも白しろかったわけじゃないはずなのに。

「…………おいおい。大丈夫か？」

「あふふふふふふ。あれえ？　おかしいなあはははは」

　カノンが困った顔で固まっているのが、なおさらおかしかった。

　もう、笑うしかなくて笑い続けていると、たくさんの〝音〟があたりを飛び回っていた。

　楽しそうに笑う〝音〟。踊りのために作られた〝音〟。ポンポンと単調で、しかし、よく整った〝音〟。もう少し注意深く聞いてみると、祭りの〝音〟に引かれたのか、木々のざわめきに虫や獣けものたちの〝音〟も集まってきていた。

　みんな、愉ゆ快かいで楽しげな〝音〟。トントトンと、軽い〝音〟。ザッガサリと地を蹴ける〝音〟。ゴウゴウゴウと火の燃える〝音〟。〝音〟は幾いく重えにも折り重なって旋せん律りつとなる。

「ふふふふ。ねえ、カノン。私が話した〝音〟のこと、覚えてる？」

「……まあな」

「私、なんとなく分かったわ。これはやっぱり〈詞ことば〉じゃないわ。あんな複ふく雑ざつなものじゃなくて、もっと簡単で単たん純じゆんで純じゆん粋すいなもの。吟ぎん遊ゆう詩人が弾ひくハープやリュートと同じだわ」

〝音〟の奏かなでる旋律に乗って、全すべての〈詞〉は紡つむがれ流れている。世界が〈詞〉だというのなら〝音〟は時間や運命に違いない。

　一人で笑い続ける私に、カノンは真ま面じ目めな顔を返してきた。

「あふふふ。やっぱり分からないかな」

「……いや。俺が思ったのは、どうしてお前はその〝音〟が怖こわいのだ？」

「怖い？」

「お前は〝音〟を嫌きらって森の中に住みついたのだろう？　そこに魔物が出ることを知っていても。安全だが〝音〟の多い街中ではなく、危き険けんでも〝音〟の少ない森の中を選んだ。お前には魔物よりも〝音〟のほうが嫌なものだった。それは、苦手どころの話ではない。怯おびえているというのだ」

　私は、いつの間にか笑えなくなっていた。そうだ。人が多いところは〝音〟が多くて大きい。だから私は森の中に逃にげ込んだんだ。そう、髪の色も呪のろいも関係ない。私は〝音〟が怖かったんだ。

「やだ…………思い出したくない」

　自分が、何を口走ったのかは分からなかった。

　──嫌だ──嫌だ──嫌だ──思い出したくない──あんな〝音〟聞きたくなかったんだ──

　私はかきむしるように自分の顔を覆おおった。そうだ。私は聞いてしまったんだ。あの恐ろしい〝音〟を。〈詞〉よりも単純で純じゆん粋すいだから、隠かくし事もなく全部聞こえてしまった。

　──悲鳴──悲鳴──悲鳴──絶ぜつ叫きよう──嘆なげき──苦く悶もん──

　ボロボロと崩くずれていく〝音〟。それでも消えたくないと縋すがりついてくる〝音〟。全部、私にのしかかってきたんだ。

「おい。リッカ？」

　頭を撫でようとしたのか、カノンが伸ばしてきた腕に、私は縋りついた。

「……私、思い、出した」

「思い出した？」

「私……聞いたの。悲鳴──みんなの悲鳴──みんな叫んでた──みんな泣いてた──痛いって、辛つらいって、苦しいって……」

「神魔のことを言っているのか？」

「……許ゆるせなかった。みんな私の大好きな人たちだったのに、あんな悲鳴を上げさせるなんて……あんな悲鳴を聞かせるなんて……。だから、あの術を使った。〝黒こく曜ようの涙〟。私が、壊こわすために作ったあの術を」

　私が教会を出たときにはもう遅おそかった。みんな、喰くわれた後だった。歪ゆがんだ〈詞〉に吞み込まれ、ボロボロと崩れ始めていた。〈詞〉の意味を失った彼らは、真っ白になっていた。髪の色も皮ひ膚ふの色も。ただ、目や鼻や口のくぼみだけが奇き妙みようなほど暗かった。

　見ていられなかった。耐たえられなかった。いくら耳を塞ふさいでも消えてくれない。みんな、壊してやりたくなった。あんな〝音〟を聞かせるものを全部壊してやりたくなったんだ。

　絶ぜつ対たいに、二度と聞きたくない〝音〟だったのに──




　──悲鳴──悲鳴──悲鳴──悲鳴──悲鳴──悲鳴──悲鳴──悲鳴──悲鳴──




　二度と聞きたくなかったあの〝音〟が、突とつ然ぜん頭の中を叩きつけていた。

　聞きたくなんかないのに、いくら耳を塞ふさいでも響ひびき続ける破は滅めつの〝音〟。私は、悲鳴を上げた。息ができなかった。もしかしたら暴あばれていたのかも知れない。気がついたら、カノンの腕に押さえつけられていた。

「リッカ！　落ち着け。なんなんだこれは？」

　カノンの言葉が少しだけ気になって、私は我われに戻もどれた。

　カノンは、空を見上げていた。さっきまでは祭りの火が煌こう々こうと燃もえ、ぼんやりと深い青色に染そめていた夜の空。今は、まだら模も様ようのどす黒い雲が広がっていた。

　──ああ、あの日と同じだ。あの日、教会から外に出たらこんな空が広がっていた。みんなの悲鳴で割われてしまったみたいに。

「ニコライ！　ルード！　村人を避ひ難なんさせなさい！　神隠しです。来ますよ！」

　遠くでカトレアがテキパキと騎き士したちに指し示じを出していた。祭りの宴うたげもピタリと止やんでいた。みんな、戸と惑まどった表情で顔を見合わせていた。まだ、何が起こったのか分かっていないようだった。

　みんなこの〝音〟が聞こえないんだろうか？　ああ……そうだった。私にしか聞こえないんだった。

　いつの間にか、オボロが側そばに寄ってきていた。手には鋼こう糸しを編あみ込んだらしい強力そうな鞭むちを握にぎっていた。

「オボロ。これは一体なんだ？」

「神魔です。このタイミングで来るとは少々できすぎですね。まるでつけられていたかのようです」

　それでもオボロは落ち着いた調子だった。

「リッカ。立てるか？」

　カノンは、私を立たせようとしたけど、足に力が入らなかった。酷ひどい頭痛がしていた。悲鳴は、小さくなっていたけど、あの〝音〟は手ひどく私を打ちのめしていた。

「無……理……」

　ようやく搾しぼり出せた言葉はそれだけだった。騎士たちに導みちびかれ、村人たちは速すみやかに避難を始めていた。それを見み届とどけてから、カトレアがこちらに走ってきた。

「リッカ？　どうしたというのですか？」

「分からん。空がこうなったとたんこいつもこうなった」

　空がこうなった……？　カノンたちの会話がどこか遠くのことのように聞こえて、頭も働かなかった。ただ、祭りの夜に同じ空。あの日と同じ悲鳴。それだけがグルグルと頭の中を回っていた。

「そうか……。神み子こは〈詞〉を聞き取れる。歪ゆがんだ〈詞〉も。力を失った今の状じよう態たいでは、抵てい抗こう力りよくがないのですわ。まさか、こうなってしまうとは……」

　なぜか、失敗でもしてしまったような口調だった。カトレアは、しゃがみ込んで私の顔をのぞき込んできた。

「リッカ。お詫わびは後でしますわ。とにかく、今は自分の身を守ることを考えてください。ちゃんと生きることを考えてください。そうすれば神しん龍りゆうが守ってくれます。狙ねらわれているのはあなたなのです」

「……どういうことだ？」

「神しん魔まは、依より代しろに強い力を持った道具を使うと言いましたね。あれは人間を依り代に使うこともできるのですよ。ただ、人間よりも、霊れい木ぼくや輝石のほうが力があるからそういったものを使うのです。強い力を持った人間がいるのなら、そちらを求めるのです」

「つまり神子を依り代にほしがっているのか？」

「はい。神子は神魔にとって、最大の天てん敵てきであると同時に最良の依り代でもあるのです」

　さっき言っていた〝当て〟というのは、私のこと？　カトレアのほうへ目を向けると、何かの術を唱え始めていた。

「──我わが《夜サメク》の眷けん属ぞくたちよ──」

　地についたカトレアの手から、黒い何かが染しみ出していた。影かげ？　影は見る見るうちに広がっていき、歪いびつに捻ねじれた黒の模も様ようを作り出していた。

　私は息を吞んだ。地面に画えがかれた黒の模様から、何かがせり出してきていた。槍やりのように突き出してきたそれは、人の形によく似にた暗い影だった。

「何？　これ？」

「カトレアの〈夜よる〉の眷属──夜や魔まです。露つゆ払はらいくらいはできます」

　それはクラフトの砂の眷属にも少し似ていた。

　ガサガサ──と、茂しげみが揺れた。初めに姿を見せたのは、真っ白な影だった。それを見た瞬間──小さな虫に群むらがられたような不ふ快かい感かんが走った。〝音〟が纏まとわりついてくる。ボロボロと崩れた〝音〟の破は片へんが、拾ってほしいみたいに降ふってくる。

　みんな……デンドリのみんなは、あんなふうに喰くわれたんだ。

　暗い影──夜魔たちは、白い人たちに襲いかかっていく。襲われた白い人たちは、見る見るうちに崩れていった。もともと崩れかけていたのだから当たり前だ。グシャリと〝音〟の破片を撒まき散らし、後には何も残っていなかった。

　止めるべきなのだろうか？　あれはみんな人間なのに。だけど、もう助けられない。それは私にも分かる。カトレアから泣いているような〝音〟が聞こえていた。そうか。彼女は自分の民たみを自分で葬ほうむらなければいけないんだ。辛つらくないわけがない。

　神魔の眷属と〈夜〉の眷属たちは、絡からまりあいながら次々と消えていく。そんな中、森に面した広場の木々がザワザワと揺らめき蠢うごめいていた。

「──来ますよ」

　木々をなぎ倒し、姿を現したのは、あの日と同じ朱しゆ色いろの塊かたまりだった。

　岩のような硬こう質しつな外観なのに、その表面は炎ほのおのように波打っている。何かの結けつ晶しようのようにも見え、流れる水のようにも見えた。この世にあるはずのない形。歪に狂くるった〈詞〉。災いとしか呼べない〝音〟。

　──神殺し──

　そう呼ばれたことを思い出した。だけど、無理だ。私には、この〝音〟に耳を傾けることなんてできない。

「──我わが名は《金ペイ》。我が吐と息いき、大地を撃うち抜く鋼はがねの散さん弾だん──」

《神術ジヤフル・フラグ》──紡ぎ出された〈詞ことば〉は、中に銀色の塊かたまりを織おり始め、やがて小さなナイフの形に束ねられる。一本や二本ではなく、それこそ何十何百という数が紡ぎ出され──宙ちゆうを疾走し、朱の塊目掛けて降り注いだ。

　ナイフの雨に打たれた朱の塊は、表面にガラスのような亀き裂れつを走らせたが、一度波打つとそれも消えてしまった。

「カトレア──守りを──」

　オボロが呼びかけたときには、カトレアはすでに術を唱え始めていた。

「──我が名は《夜サメク》。我が龍りゆう鱗りん、不ふ可か侵しんたる宵よい闇やみの天てん幕まく──」

　暗い影が、周囲を覆おおっていた。影のカーテン。そう呼ぶに相応ふさわしい黒の壁だった。

　暗い影の向こう。オボロが駆けていく。その手には、鋼こう糸しの鞭むちを握にぎり締しめていた。

　朱の塊は、炎のように揺らめき、いくつもの突とつ起き物ぶつを突き出す。それはまるで火の舌したか何かのようだった。

　オボロは鞭を振るう。火の舌は鞭に弾はじかれ、あるいは砕くだけていく。オボロは目が見えないのに、いや、むしろだからだろうか？　火の舌のような鞭を見事にさばき、明らかに背はい後ごから伸のびた一撃でさえも見事にかわしきっていた。

　──そうだ。あのときも同じだった。こいつが現あらわれ、クラフトは戦った。火の舌を切り弾きながら〈砂〉の《神術ジヤフル・フラグ》を駆く使しして戦ってくれたんだ。

　私は、今と同じようにただ震ふるえることしかできなくて、やがて──

「──チイィッ！」

　オボロが鋭するどく舌打ちをした。火の舌はやがてイバラのように枝分かれを始め、鞭を絡め取っていた。

　火のイバラと化した触しよく手しゆが、動きの止まったオボロに降りかかる。

「──我が名は《金ペイ》。我が尾び撃げき、地より這はい出る剣けんの竹ちく林りん──」

　紡つむがれた〈詞〉は瞬しゆん時じに織り上げられ、オボロの足元から何本もの杭くいとなって突つき出した。氷柱つららが反対に生えてきたみたいだった。オボロの身長を超こえるほどに伸びた銀色の杭の林は火のイバラと衝突して、双そう方ほう砕くだけ散っていた。

「──何よ……」

　思わず、口からこぼれた声に、カノンが振り返った。

「何か言ったか？」

　狂くるおしい感情が、腹はらの中で暴あばれていた。

「何よ。こいつが、悪いんじゃない……」

　神魔さえ……こいつさえいなければ……クラフトが私を殺しに来ることはなかったんだ。デンドリのみんなが死ぬことも、私が〝黒い涙なみだ〟を使うことだってなかったんだ。

「リッカ？」

　カトレアが驚おどろいた顔で振り返っていた。ひょっとしたら私は笑っていたのかも知れない。

　──汝なんじは、ただ、望めばいい──

〝声〟が聞こえていた。とても温あたたかくて、優やさしい声。

　──されば我は応こたえよう──

　この狂おしい衝しよう動どうを、どう〈詞〉に表せばいいか、教えてくれていた。

「──我が名は《詞エル・アレフ》──」

《神術ジヤフル・フラグ》──神を宿した人間が扱う人の手を超こえた力。その使い方を、声は繙ひもといてくれていた。

「リッカ──いけません──」

　誰かが、何かを言ったような気がした。でも、私は〈詞〉を紡つむぐのに夢む中ちゆうだった。

　それは、憎にくかったから？

　あるいは、怖かったから？

　悔くやしかったから？

　それとも、悲しかったから？

　衝動のままに、感情のままに、私は黒い意い志しを込めて〈詞〉を紡いだ。

「──我が吐と息いき。万ばん物ぶつに死を命じる殺意の託たく宣せん！」

「──我が名は《夜サメク》──」

　カトレアがこちらに向かって手を伸ばしていた。同時に、世界が歪ゆがんでいた。

　祭りの日に、異い形ぎようの神。響ひびき渡わたるのはあの悲鳴。私を守るために戦ってくれた龍りゆう人じん。全てがあの日と同じこの夜が、同じくあの日のように壊こわれていく。




　──そして、私は、また同じことを繰くり返した──







　第六章　災わざわいの箱はこ







　私は、ポッカリと広がった砂さ漠ばくの前にしゃがみ込んでいた。

　ほんの半日前に祭りの宴うたげに賑にぎわった広場は、今は、虚うつろな砂漠が広がっているだけだった。範はん囲いは、祭りの広場とその一角にあった家々にとどまってくれた。ルチルの闘とう技ぎ台だいが入るかどうかというところだ。

　カトレアは目を覚まさない。

　この世界は〈詞ことば〉でできているという。私が使ったのは、その〈詞〉を直ちよく接せつ傷きずつける術じゆつだった。カトレアは〈夜よる〉の力で、強ごう引いんに私の術を抑おさえ込んだ。だから、被ひ害がいはこの程てい度どで済すんだ。

　夜が明けた。それでも彼女は目を覚まさない。これから、本当に目覚めることがあるのかも分からない。私のことを妹のようだと言ってくれた女じよ性せいを、私は傷つけた。

　そして、オボロもまた重じゆう傷しようだった。直ちよく撃げきこそ免まぬかれたものの、神しん魔まと交戦中だった彼は、不意打ちで術を受けざるをえなかった。それでも金きん属ぞくの〈詞〉を聞き取れる彼は、間かん一いつ髪ぱつ術のことに気づくことができたのだろう。それで……まだ命があった。

　外傷は驚おどろくほど少なかった。ただ、彼を形作っている〝音〟はボロボロだった。私には、その〝音〟の悲鳴が聞こえる。彼は、決して私を責めなかった。しかし、私を守ってくれた龍りゆう人じんは、守っていたはずの私に攻こう撃げきされたのだ。

　私は、また同じことを繰くり返したんだ。

　あの日、クラフトは確たしかに私を守ってくれたんだ。だけど、私は彼がいるのもかまわず〝黒い雨〟を降ふらせた。彼は、自分にはもう時間がないと言った。当然だろう。神み子こである私が、ありったけの憎ぞう悪おを込こめて使った術だ。その術は未いまだに砂漠を広げ続け、この世界の〝音〟を蝕むしばみ続けている。龍人といえど、ただでは済まなかっただろう。

　だから、クラフトは知っていたんだ。私は同じことを繰り返す。何度でも。私自身が災わざわいの前ぜん兆ちようなんだから……。

　彼は、もう一度私の前に現あらわれるだろう。この廻めぐり続ける災さい厄やくの前に……。凶きよう兆ちようである私を止めるために……。何のことはない彼は正しかったのだ。そして、私もそれを正しいと認みとめる。

　でも、その前にやらなければいけないことがある。

　──神殺し──

　私は、そのためだけに生かされたんだ。──神魔──逃にがしてしまった。私が余よ計けいなことをしなければ、きっとオボロたちは神魔を倒たおすことができたはずだ。

　オボロたちが用意していた食料と水を僅わずかばかり詰つめた荷物を手に、ようやく私は立ち上がった。この砂漠をちゃんと目に焼きつけておかなければいけなかった。

　神魔は、私を狙ねらっているのだと言っていた。一人でのこのこ歩いていれば、必ず向こうから襲おそってくる。決着をつけるのなら、デンドリの村が相応ふさわしい。あそこなら、誰も来ることはないのだから。

　村の出口に差し掛かかったとき、ようやくそこにいる人ひと影かげに気がついた。人影は私の行き先を塞ふさぐように立ちはだかってきた。

「──それで、どこへ行こうというのだ？」

　立っていたのはカノンだった。彼だけはカトレアが盾たてになったことと〈詞〉の兆印の加か護ごのおかげで、無傷で済んでいた。術を使った私以外で、無事だったのは彼だけだ。

「…………ここで何をしてるの？　カトレアさんたちの看かん病びようをしてたんじゃないの？」

　質しつ問もんに質問で答えた私に、カノンは小さなため息をついた。

「あっちは、護ご衛えいの騎き士しどもに任まかせておけばいい。カトレアの命めいがどうあれ、あいつらの仕事は〝神み子こ〟を守ることではなく〝王女〟を守ることだ」

「オボロは、友達じゃないの？」

「……仲間だ」

「だったら、側そばにいてあげれば？」

「オボロがそれを俺おれに望むとでも？」

　悪あく態たいをついても、カノンはどいてはくれなかった。カノンの目は鋭するどかった。矢で射い抜ぬかれたような気分だった。

「どいてよ。私がどこに行こうと、カノンには関係ないでしょう？」

「女おんな子こ供どもを見み捨すてると目覚めが悪くなる。神魔のエサになりに行くのを放ほうっておくのは、見捨てるとは呼よばないのか？」

「わ、私は、エサになんかならない。あいつは……あいつは、私の村を襲った奴やつよ！　だから、殺しに行くの。私はあいつを殺せる力があるんだから」

「……お前、自分が神子の力をなくしてることを忘わすれたのか？　何のために呪のろいを解とこうとしているんだ？」

「呪いなんか解けなくていい。私は〝鍵かぎ〟を手に入れた。見たでしょう？　神子の力じゃなくても、あいつは倒せるわ」

　語る言葉はどんどん力をなくしていた。見る見るうちに説得力というものを欠いていった。それでも、無様に続けるしかできなかった。

「私は戦える。助けなんて必要ない。死にたくなかったら、そこをどいて」

　私は必死でカノンを睨にらみつけた。あさましいと思いつつも、睨みつけることしか思いつかなかった。カノンは半ば哀あわれむように私を見た。

「お前は、俺がつれて帰ると言った。だから、守る」

「守る？　私を？　片かた腕うでのあなたに何ができるっていうのよ。あなたは人間じゃない。人間なんかに、何ができるっていうのよ」

「俺は、俺が望むようにするだけだ」

「何よ。〝神子の騎士〟だから？　そんなもの私は必要ない。…………見なさいよ。私がどんなふうに見える？　この灰はい色いろの髪は？　この魔女の黒法ほう衣えはどう？　ついさっき、砂さ漠ばくをもう一つ増ふやした私がどう見えるっていうのよ！　……怖こわいんでしょう？　怖いんなら、私なんかに近づかないで！」

　私は叫さけんだ。支し離り滅めつ裂れつな暴ぼう言げんを、今まで優やさしく頭を撫なでてくれたたった一人の人にぶつけた。カノンは腕を振り上げた。

　──打ぶたれる。反はん射しや的に、身が強こわ張ばった。

　なのに、次の瞬しゆん間かん私を襲った衝しよう撃げきは、硬かたい胸むね当あての感かん触しよくと、温あたたかい腕の温ぬくもりだった。

　何を思ったのか、カノンは私を抱だきしめていた。片腕だけの腕を振り払うことは、私の腕わん力りよくでも、難むずかしくない──はずだったのに…………。

「怯おびえているのはお前だろう？　お前は、女だ。震ふるえてるだけの、ただの女だ。俺が守りたいと想おもう女だ。…………不足か？」

　その一言は、私が必死で張った意地を、無む慈じ悲ひなほど打ち砕くだいていた。

　情なさけなかった。一度、優やさしくされてしまったら、もう拒こばむことができなかった。いつの間にか私はすすり泣いていた。どれだけ泣いても、涙なみだは止まってくれそうにはなかった。

　──神子は短命──

　当たり前だ。こんな力を持った人間がいつまでも生きていたら、それこそ世界は砂漠だけになってしまう。周りの人も平気で巻まき込み、何もかも壊してしまう力。

　でも、だからって死にたくない。

　カノンの言う通りだった。怖かった。せっかく私に優しくしてくれた人たちを、自分で傷つけてしまう。だから、あの優しかったクラフトが私を殺しに来る。そして、神魔は、私を喰らいに来る──私は長生きができない──生きてちゃいけない──嫌いやだ──死にたくない──

　──こら！　笑いなさいって言っているでしょう？　──

　そう言って、無む邪じや気きに私をくすぐった姉のような人の顔が目の前をかすめた。

「…………カノン……カトレアさんが、目を覚まさなかったら……どうしよう……どうしたらいい？」

　答えることのできない質問に、カノンはただ抱きしめて応えてくれた。




　日が沈しずんだ。

　あたりには、何もなかった。焚たき木になる枯かれ木すらなかった。しかたがないから、術で火をおこし、燃もやし続けるのに七曜のマントを使わなければいけなかった。実じつ際さいにマントが燃えているわけじゃない。マントに縫ぬい込まれた紋もん章しようの上で、炎ほのおが踊おどっていた。

　その火を見つめながら、私はカノンに寄よりかかっていた。

　風が吹ふくたびに砂すなが巻き上げられ、その下にあるものを隠かくしていってしまう。真っ白な砂。嫌なことも楽しかった思い出も、全部消していってしまう。私が作った世界。私が消した世界。

　ここは、デンドリの村があった場所。カノンが馬を駆かり（片腕で見事な手た綱づなさばきだった）、私はその後ろにしがみついてきた。砂漠に入る直前の村で馬を捨すて、それから徒歩でここまで歩いた。足を取られる砂の大地は歩きにくかった。それでも、日が暮れたころ、ようやくここまでたどり着くことができた。

　後は、神魔が来るのを待つだけ。その後は…………どうなるのか分からない。

　私たちが生きているのかも。もしも生きていたところで、それからどうなるのかも。それでも、カノンは側にいてくれた。

「……ねえ、カノン」

「なんだ？」

「どうして、あなたはあのとき、私を助けたの？」

「…………どれの話だ？」

　困こまったように言うカノンに思わず噴ふき出した。そういえばそうだ。私はカノンに何度も助けられている。

「一番初め。私がルチルで倒たおれてたとき」

「ああ…………」

　カノンは、炎を眺ながめて小さなため息をついた。

「……俺には、妹がいた」

「妹？」

「双ふた子ごというやつだったのだがな。外見はほとんど似にてなかった。まあ、兄妹という程てい度どには似ていたがな」

　過か去こ形けいの話に、私はどう返事をしたらいいか分からなかった。

「俺たちは外見は似ていなかったが、やることはまるで同じだった。俺がケンカをすれば、あいつもケンカに加わっていた。あいつが歌を歌えば、俺も歌を歌っていた」

「カノンが歌？」

　ぷっと噴き出すと、カノンはしかめっ面つらに戻もどってしまった。

「ごめんなさい。怒おこらないで。それから？」

「俺たちは、何をやるにも一いつ緒しよだった。そして、当然のように剣けんを取り、傭よう兵へいになった。ヴォルテクス傭兵旅りよ団だんといえば、当時は名の知られた傭兵団だった」

　私は息を吞んだ。

　──戦いくさの風かぜが一陣じん──

　思い出した。常じよう勝しよう無む敗はい〝戦の風〟の異い名みようを持つ凄すご腕うでの傭兵団。旅団の規き模ぼでありながら正せい規きの騎士団の一個師団ですら凌りよう駕がするとまで言われ、そんな中でも〝戦の風〟を自ら名乗るのは団長に次つぐほんの数人の実力者だけと言われていた。

　…………でも、確たしかもう、壊かい滅めつしてしまっていたはずだ。

「俺は背せ中なかであいつを守っているつもりだったが、実際のところは俺の背中をあいつが守っていた。あいつと一緒に戦って、負けたのはただの一度だけだった」

　懐なつかしそうに語るカノンの横顔は、見ているとなぜか泣き出してしまいそうな気分にさせていた。

「あれは、旅団の最初で最後の負け戦だった。団長の義ぎ理りとやらでな。勝ち目のない戦に駆り出された。もっとも、団長は誰からも慕したわれていたし、俺たちとて団長のためなら命の一つくらい放り出せる気持ちでいた。……俺たちは最後まで戦ったが、結局は負けた」

　その口調は、腹はら立だたしさというよりは、ただ虚むなしさだけしか感じさせないものだった。

「敗走する中、俺とあいつはやはり一緒にいた。国こつ境きようを越こえれば、追つい撃げきも終わるはずだった。……が、国くに境ざかいの山の中で、追手に追いつかれた。攻撃用の術が来るのが分かって、俺はあいつの手を引こうとした……が、少しだけ、遅おそかった」

　カノンは、深いため息をついた。

「俺は、伸のばした腕と一緒に半身を失った」

　カノンが片腕になった理由は聞いていなかった。聞く暇ひまがなかったのもあるけれど、やっぱり聞いてはいけないことのように思えたから。

「そんなときだったな。オボロたちに拾われたのは……確か、オボロはカトレアの護ご衛えい中だった。オボロは義ぎ手しゆをよこして仕事を手伝えと言った。それからだ。あいつらとのつき合いは……」

　さして懐かしむでもなく、つまらなそうにカノンは言い放った。

「あいつらは、命の恩おん人じんだ。頼たのみは聞く。……が、俺自身には、もう生きている意味がなかった。半身だった妹は死んだ。助けられなかった。ときどき、オボロが持ってくる仕事だけをこなしながら、時間だけが無む駄だに過すぎていった」

　どう答えたらいいか分からなかった。だから、私はカノンの腕をギュッと抱きしめた。彼がそうしてくれたように……。

「…………そんなときだったよ。お前が倒れ込んできたのは」

「え？　倒れ込んだ？」

「覚えていないか？　後ろから縋すがりつかれたときは、さすがに驚おどろいたぞ」

　し……知らなかった。たぶん、倒れた拍ひよう子しにそうなったんだろう。カノンは、無表情だった。だけど、どこか懐かしそうにも見えた。

「……倒れているお前を見たとき、最初、俺は自分が倒れているのかと思った」

「なんで？」

「さあな？　しかし、そう思ったんだ。俺は自分が死んだのではないかと、本気で考えた。お前の髪かみを見て、ようやく〝森の魔ま女じよ〟の名を思い出したとき、何かの術をかけられたのかとも思った」

「そ……それでよく助ける気になったわね」

　カノンは、私を見た。優しい目だった。

「俺は驚いた。お前は〝森の魔女〟の噂うわさとは、まるで違ちがった」

「そ、そうかしら……？」

　灰色の髪をくりくりといじりながら、私は戸と惑まどった。

「当たり前だ。空くう腹ふくで倒れるような魔女がどこにいる」

「もう！　思い出させないでよ……」

　悪あく態たいをつく私に、カノンはもう一度頭に手を載のせた。

「ただ……俺はあのとき初めて誰だれかに縋られた気がした。だから、放っておけなくなった。気づいたのは、しばらくしてからだった。お前は、俺と同じだ。望んでもいないのに勝手に生かされた」

　返事が、できなかった。

　──生き残ったのだから、死ぬわけにはいかない──

　カトレアの言う通りだ。私は、そんなふうにしか生きてこられなかった。クラフトを失って帰るところもなくなって、どこに行ったらいいかも分からなくて、ただ嫌いやなことからは逃にげ出して、そうやって、私は三年間ずるずると生きてきた。

「だが、俺はお前に生きていてほしいと思った。勝手なことかも知れん。だが、それでも生きてほしい」

　カノンは、そっと私の背中に腕を回した。私は、それを拒こばまなかった。そのまま抱き寄せられても、そのまま唇くちびるが触ふれても……。




　──汝なんじはただ、望めばいい──




　ああ、そうなんだ。私は、誰かから望んでほしかったんだ。自分が望まないと、誰からも望んでもらえないのに。それでも、こんな私をカノンは望んでくれた。

　私は、少しだけ甘あまえてみた。

「……ねえ、カノン。あなたは生きていてくれる？　私がいなくなっても、私の分まで」

「ずいぶん、勝手な言いようだな」

「だって…………あなたが、生きていてくれるのなら、私には生きる意味がある。どうしたって長生きはできない。でも、あなたがいてくれるのなら…………駄だ目め？」

　カノンの表情は陰かげになっていて見えなかった。ひょっとしたら、見たくなかっただけかも知れない。私の灰色の髪を愛あい撫ぶすると、暗い声で言った。

「…………お前は、残ざん酷こくな女だ」

「……そうかも知れない」

「俺は、お前のことは忘わすれられない。それを知っていて、そう言うのか？」

「ええ」

「…………だったら、お前も約束しろ」

「なあに？」

「俺より先に死ぬな」

「…………酷ひどい」

　そう言いながら、私は笑っていた。おかしかった。いいや、嬉うれしかったから。砂の大地に転がり、声を上げて笑った。

　──それが私とカノンの果たしようのない約束だった──




　耳を澄すませば、耳には届とどかぬ静かな〝音〟が一つの曲を奏かなでていた。この命のない砂さ漠ばくに、風と砂すなの〝音〟だけで奏でられる調しらべ。たくさんの嘆なげきを一つの旋せん律りつに描えがいて……。

　それは、鎮ちん魂こん歌かなのかも知れない。この場に眠ねむる墓はかすら持たない者たちへの鎮魂歌。

　炎が揺れた。鎮魂歌が鳴り止やんだ。さすがにカノンも気がついて剣を手に取る。

「…………もう少しだけ、待って。私は、ここにいるから」

　術で作られた炎が揺れる。かき消されそうなほどに……。

　カノンはすでに半ばまで剣を抜いていた。間合いに入れば、いつでも斬きりかかれるのだろう。

「……僕ぼくも、こんな無ぶ粋すいな真ま似ねはしたくない。だけど、もう時間がないんだ。僕の時間は、もう終わる」

　乱みだれ揺らめく炎の向こうに、クラフトは姿すがたを現した。メガネはもうかけていなかった。縦たてに割われた藍あい色いろの瞳ひとみの中には、ゆるぎない信念が灯あかりを灯ともしていた。

「……神しん魔まは私を狙ねらってくるわ。だから、お願い。今だけ、もう少しだけ、時間をちょうだい」

　私の懇こん願がんに、クラフトは小さくため息をついた。

「君にも、もう、分かっているだろう？　君に力を使わせるわけにはいかない。君が神魔と戦えば、そこの〝神子の騎士〟は確かく実じつに死ぬことになるよ」

　ピクリと肩かたが震ふるえてしまった。分かっていたことだ。カノンだって、それを知っていてついてきてくれたんだ。

「それでも、私はあいつを倒さないと、どこにも進めない。あなたにも、殺されてあげられない。…………私は、死にたくない。生きていたい」

　クラフトは、なぜか微ほほ笑えんだように見えた。

「君は、生きていけるのかい？　この光景を生み出し、それを背負って生きていけるのかい？」

「私は、一人じゃそんなもの背負えない。でも、今は、一人じゃないわ」

「……そうだね。君は、もう、一人じゃない。でも、僕にはもう、止まることはできない。君は選ばなければいけない。希望か災わざわいか。あの日、君が手にしたのは希望ではなかった。だから、今、僕はここで君と対たい峙じしている」

　クラフトは、歩み寄ってきた。

「あなたは、私を殺したいの？」

「……僕は、そのためだけに生き延びた」

「だったら、あなたは何がそんなに辛つらいの？　望みを叶かなえられるんでしょう？　なのに、どうしてそんなに辛そうな〝音〟がするの？」

　クラフトはピタリと足を止めた。

「……そうだね。君の言う通りかも知れない。でも、それを口にしてしまえば、僕はもう、どこにも行けなくなる。君は、僕の一番の弟で子しであり、妹のように誰よりも大切な子だった。誰かが、君を傷きずつけようとしているのなら、やはり僕は今でも君を守るんだろう。だけど、だから、これは僕がやらないといけないんだ」

　クラフトの〝音〟によどみはなかった。あまりに、澄んだ〝音〟だった。彼は、止まらない。私には、止められないんだ。

「…………分からず屋」

　私は立ち上がった。

「今一度選ぶがいい。神子よ。希望か災いか。そして、今一度示しめすがいい」

　クラフトの宣せん言げんとともに、カノンが地を蹴けった。黒の世界に巻まき上げられた白い砂が、炎に照らされ輝かがやいて見えた。

「──我われ表せしは〈詞ことば〉の兆きざし──」

「──二十九鳴る真名ジヤフル・グラマントンが一ひと片ひらよ。我は詠うたい誘いざない、其そは舞まい踊おどる──」

　私の意い識しきは〈詞〉に傾かたむき、カノンも兆ちよう印いんに語りかける。

　クラフトは動じず静かに片手を上げ、カノンは一気に上段から斬きりかかる。

「──我指かけしは藍らん玉ぎよくの弓──」

　ガチンッ──鈍にぶい音を立てて、エル・グラムが弾はじき返された。クラフトの手の平に密みつ度どの高い〈詞〉が織おり込まれているのが分かった。カノンの〈詞〉が形になったのはそのときだった。

「──虚きよ構こうの戒かい律りつを引き裂さく、破は戒かいの剣と顕あらわれよ！」

　ギンッ──紫むらさきの閃せん光こうとともに、空気の〈詞〉が軋きしんで悲鳴を上げた。あの術は、どんな種類の術だって斬り裂さくことができる。術の法ほう則そくを壊すものだ。龍りゆう人じんの《神術ジヤフル・フラグ》だって例外じゃない。

「──《辰ミシユナ》は天てん律りつに廻めぐり回り──《螺メ旋ム》は無む窮きゆうに流れ連なる──」

　弾かれたようにクラフトは手を引き、カノンはそこからさらに追い討うちのため一歩を踏ふみ込む。義手ヴアンブレイスを失っても、カノンの剣けん閃せんは鈍にぶることはなかった。

　そんな二人を、淡あわい蒼あおの光が取り巻いていた。〈詞〉で織り上げられた蛍ほたる。雪か何かのようにひらひらと舞っていた。

「──ああ、《星ダレト》は流れ降り注ぎ──《煌セフイラ》は閃光の矢と駆け抜ける！」

　弾けた〈詞〉は〝音〟の旋律に乗って疾しつ走そうする。流れる音色の隙すき間まを縫ぬって、光はカノンを避よけて降り注ぐ。

　ボシュッ──蒼の流星は、クラフトに届くことなくその明かりを失った。クラフトの周りに、握にぎり拳こぶしほどの砂の塊かたまりがいくつも浮ういていた。〝藍らん玉ぎよくの弓〟は全すべてその砂すなの塊に吞のみ込まれていた。

「──そんな…………」

「無駄だよ。君たちは今、どこにいるのか忘れたのかい？」

　とたんに、足元が窪くぼんで私は体勢を崩した。砂の〈詞世界〉が乱れ揺さぶられる。足元の大地は、まるで水面のように波打っていた。

　砂──流りゆう砂さ？

　カノンの足元も同様だった。慌あわてて〝破戒の剣〟を大地に突き立てたけど、砂の流れを僅わずかに遅くすることしかできないみたいだった。

　砂漠──即すなわち〈砂〉の世界。世界の〈詞ことば〉全てが彼の味方なのだ。

　ゾッとした。ここでは、彼は神魔なんかよりもずっと強いのだ。それでも、カノンは果か敢かんに埋まい没ぼつする地面を蹴りつけ、下から掬すくい上げるように一ひと太た刀ち投げかける。

　クラフトは、それすらも容易たやすく受け止めてしまった。私には見えた。クラフトを取り巻く〈詞〉が。その密度に比くらべたらカノンの剣を取り巻く〈詞〉はあまりに貧ひん弱じやくだった。

　剣を止められたカノンはそれを待っていたように吼ほえた。

「──〈詞〉の兆しよ！」

　剣は閃光のように輝き一時的に〈詞〉の密度が跳はね上がる──が、それだけだった。

「なんだと？」

「……〝神子の騎士〟よ。〈詞〉の兆印の力は確かに強力だけど、今の僕には届かないよ。リッカ。〈詞〉の龍人である君なら知っているはずだね？　僕たち龍人は──ただ望めばいい──意志の強さがそのまま力となる。今、このときのためだけに生きてきた僕の意志は、君たちよりも強い」

　それを証あかすかのように流砂は流れを速め、宙ちゆうに巻き上げられた〈砂〉が螺ら旋せんの形に織り上げられる。砂でできた天変地異。目の前に〈砂〉の神がいた。

「──神子の力は失われ、ただの龍人に過すぎない今の君に、僕に打ち勝つ術すべはない」

　クラフトは、静かに進んできた。

　──勝てない。私の《神術ジヤフル・フラグ》──〝《詞エル・アレフ》の吐と息いき〟──ならクラフトにも通じるかも知れない。だけど、それは間違いなくカノンを巻き込む。〈詞〉を直接バラバラに解体してしまうような術に、エル・グラムの〝破戒の剣〟がどこまで耐たえられるか……。

　そして《織音術ジヤフル・キヤロル》──偉えらそうな名前がついていても、私は殺さつ傷しよう力りよくのある術を二つしか持っていない。〝藍玉の弓〟と〝黒こく曜ようの涙〟。それ以外は、ただ、相手の戦力を削そぐため、あるいは足止めをするだけ。〝翡ひ翠すいの鎚つち〟だってそうだ。今のクラフトに通じるものじゃない。

　黒い涙だけは使いたくない。あんなもの使ったから、今クラフトが私の前に立ちふさがっているんだ。だけど──。

「……それでも、私は、こんなところで死ぬわけにはいかない。生きてていいって、生きてほしいって言ってもらったの。カノンより先に死なないって、約束したの」

「ならば、示しめせばいい。一度だけ、受けよう。君の答えを」

　クラフトは足を止めた。

　カノンは──私に生きろと言ってくれた人は流砂にとらわれ動きは取れそうになかった。

　クラフトは──私の師しであり、敬けい愛あいする兄であり、一度は愛いとしいと想おもった男だん性せいは、静かに、私の答えを待ってくれていた。

　私は、答えを出さなければいけなかった。クラフトの望むようにこの場で死を選ぶか、災さい厄やくの力と分かっていながらもそれを振ふるって生き延のびるのか。

　──汝なんじはただ、望めばいい──

　神龍の温かい声が聞こえた。あなたは、こんな私の望みにも、応こたえてくれるの？

　私はようやく立ち上がった。神龍は応えてくれるのだろう。だけどこれは私が答えなければいけないことなんだ。

　カノンは、私に生きろと言ってくれた。私のことを忘れないでくれると約束してくれた。だから、私は答えよう。自分の紡つむいだ〈詞〉が何を語ったとしても、逃げずにそれを受け止めよう。

　──汝はただ、望めばいい──

　もう一度、神龍の温あたたかい声が響ひびいていた。

「──二十九鳴る真名ジヤフル・グラマントンが一ひと片ひらよ。我は詠うたい誘いざない、其そは舞まい踊おどる──」

　私の意識はもう一度〈詞〉に傾いていく。

「──我わが嘆なげきは黒こく曜ようの涙──」

　私の紡ぐ〈詞〉が何を生み出すとしても、何を壊すとしても、私は詠うたう。

「──《陽ソフイ》の瞳ひとみは虚うつろに消え逝ゆき──《夜サメク》の帳とばりは白しろ銀がねに輝く──」

〈詞〉は廻り始める。満天の星々が揺ゆらいで消え、暗天の空が白銀に染そまっていく。

「……それが、君の答え……なのか」

　クラフトは、落らく胆たんしたように暗い声で言った。

「──《煌セフイラ》は暗黒に瞬またたき──《鬼ギメル》は憐れん憫びんに微笑む──」

　黒い星ほし屑くずが広がっていく。白い夜に鏤ちりばめられた黒の星々。破は滅めつとしか詠よみとれない暗黒の星空。かつて私の故郷ふるさと──この同じ場所に瞬またたいた凶きよう兆ちようの空。

「──ああ、《星ダレト》は嘆なげき降り注ぎ──《砂レツシユ》は餓うえた杯さかずきを傾ける──」

　ポタポタと黒い雨が降ってくる。そこにある全てを洗あらい流してしまう雨。有う象ぞう無む象ぞうも区別なく、無む慈じ悲ひに打ちつける驟しゆう雨う。恵めぐみではなく、破滅を振りまく雨。

　だけど、黒い雨はクラフトのもとには届いていなかった。あたりに霧きりのような細かい〈砂〉が舞い上がっている。砂の霧だ。黒い雨は砂の霧に吞のみ込まれていた。白の大地からとめどもなく紡がれ続ける〈砂〉に阻はばまれていた。幾いく度ど黒い雨が打ちつけようとも、無む限げんにあふれ続ける〈砂〉の障しよう壁へきを撃うち抜ぬくことはできなかった。

　それが偶ぐう然ぜんなのか意図的なものなのかは分からないけれど、カノンもその〈砂〉と〝破戒の剣〟の加護で雨から守られていた。

　クラフトのため息とともに、周囲に荒あら々あらしい〈詞〉が吹ふき上がる。〈砂〉だ。災厄を吞み込まんと破壊的に流れる。砂が巻き起こす竜たつ巻まきが私の身体からだを取り囲む。こんなものに吞み込まれたら、私の身体なんてあっという間に紙くずみたいになってしまうのだろう。

　──だけど！　私はまだ〈詞〉を紡ぎ終わっていない。

「──されど《螺メ旋ム》は流れ連なり──《円環ザイン》は廻り回る──」

　ミシミシミシミシッ──異様な音を立てて、世界の〈詞〉が軋きしみ上がる。

　黒い雨が激はげしさを増ます。流れる砂の〈詞〉を撃ち抜くほどに。砂の竜巻が、砂の霧が、見る見るうちに引き裂さかれていく。カノンのエレ・グラムが軋んだような悲鳴を上げているのが聞こえた。

「続きが、あったのか……」

　クラフトが驚きよう嘆たんの声を漏もらした。

　あの日。私は最後まで〈詞〉を紡がなかった。黒い雨が全てを撃ちつけ、何もかも壊していく。自分がやったことだと認めたくなかった。だから私は耳を塞ふさいで目を閉とざした。

　そして、逃にげ出した。〈詞〉と〝音〟から逃げ出して、そして神魔に貫つらぬかれた。

　私は、もう目を逸そらさない。逃げ出した自分を私は望んでいない。誰かに望まれたいと思うから、私も自分を望む。逃げ出さない自分を。

「──見よ《月タウ》は慟どう哭こくに染められた──《詞エル・アレフ》はただただ堕おち逝ゆくのみ！」

　黒い雨が止やんだ。クラフトは、空を見上げて目を見開いた。

　そこにはもう、黒い星々は存そん在ざいしなかった。私が織おり上げたのは、黒い〝雨〟じゃない。黒い〝涙〟だ。

　白夜の空に、黒い満月が浮かんでいた。新月の月よりもさらに暗い黒。常じよう軌きを逸いつした密みつ度どで織り込まれた〈詞〉の月。龍人だろうと、神魔だろうと、この〈詞〉に吞み込まれて生き延のびることはできない。

　これが、私が創つくった破壊の《織音術ジヤフル・キヤロル》──〝黒こく曜ようの涙〟だった。

　暗黒の雫しずくが墜おちてくる。

「──はあっ──はあっ──」

　私は意識が覚かく醒せいして膝をついていた。これだけ〈詞〉を織り込んだのは初めてだった。心しん臓ぞうが痙けい攣れんでも起こしたみたいに鳴り狂くるっていた。気を抜いたらその瞬間気を失いそうだった。でも、ちゃんと最後まで見届けなくちゃ。

　クラフトは逃げるでも防ふせぐでもなく、ただぼんやりと眺ながめていた。それから──

　──〈砂〉が弾けた。弾けた〈砂〉は周囲に飛び散り、私へ、あるいはカノンへと纏まとわりつく。それは、傷つけるためのものではなく、むしろ母の抱ほう擁ようのように温かく包み込むようなものだった。

　一体、なんのつもりか分からなかった。困惑していると、クラフトの呟つぶやき──いや口にも出していない〈詞〉が聞き取れた。




　──見事だよ。これで、僕の役目もようやく終わる──




　頭の中が、真っ白になった。私は、何か今度こそ取り返しのつかないことをしたのだと確かく信しんした。
















「──駄だ目め！」

　私は叫さけんだ。叫ぶしかできなかった。これほど高こう密みつ度どに凝ぎよう縮しゆくされた〈詞〉、私にももう止められなかった。そんな様子に気づいたのか、クラフトはこっちに振り返って、私のよく知っている微び笑しようを浮うかべた。

「──君が気にすることじゃない。これが僕の望みなんだから」

　バリッ──クラフトの肩かたが──いや〈詞〉が裂さけた。

　裂けた肩から朱しゆ色いろのガラスが飛び出していた。〈詞〉が歪ゆがんでいく。あたりが朱色に照らされていく。クラフトは、もう半分人の姿すがたではなくなっていた。体の左半分が、朱色の水すい晶しようでできていた。

　そこに在あったのは歪わい曲きよくの災さい厄やくだった。

　──神魔の行方ゆくえを占うらなおうと〝星ほし詠よみ〟を行ったのですが……出た卦けはこちらに関することでした──

　カトレアはそう言った。彼女の星詠みは、実に正確だったのだ。真実を示していたのだ。

　私は、声が出せなかった。あれは私だ。私がああなるはずだったんだ。

　あの日、自分の〈詞〉から《織音術ジヤフル・キヤロル》から逃げ出して神魔に身体を貫かれた。そう、私は神魔に喰くわれたんだ。その私を助けるために、クラフトは自分の体を差し出さなければ仕方がなかった。

　歪曲の災厄はガラスの破は片へんのような杭くいを突つき出した。杭は騎き馬ば用の槍やりのように伸び、黒い雫に突き刺さる。続けて何本も何本も突き刺さり、雫の落下が少しだけ遅くなった。

「往おう生じよう際ぎわが悪いな。今さらどこに逃げるつもりだい？」

　クラフトがなだめるようにそう言うと、イバラのように捻ねじれあがった朱色の水晶が砕け散る。

　落下する黒い雫を、クラフトは穏おだやかに微笑みながら見上げていた。

「こんなの……酷ひどい。私のこと、守ってくれるって言ったのに。私と一緒にいてくれるって言ったのに。私にこれをやらせるの？」

　もう黒い涙は止められない。情なさけないけど〈詞〉に意識を傾けすぎた私はもう動けない。クラフトが逃げてくれることもない。

　こんなときになってから……今さらそんな優しかった頃の顔を見せるなんて、どうして最後まで突き放してくれなかったの？

　それでも、見届けなければいけない私はもっと見たくないものを見せられてしまった。

　何を思ったのか、カノンがクラフトに摑つかみかかっていた。

「──来い！」

　砂の大地に足を取られながらも、動こうとしないクラフトの胸むなぐらを摑み、懸けん命めいに引き寄せようとしていた。クラフトは目を丸く開いていた。

「君は……何をやってるんだ？」

「来いと言っている。死にたいのなら勝手に死ね。人に押しつけるな」

　──まだ息があった──カノンは、そんな理由で私を助けてくれた。そんな理由でクラフトまで助けようとしてくれていた。そして、それが私のためにやっているのだと分からないほど鈍にぶくはなかった。

　クラフトは、初めて焦あせったような表情を見せた。

「くっ──我わが名は《砂レツシユ》──」

〈砂〉の大地が噴ふん火かする。瞬またたく間に〈詞〉が織り直され、人間の手のような形に紡がれる。〈砂〉の手の平が黒い雫を包み込む。だけど、それもほんの一瞬の話であっという間に黒い月に吞み込まれてしまった。

「──駄目か」

　焦しよう燥そうの表情でクラフトは呻うめいた。もう、全てが遅かった。クラフトは動けないし、カノンも逃げるには近づきすぎた。クラフトに摑みかかるため、エル・グラムも手放してしまっていた。私は、私を守ると言ってくれた人を二人とも失なくすのだ。それも、自分自身の手によって。

「こんなのって……ないわ。お願い……誰か、助けて……誰か、答えてよ！」

　誰に願ったのか、本当のところは私にも分からない。だけど、確かに〝彼〟は答えてくれた。




　──されば、知るがよい。〈詞ことば〉とは、何たるか──




　私は、沈んでいった。〈詞〉の中へ。

〝音〟と〈詞〉が全ての世界に、私はいた。

　大いなる〈詞〉のうねり。ただ、ひたすら何かが囁ささやき、あるいはざわめき、そして、吼ほえ続けていた。〈詞〉だ。〈詞〉の混こん沌とんだ。とてもじゃないけど、一つ一つを聞き取れるようなものじゃなかった。

　吞み込まれてしまいそうな落下感がした。だけど、怖くはなかった。私も今、これらの〈詞〉たちの中の一つなのだから。

　私を包み込むように、声が轟とどろいた。とても静かで優しくて、それでいて大きな声。いつも私を呼び続けていたあの声。

「──神龍──」

　──神子よ。リッカ＝エンドワードよ。我われは問う。〈詞〉とは何たらんや──

　いくつもの〈詞〉の奔ほん流りゆう──〈詞〉の混沌は、やがていくつもの大きなうねりとなる。それは歓かん声せい？　あるいは怒ど声せい？　絶ぜつ叫きようであり、ささやきであり、嘆きであり、喜びであり、つまりは混沌。つまりは安息だった。

〈詞〉のうねりはやがて一ひと塊かたまりに集まっていく。〈詞〉の塊。大小様々千種万様の〈詞〉の塊。小さな〈詞〉の混沌。──ああ、そうか、あれは人だ。あれは、砂？　では、これは大地になるのだろうか？　〈詞〉の塊は、あらゆる場所に滞たい留りゆうし、やがて接せつ触しよくと反発を繰くり返す。

　そうか……〈詞〉とは、そういうものだったんだ。

「──〈詞〉とは、形……ね？」

　──然しかり。〈詞〉とは形ある〝音〟なり。即すなわち、〝音〟の器うつわなり──

　世界は、更さらなる深みへと埋まい没ぼつする。〈詞〉の奥おく底そこ。〈詞〉すらも意味をなさない。ただの〝音〟だけの世界。

　──我は問う。〝音〟とは、なんぞや──

〝音〟が聞こえていた。たくさんの〝音〟。他愛たわいもなく弾はじける〝音〟。身も砕くだかれるような大だい音おん響きよう。せせらぎのような静かな〝音〟。小気味よく身を撫なでていく〝音〟たち。
















　やがて〝音〟は流れて織り重なり合う。旋せん律りつだ。いくつもの〝音〟が連なり調しらべを奏かなでていた。

〝音〟はしだいに精せい錬れんされていき、大いなる一つの曲へと紡つむがれていく。

　美しい──それ以外の表現が思いつかないような調だった。私は、泣いていたかも知れない。あるいは、笑っていたかも知れない。それほどまでに美しかった。

　それは、母が歌ってくれる子こ守もり唄うたであり、喜びを分かち合う歓喜の歌であり、別れを悲しむ追つい悼とう歌かであり、誕たん生じようを喜ぶ生誕歌であった。

　母なる調は鳴り響き、その反はん響きようと余よ韻いんが全てを抱いだき、あるいは抱かれていた。

　そうか……これが、〝音〟なんだ。

「──〝音〟とは、動きよ」

　人の耳に届こうとも届かずとも、〝音〟は常つねにそこにあるのだ。

　この世界そのものが〝音〟なんだ。全てを静と動に色分けるのなら、世界そのものが動なんだ。もしも、静という世界があったならば、何も動かない、何も存在しない、完全な空くう虚きよな世界だ。そして、それを認にん識しきできるものは何もない。認識するものがいたとすれば、それはすでに動となっているのだから……。

　──然しかり。それがこの世界。そして、神子のあるべき力──

　世界は、さらに〝音〟の深く底そこへと沈しずんでいった。

　やがて〝音〟たちは、姿を消し、反はん芻すうする余よ韻いんですらも遠く離はなれていった。

〝音〟のない世界に、私はいた。完全な空虚な世界。ともすれば、自分の意識ですら空虚に飲まれていきそうな世界。私さえいなければ、ここは間違いなく静の世界だった。

　空虚な世界に、大きく静かで暖かく優しい声が響いた。

　──神子よ。リッカ＝エンドワードよ。〈詞〉と〝音〟を知るものよ。今一度、我は問う。〈詞〉とは、なんぞや──

「──〈詞〉とは、繫つながりよ。〝音〟と〝音〟が互たがいを認めるための接せつ点てん。交感よ」

　声の主は、微ほほ笑えんでくれたような気がした。

　──然り。それが〝鍵かぎ〟だ──汝はただ、望めばいい──




　──そして、箱は開けられた──




　世界が浮ふ上じようした。いくつもの〝音〟と〈詞〉が舞まい踊おどる世界に……。

　頭上には常じよう軌きを逸いつした密みつ度どに織り込まれた〈詞〉の塊かたまり。私が紡いだものだけど、これを止めるのは骨ほねが折れそうだった。〝音〟を壊したところで壊れた〈詞〉は全部落ちてくる。仕方がないから全部解ほどくことにした。〈詞〉の塊の中に手を伸ばし、何度も引き千切る。

　そうして全部解き終わると、私はクラフトを捜さがした。

　たくさんの〝音〟と〈詞〉の群れ。その中から、それを捜し出すのは意外なほど簡単なことだった。ただ、耳を澄ませばいい。それだけのことだ。

　──見つけた。

〈砂すな〉という〈詞〉。精錬されつくした〈砂〉という名の〈詞〉の造ぞう形けい物ぶつに黒い蟠わだかまりが取りついていた。地に根を張る樹じゆ木もくのように、〈砂〉の中へともぐり込んでいた。

　黒い蟠りから歪いびつに歪ゆがんだ〈詞〉が伸びてきた。聞き取れない〈詞〉。歪んで他の〈詞〉を吞み込んでしまう狂くるった〈詞〉。

　私は歪んだ〈詞〉を振り払った。それだけで、十分だった。歪んだ〈詞〉の枝えだは壊れてなくなった。

　──神殺し──

　その力の正体は〈詞〉の根こん源げんたる〝音〟を壊す手しゆ段だんのことなんだ。神子は〝音〟を聞くことができる。人では知りえないこの世界の〝音〟。そして、その〝音〟に触ふれることができる。握にぎりつぶすことも。人間だろうとも、神だろうとも〝音〟でできていることに変わりはない。それが──神殺し──だ。

　でも、それは一方的な投げかけ。お互たがいがお互いを理り解かいすることはできない。救いにはならない。なぜ〈詞〉の神龍が〝鍵〟なのか。〝音〟と〝音〟を繫ぐ接点、それが〈詞〉であり、神子に欠けた力。それが〝鍵〟なんだ。

　とても繊せん細さいで、とても脆もろい造形物。黒い蟠りも〈砂〉の器も、私がそっと触れるだけで壊せるのが分かった。黒の蟠りだけを壊すには、それは深く根を張りすぎていた。

　どうすればいいのか？　自然とその手段は理解できた。

〝鍵〟を手に入れ、使い方を知った私は〈詞〉に溶とけ込こむことができた。

〈詞〉に溶け込んで〝音〟になればいい。〈砂〉という〝音〟に。音おん叉さのように、同じ〝音〟になってそっと重なってやればいい。壊れた〝音〟は直せばいい。欠けた〝音〟は補おぎなってやればいい。〈砂〉の旋せん律りつをあるべき音色に奏で直してやればいい。

　私は、一つの〝音〟となってそっと〈砂〉に重なった。

　それは、あっけないほど簡かん単たんだった。

　黒い雑ざつ音おんは、共鳴する〝音〟から追い出されてすぐに消えた。後には、正常な旋律を奏でる〈砂〉だけが残っていた。

　上う手まくいった。そう、満足した瞬しゆん間かん、私の意識はズボッと沈しずんだ。〈詞〉の中へ、いや〈詞〉の奥おく底そこ。〈詞〉という器から足を滑すべらせた。全ての〈詞〉が遠くに離はなれていく。




〝音〟がしていた。とても静かで、力強い。それでいて優やさしくて荒あら々あらしい。とても単たん純じゆんで純じゆん粋すいな〝音〟。

　何の〝音〟だろう？

　ああ……そうか。これが始まりなんだ。自らを知りたくて二つに割さかれた命。静の世界に初めて生まれた命。そこに〈詞〉はまだなくて、命は唄うたっていたんだ。〈詞〉ではなくただの〝音〟で、ただの旋律を。

　それは〈詞〉の中にも織おり込まれ、世界の全てに染しみ渡わたっていったんだ。そして、当然今の私たちの世界、私たちを紡ぐ〈詞〉の中にも。

　神龍は言った──〈詞〉とは〝音〟の器──つまり〝音〟というのは〝命〟そのもののことだったんだ。

　全て、これから始まったんだ。そして、全てはこの〝音〟のもとへと還かえっていくんだ。

　母なる〝音〟に、私はそっと身を委ゆだねた。

　幸せだった。温あたたかく優しく、何もかもを忘れて安らかになれる。そんな調しらべだった。とてつもない安あん堵ど感かんに抱いだかれ、私はそっと眠ねむりについた。

　温かい感かん触しよく。誰かが、ギュッと手を握にぎった気がした。手なんか、まだあったのかなあ？

　──リッカ──

　誰かが、私の名前を呼よんだ。〝音〟しか存そん在ざいしないはずの世界に、とても温かい声。でも、神龍の声じゃなかった。〈詞〉の存そん在ざいしない〝音〟の深みの中、不思議なほどその声は力強く聞こえた。

　眠りを妨さまたげたその声は、しかし疎うとましいものではなかった。




「──ぅあっ…………」

　急きゆう激げきに多くの感覚が戻もどったその反動は、空から地面に叩たたき落とされたような衝しよう撃げきだった。

　目を開けると、目の前に長い黒くろ髪かみがのぞいていた。その中央にあった青年の顔は、ようやくホッとした表ひよう情じようになった。

「カノン……？」

　どうやら、私はカノンに抱かかえられているみたいだった。カノンは私が無事なのを確かめると、その前方を顎あごでしゃくってみせた。

　朝焼けが、東の空を白く染そめ始めていた。それを背中に、クラフトが、そこに立っていた。どこから拾ってきたのか、メガネもちゃんとかけていたし、破やぶれていたはずの衣服もキレイなものだった。私と目が合うと、優しく微ほほ笑えんでくれた。

「おめでとう、リッカ。希望を摑んだようだね」

「クラフト神父…………っ──！」

　私はガバッと身を起こ──そうとしたのだけど、身じろぎすることしかできなかった。彼は、そこに立っている。言葉を語りかけてきた。なのに……なのに！

「いいんだよ。いくら君でも消えた〝音〟は作れない。この姿すがたは〈砂〉の記き憶おくと君の〈詞〉が作った山やま彦びこのようなものなんだよ」

　私しか知らないはずの〝音〟の世界のことを彼は話していた。

　クラフトから命あるものが持つはずの〝音〟は聞こえなかった。助けられなかった。神魔を追い払っても、彼を助けることはできなかった。

「僕はもう、あの日すでに死んでいたんだ。ただ、神しん龍りゆうと神しん魔まの依より代しろとして身体だけが残っていたんだ。君が気にすることじゃない」

「そんな私……あなたは、私のせいで…………」

「いずれ、僕のかけた呪のろいは消える。それで、君は全すべて思い出す。だから、今そのことについては語らない。ただ、君がちゃんと僕を救ってくれたんだということを、知っていてほしい。……僕はたぶん、少しだけ君に嫉しつ妬としていたんだろう」

「嫉妬？」

「そりゃあ、そうさ。君は、神子であることとは無関係に素す晴ばらしい素そ質しつを持っていた。代々の青の賢けん者じやの称しよう号ごうを継つぐ者たちが、ようやく解明してきた《織音術ジヤフル・キヤロル》を、君は十五歳さいになる前に極めてしまい、あまつさえ失伝した術を次々と蘇よみがえらせた」

　どこか懐なつかしげに微笑むクラフトは、間ま違ちがいなく私の知っている〝お兄ちゃん〟だった。ときどき、私が新しい術を覚えると、笑っているのに、どこか悲しそうに見えていたのを思い出した。

「だから、心に隙すきがあったんだね。僕は、あの日、神魔を封ふう印いんしたつもりだった。なのに、いつの間にか自分の考えていることと、神魔の考えていることの区別がつかなくなっていた。君を殺すことが正しいことだと、本当に思っていたんだよ」

　カトレアが、クラフトが二人いるように言っていたのを思い出した。

「三年ぶりに会った君は、本当にキレイになっていた。何かがおかしいと思いつつも、それは気の迷まよいだと信じて…………ようやく正気に戻もどれたのは、君の〝藍らん玉ぎよくの弓〟で撃うたれたときだったよ」

　でも、私は、クラフトを助けようとして〈詞〉を紡つむいだわけじゃない。本当に、彼を殺すつもりだったんだ。それなのに、彼は諭さとすように微笑みかけてきた。

「君の呪いだけでも解といてやりたかったんだけど、あいにく僕はもう、それすらもできないほど神魔に吞み込まれていた。だったら、君に殺されてやることしかできない。幸い、君には強力な龍人が二人もついていた。神魔を解とき放ってやれば、彼らが僕を倒してくれる……はずだった」

「…………だけど、私は、カトレアさんたちを、裏うら切ぎった」

　クラフトは、肩かたをすくめた。

「それについては、確かに予想外だったよ。君をあそこまで追い詰つめるつもりはなかったんだ。だけど、おかげで神魔の支し配はいは弱まり、僕は自分の身体を取り戻せた。君の呪いも僕がかけた分だけは解くことができた。だけど…………確かめてみたくなった。君が、この先本当に生きていけるのか」

　朝日が昇のぼり始め、クラフトの体は黄金に包まれ始めていた。砂だった。宙ちゆうに滞たい留りゆうする砂が、朝日を受けて金色に輝かがやいていた。

「君は、ちゃんと希望を摑んだ。僕には、もう、することはなくなったよ」

「待って。あなたはずっと私を守ってくれた。なのに、私は──」

　ずっと、ただ〝お兄ちゃん〟と懐なついているだけで、クラフトのことを何も考えなかった。ただ、側にいてくれるのが当たり前なのだと思っていた。それが少し突つき放されただけで、もう信じられなくなってしまった。

　彼が何を思って、何を望んだのか。私はどうすればよかったのか。それを尋ねたいと思うのは、まだ〝お兄ちゃん〟に甘あまえているということなのだろうか？

　クラフトは私の言葉を遮さえぎって強い口調で言った。

「──リッカ。僕の最高の弟で子し。僕の最愛の妹。師として、兄として、一つだけ、頼たのみがある」

「…………私には、まだ、何か返せるものがあるの？」

　クラフトは、最後の微び笑しようを投げかけてくれた。

「──幸せに──おなり──神み子ことしてではなく──人として──女として──」

　クラフトの体が透すけていく。舞まい踊おどる砂すなたちが、黄金の霞かすみとなって彼を包んでいた。カノンは、私を抱いた腕うでの力を強めた。

　──行かないで──

　そう言おうとしたときには、クラフトの姿はもう、どこにもなかった。ただ、黄金の光だけが、彼の面おも影かげのように、いつまでも宙を照らし続けていた。




　　　　♪




　あたりには、何も残っていなかった。砂さ漠ばくだ。見渡す限かぎりの世界が、真っ白の砂漠になっていた。私がやったんだ。

　クラフトに抱きかかえられた私の髪は灰はい色いろになっていた。あのとき、朱しゆ色いろの怪かい物ぶつに体を射い抜ぬかれたときになってしまったらしい。

　私は、その髪を指に絡からめてみた。

「…………天てん罰ばつね。私、誰だれも助けてあげなかった」

　クラフトは、そっと首を横に振った。

「助けられたのなら、君は助けたはずだ。あの〝黒い涙なみだ〟。君は手て加か減げんをしたんだろう？　君が本気だったなら、僕だって命はなかっただろう」

　それは違う。私はただ、あの崩くずれていく〝音〟に纏まとわりつかれて、気が狂くるいそうだったからあの術を使ったんだ。黒い雨を降ふらせて、全部壊こわして、それで目を逸そらしたんだ。自分がやったと認みとめたくなくて、それで〈詞〉を放ほうり出したんだ。

「……これじゃあ、お墓はかだって立ててあげられない。私の村だったのに……。ねえ、さっきまで、この広場で、お祭りをやっていたのよ？　その前は、あそこで私はお母さんに着付けをしてもらっていた。お兄ちゃんはそこの教会で、お祈いのりをしてた。…………みんな、なくなったわ」

　みんな死んでいた。あの白い人たち。崩れていく〝音〟たちは、もう助からないのだとクラフトはそう言った。だけど、私は、みんなの思い出が残っていたものまで全部壊した。

「ねえ、お兄ちゃん。なんで私は生きているの？　さっきあの怪物は確かに私の体を貫つらぬいたわ。なのにどうして？」

　クラフトは、私の質しつ問もんを無む視しして、そっと微ほほ笑えんだ。

「君は、十五歳さいになった」

「…………ええ。分かってるわ。〝神子〟の裁さい定ていを受けに行く」

「行かなくていい」

「え？」

「もう、君は神子じゃなくなった」

「どういう……こと？」

「神子の力は、神魔に喰くわれ、君の力はとても弱くなった。もう少し弱くなれば、君は神子とは呼べなくなる」

　クラフトは、そっと私の額ひたいに手を当てた。ゾッとした。クラフトが何か恐おそろしいことをしようとしているのが分かった。

「何を──」

「──忘わすれなさい──」

　目の前がぐらりと揺ゆれた。抱きかかえられているはずなのに、どこまでも落ちていくような感覚が胸むねの中を抉えぐっていく。

「──ここで起きたことも、神子の名前も忘れてしまいなさい──」

　手を伸のばした。クラフトが何をしようとしているのか、分からなかった。ただ、どうしようもない不安だけが、指先にまで広がっていた。触さわってほしかった。

「──神子の力は、僕が持っていく。だから、君は、ただの人として生きなさい──」

　──やめて。取らないで。私から、思い出を取らないで──

　声は、出てくれなかった。

「──お休み。僕には君が生きていてくれることが一番大切なことなんだ。君が望むことをしてあげるのが望みなんだから。君は僕が愛したたった一人の女じよ性せいなんだから」

　──そんなの酷ひどい。私は、あなたと一緒にいたいのに……一緒に、いてくれるって言ったのに…………。

　伸ばした手を彼は握にぎってくれた。温あたたかかった。それで、安心してしまった私は、もう、眠りの中に落ちていっていた。







　終章　鎮ちん魂こん歌か







　カヌサイト領りよう──デンドリの村があった場所。私の記き憶おくが確たしかなら、たぶん、ここであってるはずだ。

　空になった麻あさの袋ふくろを放ほうり出したところ、ようやくカノンが戻もどってきた。日の光を遮さえぎるものは何もない。もう、長い冬を目前にしたこの季節でも、ここは恐おそろしく暑かった。鎧よろいを棄すてて軽けい装そうになっても、カノンは汗あせをグッショリとかいていた。毛皮を裏うら打うちした厚あつ手での服なんか着てるから、当然といえば、当然かも知れない。

　そういえば、出会ったころのカノンは袖そでの短い服だった。いつの間にか季節が一つ変わってしまっていた。

「終わったぞ」

「ありがとう。こっちも終わったわ」

　微笑んだ私に、カノンはしかめっ面つらを見み舞まった。

「こんなことをして何の意味があるのだ？」

「さあて？　意味がなかったら困こまるわね」

　もう一度微笑んでから、私は両手を強く打ちつけた。

　遮さえぎるものが何もないこの場所で、拍かしわ手での音はどこまでも響ひびいていった。それだけで、ここの空気が澄すみきったことは、たぶん、私にしか分からないだろう。

　私の〝音〟が余よ韻いんを残す間に〈詞ことば〉を唱える。

「──我わが名は《詞エル・アレフ》。我が息い吹ぶき、万ばん物ぶつに活かつを与あたえる癒いやしの神しん託たく──」

　そして、もう一度手を打った。

　足元に、緑の何かが這はい出した。小さな芽だった。小さな二葉がいくつも現あらわれ、しだいに茎くきを伸のばして成長を始める。

　それらは私の足元から始まり、際さい限げんなく広がり始める。初めは緑の染しみ、やがてそれは絨じゆう毯たんのような広さになり、瞬またたく間に地に広がっていく。足元を駆かけ抜ぬける緑の絨毯に、カノンが慌あわてて足あし踏ぶみをするが、緑の大地は彼の足元も吞のみ込んで地平線の向こうまで延びていく。

　金こん色じきの砂すなの大地が、緑に染められると、小さな色がポツリポツリと現れ始める。最初に芽め吹ぶいたのは黄色。次は赤。青、紫むらさき、桃もも色いろ、白、黒。七色の、いや、ありとあらゆる色が大地に芽吹いていく。

　ようやく変へん異いが収おさまったとき、一面の砂漠は無限の花園と化していた。

　風が吹き、花が揺ゆれ、ほのかな香かおりがあたりを包み込んでいた。季節はずれの花畑。

「……見事なものだな。これが、神子の本来の力か？」

　感かん歎たんの声を上げるカノンに（彼にとっては、これは最大に近い感かん動どう詞しなのだ）、私は会心の笑えみを送る。

「んー、そんなところかな？　術は〈詞〉の《神術ジヤフル・フラグ》よ。だけど神子の感覚がないとこんなふうに力づけてやれないの。種は種、花は花のまま、砂だって砂のまま。地面に〝潤うるおい〟は持たせてやれないのよ」

　足元に揺れる花たちの下には、湿しめった土が見え隠かくれしていた。いずれ、風が吹いて川が流れ始めたら、種子や緑も運ばれもっと豊ゆたかな大地になるはずだ。後は、それまでに雨さえ降ってくれれば……。さすがにそこまで万ばん能のうにはなれない。

　物語は〈詞〉と〝音〟で紡つむがれているのだ。神子は〝音〟を聞き、理解できる。そしてそこに触れるために〈詞〉が必要なのだ。ただぶつけることしかできない〝音〟を〈詞〉の中に織おり込こむことで、音色を正すことができる。それが、物語を奏かなで直すということだった。

「砂漠にすら命を振ふりまく力。創そう造ぞうの力か。神の子とはよく言ったものだな」

「……別にそこまで万能なわけではないわ。この花園だって、種がなければ作れないの」

　カノンと二人で蒔まいてまわったのは、花の種だった。その種を力づけて花園になるほど成長させただけだった。

「この世界はね〈詞〉でできてるの。神様が語らう物語。そして〈詞〉というのは〝音〟よ。私は、その〝音〟の調律ができるだけ。創つくれるわけではないの」

　そして〝音〟というのは〝命〟のことなのだ。だから、私は〝彼〟を助けることはできなかった。

　カノンは、私の頭をポンポンと撫でた。また、子供扱あつかいする。でも、それはそれで嫌きらいではなかった。

「髪の色だけは、元には戻らなかったな」

　カノンは、少し残念そうに言った。そう、私の呪のろいは解とけた。だけど、髪の色は灰はい色いろのままだった。もっとも、艶つやと張はりが戻もどり、灰色と呼ぶよりは銀色と呼ぶのが相応ふさわしい色にはなったけど……。

　頭に載のせられた手を握にぎり、私は意地悪く笑ってみせた。

「カノン、私がもともとどんな髪だったか知ってるの？」

「……？　元から銀髪だったのか？」
















「さあ？　覚えてないわ。ほら、私って忘れっぽいでしょう？　神子だってことまで忘れてたくらいだから」

　カノンは小さく舌した打うちした。

「笑えんな」

「笑ってよ。神子の私が笑わなきゃいけないのに、どうして、神子の騎き士しのあなたが仏ぶつ頂ちよう面づらでいいの？　ほら、笑いなさいよ」

　私は、カノンに飛びついた。次の瞬しゆん間かんには、バランスを崩くずして、そのまま花園に倒たおれ込んでいた。

　元の色が何色だったのか？　それは実は本当に忘れてしまった。カトレアは私が髪の色を気にしすぎだと言った。だから、気にするのをやめた。どうも、そのとき本当に忘れてしまったらしい。でも、今はこの髪が好きだ。それで、いいんだと思う。

　馬乗りになって執しつ拗ようにくすぐろうとする私の手を、カノンはあっさり取り押さえてしまった。そのままクルリと振り落とされて、逆ぎやくの体たい勢せいになってしまった。

　両手を取り押さえられて、私は無む防ぼう備びになっていた。

　そう、両手。カノンの腕は両方ともあった。彼は今、鎧はまとっていない。素す手でだ。義ぎ手しゆではない本物の腕。私が調ちよう律りつした生身の腕だ。




　あの後、私はカノンに抱かかえられ祭りのあった村へと戻もどった。

　どうやら、私たちが勝手にいなくなって、オボロと騎士たちはだいぶ揉もめたらしかった。そのことで私が謝あやまると、彼らは意外なほどあっさりおとなしくなった。もしかしたら、呪いが解けたから、それなりに神子らしく見えるようになったのかも知れない。

　カトレアが目を覚まさない。それはとても怖こわいことだった。だけど、本当に怖かったのは、目を覚ました彼女に会うことだった。あの、優やさしかった瞳ひとみが嫌けん悪おの色に変わったらどうしよう？　あるいは、落らく胆たんの色に変わったら？　私を妹と呼んでくれたその口から罵ば声せいを浴びせられたら？

　目覚めたカトレアは、しばらく呆ぼう然ぜんとしていた。私がいるのにも、気づいていないようだった。ようやく私の顔を見たとき、彼女が私にかけた言葉は──

「お帰り。リッカ」

　──だった。

　本当に大変だったのは、それからだった。ペリドット城じようで、神子の〝裁さい定てい〟というものを受けなければいけなかった。カトレアは、城しろの中では意外なほど会えなかったし、オボロにいたっては、自分の役目は終わったと言ってルチルに戻ってしまった。

　裁定の内ない容ようは物語の〈詞ことば〉を意い識しきできるかとか、〈詞〉を用いずに術じゆつの法ほう則そくを壊こわせるかとか、意味のあることもあったのだけど、それ以外の検けん査さは何の意味があるのか、私にだってよく分からないものばかりだった。

　例えば、祭器に汲くまれた水みな面もを眺ながめ、何が見えるかとか。特に術の知識を持たないものの心が読めるか（読めるわけがないでしょう？　気分くらいならともかく）とか。他ほかには巧こう妙みように組まれた術の仕組みを見み抜ぬくとかの、どちらかというと〈唱術士フラグ・テラー〉の試験のようなことまでやっていた。

　それらに丸々一週間かかり、ようやく神子と認みとめられて、ようやく一息と思ったら…………ああ、もう、こっちは本当に頭が痛いたくなる話だった。

　まず、国王陛へい下かとのご対面。仮かりにもこの国を治めている人間と、一対一で会わなければいけない。それがどれだけ緊きん張ちようすることか、少し考えたら分かると思う。その後はその王位継けい承しよう者しやの方々、宰さい相しようや大臣などの重臣の面々。そこら中の領主や貴き族ぞくたちがとっかえひっかえ現れては、へつらった言葉遣づかいで世辞を述のべていく。それの相手をしてるだけで、一日が終わってしまう。

　カノンは、ずっと隣となりにいてくれたのだけど、とてもじゃないけど会話ができる状じよう況きようじゃなかった。そんなことが半月ほど続き、カトレアがちょくちょく城を抜け出す理由を理り解かいしたころ、深夜の寝しん室しつに、彼女は現れた。

「さあ。準じゆん備びができましたわよ」

　もともと、カトレアは城から出してくれるつもりでいたらしい。「なんでもっと早く出してくれなかったの？」と言うと「抜け出すときは、下準備が大切ですのよ？」と言われた。

　城抜けの大先せん輩ぱいの手引きのおかげで、私とカノンは安心して抜け出すことができた。

　てっきり、カトレアもついてくるのだと思っていたら「神子の出現でつまらないことを考える者が、たぁくさんいるのですわ」と言って、城に残った。

　それから私たちはその足でここに向かった。かつてデンドリという村があり、広大な砂漠が広がっており、今、季節はずれの花園が一面に広がっているこの場所へ。




「……ねえ。あの話。本当のところ知りたくない？」

「あの話？」

「〝災わざわいの箱〟の話。なんで神様はそんな意地悪なものを自分たちが祝福した娘むすめに贈おくったのか。なんで、彼女はその箱を開けてしまったのか」

　カノンは、少し驚おどろいた顔をしていた。

「理由があるのか？」

「〝災いの箱〟はね……オルゴールだったの」

「オルゴール？」

「ほら、オルゴールって普ふ通つうは蓋ふたを開けないじゃない？」

「知らん。そうなのか？」

「上等なものほどそういうものよ。下へ手たに開けるとホコリが入ったり、歪ゆがみが出たりして音色が狂くるってしまうの。開けるのは曲を奏かなでるときだけよ。〈詞〉が生まれる前、神様が生まれる前、まだ最初の命が一つだけ在あったころ、命は唄うたを唄っていた。〈詞〉ではなく二十九の音で。〝災いの箱〟は、この世界そのものを奏でるオルゴールだったの」

「なぜ、そんなものを贈ったのだ？」

「最後の祝福だったのよ。側そばにいるだけで、彼女はこの世界の音色が聞き取れたのよ。始まりの命が唄った唄を。だけど、不思議でしょうがなかったのよ。なんで、ただの箱からそんなキレイな音が聞こえるのか。ちゃんと注意しなかった神様が悪いわ。彼女は好こう奇き心しんで箱を開けてしまったから、さあ大変。世界の調ちよう律りつが狂ってしまって、あちこちに災いが起きてしまったわ」

「なぜそんな話を知っている？　まさか……」カノンが珍めずらしく驚いた顔をしてくれた。

「私は、何の〝鍵かぎ〟を手に入れたのだったかしら？」

「笑えんな。……お前にも、その音色は聞こえるのか？」

　私は、少し時間をかけて微笑んだ。そう、それが私に聞こえる〝音〟の正体だったんだ。命が唄う世界の〝音〟。神様が贈った最後の祝福の音色。この世界そのものである〝命の音〟。

「いいでしょう？　とても、キレイな音色なのよ？」

　カノンは身を起こすと、ヒョイッと私を立ち上がらせた。

「……これから、どこへ行く？」

「私に聞かないでよ」

「俺は、お前の行く場所に行く」

「もう、最初の行き先は私が決めたじゃない。次はあなたが決めてよ」

「……ではルチルだ」

「なんで？」

「俺は、お前をルチルにつれて帰ると言った」

「……ずるい」

　でも、確かにあそこの門番は律りち儀ぎに門を守り続けているような気がする。一度帰る必要はあるかも知れない。

　カノンに手を引かれ、私は花園を歩いた。

　私は〝災いの箱〟を開あけた。でも、そのときに箱の中へ落ちてしまった。あの音色に抱いだかれる幸福感は、この世のものではなかった。カノンのこの手がなかったら、私はたぶん、帰ってこられなかったんだろう。そのことは、そっと、胸の中にしまっておいた。

　これから、私は一つの曲を奏でていく。〝災いの箱〟がこの世界を奏でているように、私も自分の音色を奏でる。楽がく譜ふはない。書くこともできない。どれくらい時間がかかるか分からない。どれくらい時間をかけられるかも分からない。

　だけど、そう、悪いものにはならないと思う。共に奏でてくれる人がいるのだから。

　だから、今はそっと、この調しらべを贈ろうと思う。私を愛してくれて、たくさんのものを与あたえてくれたある男性のための鎮ちん魂こん歌かを…………。

　無限に咲さき乱みだれる花たちは唄う。芽吹いたばかりの命で生誕歌を。

　だけど、私にはそれは鎮魂歌に聞こえる。この地に眠ねむる〈砂すな〉の名で呼ばれたある男性のための鎮魂歌。

　砂でできた大地に、今は無限の花園が広がっている。夏には草原となり、秋には実りをつけ冬の寒さにも耐たえ、次の春にはまた芽吹くだろう。

　花たちは唄い続けるのだろう。いつまでも…………。







　あとがき







　はじめまして。手て島しま史ふみ詞のりと申します。

　このたび、畏おそれ多くも第十九回ファンタジア長編小説大賞で佳か作さくをいただきました。

　やはり応おう募ぼした以上、誰だれでも受賞の瞬しゆん間かんというものを夢ゆめ見みるものです。見ないといったら噓うそつきです。ええ、私は初夢にまで見ました。はい、正夢ですね。「ぃいやっほう！」と叫さけぶところかもしれません。近きん所じよ迷めい惑わくですね。

　そう、その受賞のご連れん絡らくをいただいた感動の瞬間ですが────




「おばあちゃん？　ねえ、おばあちゃん？　代わって代わって」

　　　　息子むすこ。四歳。おばあちゃん大好き。




「なるなるなるなるなるなの！」

　　　　娘むすめ。二歳。解かい読どく不ふ能のう。




　はい。何も聞こえません。感動もへったくれもありません。

　──担当さんが決まったらまたご連絡します──というメッセージだけはなんとか聞き取れ一安心。

　しかし子供を布ふ団とんの中に押おし込こみ、ようやく落ち着けると、今度は眠ねむれなくなりました。

　果たして、聞きこぼしたことはなかったでしょうか？　あるいは、なにか重要なことを言っていたのでは？　あれ、でもこれ、もしかして受賞したということですか？

　ええ？　受賞？




　結局、その日は興こう奮ふんして眠れず、次の日仕事で怪け我がしました。




　そんないきさつを経へて、今にいたっております。

　このたびは本書を手にとっていただき、本当にありがとうございます。

　華か麗れいなイラストを描かいてくださいました井い戸ど端ばた海かい二じ様さま。ありがとうございます。世せ界かい観かんごとデザインを変へん更こうさせてしまいご面めん倒どうおかけしました。個人的にはリッカの尻尾しつぽが一番好きです。Howlingのほうも応おう援えんしてます。

　数多く助言をくださいました担当のＴ様。引き続きお世話になってます。出版にいたるまで、校正や編集に携たずさわってくださいました方々。本当にありがとうございます。

　最後に、文法も知らずしょうもないもの書いてたときから嫌いやな顔一つせずに読んでくれた奥さんに、渾こん身しんの愛をこめて。




　余よ談だんですが、本編の主人公リッカとその幼おさな馴な染じみクスカ。二人の名前は娘の名前で没ぼつになったものを流用しています。





二〇〇七年七月　　手島史詞　　









　解説





富士見ファンタジア文庫編集部　　






「──二十九鳴る真名ジヤフル・グラマントンが一ひと片ひらよ。我われは詠うたい誘いざない、其そは舞まい踊おどる──」




　編集作業をしながら、口ずさんでました。これ、本作のヒロイン・リッカが唱となえる古いにしえの呪じゆ文もん、《織音術ジヤフル・キヤロル》のファースト・フレーズです。なんて綺き麗れいな響ひびき。第十九回ファンタジア長編小説大賞佳作を受賞した『沙すなの園そのに唄うたって』（応募時タイトル『砂すなのレクイエム』）は、こういう美しい魔ま法ほうの言葉にふんだんに彩いろどられています。




　魔法の言葉──といえば。

　この作品には、ちょっと違ちがう意味で、とても強力な「魔法の言葉」が出てきます。物理的な力はもたないけれど、人生そのものを変えてしまう、特別な言葉が。

　リッカは、三年前に故郷の村が突とつ然ぜん消失し、家族も居場所も記き憶おくも同時に失った女の子。髪かみの色まで不ふ吉きつな灰はい色いろになってしまった彼女は、人目をはばかり森の奥でひっそりと暮らしていました。彼女を見たひとはみな、怯おびえてしまうから。〝森の魔女〟と呼よばれ恐おそれられるリッカ。寂さびしいけれど、彼女は仕方がないのだと諦あきらめていました。わたしは、不吉な姿すがたをしているから、みんなに避さけられながら生きていくしかないのだと。

　しかし、百年に一度の英えい雄ゆう祭さいに沸わくルチルの街で行き倒だおれ、無ぶ骨こつな傭よう兵へい・カノンと盲もう目もくの唱術士フラグ・テラー・オボロ、奔ほん放ぽうなお姫ひめ様さま・カトレアに助けられた日から、彼女の運命は大きく変わります。彼らは、リッカが人々に疎そ外がいされているのは、見かけだけの問題ではなく、強力な呪のろいが幾いく重えにもかけられているせいだと見み破やぶります。そして、「笑いなさい」と励はげまします。あなたは可か愛わいい。あなたの笑え顔がおは、見る者を幸せにするのだから、と。元がん来らい朗ほがらかな性格だったリッカが、彼らの言葉を素す直なおに受け入れ微ほほ笑えんだとき、世界もまた彼女に微笑み返すのです。

　だから、この作品は、孤こ独どくで不幸せだったひとりの女の子が、本当の姿を見てくれる人たちとの触ふれあいの中で、愛という名の魔法をかけられ、幸せになる物語でもあるのです。




　著者の手て島しま史ふみ詞のりは、若くしてしっかりと家族を支える頼たのもしいパパです。アクセサリー作りが趣しゆ味みだそうで、初めて会ったとき、お手て製せいのストラップを見せてもらいました。ストラップはケースになっていて、スライドさせると、笑顔の奥様とお子様たちが写った幸せいっぱいな写真が貼はり付つけられていました。手先の器用さと、愛情の深さにちょっと胸むねを打たれたものです。『沙の園に唄って』は世界の創そう世せいと滅めつ亡ぼうにかかわる圧あつ倒とう的なスケールの物語なのに、キャラクターたちの表情がしっかり見えるのは、家族と幸せに生きる着実さがあるからなのかなぁ……。

　夜は子供をあやし、深夜に起きだしてコツコツと執しつ筆ぴつし、毎朝出しゆつ勤きんしていく。そんな誠実な日々の中で、本作は仕上げられました。彼の中には、美しく優やさしい世界がたくさん眠っています。どうぞ、応おう援えんしてください。同じくファンタジア文庫初挑戦の井い戸ど端ばた海かい二じともども、ファンレターをお待ちしております。
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